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プロローグ









　──また、夢を見ているのだろうか？




　あなたは、震える手をゆっくりと伸ばす。

　その指先が私の頰に触れた時、ぽたり、と涙の雫しずくが落ちた。

　泣いているのは、私なのか、あなたなのか──。

　ただ、梅の花が香かぐわしく、美しく、切なく胸に迫る。

　私を見つめたままあなたは、にこり、と優しく微笑んだ。




『ちはやぶる 賀か茂もの社やしろの 木綿ゆふ襷だすき 一ひと日ひも君を かけぬ日はなし』




　この時、自分は、はじめて願った。

〝どうか神様、半はん刻ときで良いのです。時を戻してください〟と────。




「────っ」

　櫻さくら井い小こ春はるは、カーテンの隙間から差し込む朝陽の眩まぶしさに目を覚ました。

　おそらく平へい安あん時代、玉たま椿つばきだった頃の──前世の夢を見ていたのだろう。

　長い映画を観ていたような熱っぽい余韻が、目覚めた今も自分の体に残っている。

　小春は、そっと布団から手を出して、自分の顔に触れた。

「今日も泣いてる……」

　頰が、涙で濡ぬれていた。

　このように最近は、起きた時に涙を流していることが多い。

　胸がずきずきと痛み、切なさに締め付けられるような感覚が残っているというのに、その夢の内容はいつも朧おぼろげだ。

　以前は夢の内容をしっかり覚えていたというのに……、と小春は、つい先ほどまで見ていた夢を思い出そうと、眉み間けんに力を入れる。

　ふと、浮かんだのは、自分に向かって伸びてくる手。

　そう、誰かの指先がこの頰に触れていた。

　そして……。

「そうだ、和歌が詠まれていた」

　小春は、むくりと体を起こして、その和歌を思い出そうと、こめかみに手を当てる。

　以前も、夢の中で和歌が詠まれていたことがある。

　それは、『逢あふことの 絶えてしなくは なかなかに 人をも身をも 恨みざらまし』という、中ちゆう納な言ごん朝あさ忠ただの歌だった。

　今回の歌はそれではなかった。

「たしか……」

　小春はベッドを降りて、本棚に向かい、『古こ今きん和わ歌か集しゆう』を手にする。

　ちはやぶる、という枕まくら詞ことばが、使われていた気がする。

「ちはやぶる……ちはやぶる……」

　索引で調べると、一番に目にしたのは、在あり原わらの業なり平ひらの有名な歌。

『ちはやぶる 神かみ代よもきかず 竜たつ田た川 からくれなゐに 水くくるとは』

　それは、紅葉が素晴らしく美しい、秋の景色を詠うたったものであり、小春も好きな歌だが、「これじゃない」と首を振る。

　馴な染じみの名を聞いた気がするのだ。

　そもそも、馴染みの名が出る和歌なんて、あるのだろうか？

　首を捻ひねりながら、パラパラとページをめくっていく。

　次のページをめくったその時、

『ちはやぶる 賀茂の社の 木綿襷 一日も君を かけぬ日はなし』

　その歌を目にするなり、これだ、と鼓動が跳ねた。

　心臓が、どきどきと早鐘を打っている。

　誰が詠んだのだろう？　と確認するも、

「詠み人知らず……」

　その歌の作者は不明だった。

　歌の意味は……、




　──賀茂の社で毎日かけられる木綿たすきのように、

　貴女あなたを想わない日は、一日もありません──




　それを目にするなり、また涙が溢あふれる。

　ぽたり、と落ちていく涙の雫に、

「やだ、本当にどうしたんだろう」

　小春は、手の甲で涙を拭ぬぐった。

　胸に、苦しさと、もどかしさが広がっている。

　見ていた夢をしっかりと思い出すことができれば、きっと、このもやもやとしたものは晴れるのだろう。

　なぜ、こんなに切ない気持ちになってしまうのかも……。

　前世の夢を覚えているのは途中まで。

　どうしても、その先を思い出すことができない。

　それは、きっと何か意味があるのかもしれない。

　古今和歌集をぎゅっと胸に抱いて惚ほうけていると、時計が六時を指して『ピピピッ』とアラーム音を立てた。

　小春は我に返り、顔を上げる。

「さっ、気を取り直して、今日も一日元気にスタートだ」

　本を片付けて、部屋を出た。




　居間に向かうべく、小春は櫻井家の長い廊下を歩く。

　左右に和室が並んでいるため、襖ふすまが連なっている。

　小春はふと足を止めて、襖が全開となっている和室に目を向けた。

「…………」

　そこは、想い人である賀か茂も澪れい人とが、かつて使っていた部屋だ。

　胸が切なく詰まる。

「なんだか、信じられないな」と小春は苦笑した。

　そう、この家に澪人が住んでいたのだ。

　彼が家を出た今、ひと時の間とはいえ、ひとつ屋根の下で一緒に暮らしていたのが、信じられない気分だ。

　まるで、夢だったようにも思える。

　とはいえ、彼が家にいた時は、こんな風にボサボサ頭のパジャマ姿で家の中を歩き回れなかったのだけど……。

　小春は、ほんの少し肩をすくめて、再び歩き出す。

　居間の前まで来て、気を取り直すように「おはよう」と明るい声で襖を開けた。

　ちゃぶ台の上には、トーストにサラダ、ゆで卵が既に用意されてある。

　いつもならば、すぐに『おはよう、小春』と祖母・吉よし乃のと、叔父おじの宗そう次じ朗ろうが挨あい拶さつを返してくれるところだが、今朝の二人は様子が違っている。

　小春が居間に入ってきたことにも気付かずに、テレビを食い入るように観ていた。

　テレビがどうしたというのだろう。

　もしかして、杏あん奈なのニュースなのだろうか？

　小春は期待に目を輝かせて、画面に目を向ける。

　杏奈とは、賀茂杏奈。

　澪人の姉であり、モデルとして活躍していたが、巨匠と呼ばれる映画監督の目に留まり、初出演で主演という華々しい女優デビューを飾ることとなった。

　杏奈は『シンデレラガール』と、世に持て囃はやされたものの、その後、監督との不倫疑惑が報じられて、世間は掌てのひらを返したように、彼女に激しいバッシングを浴びせた。

　もちろん、それは事実無根だ。

　だが、あまりの悪意に、杏奈は一時は逃げてしまっていた。

　しかし宗次朗の叱しつ咤た激励をきっかけに、杏奈はしっかり自分と向き合い、堂々と会見に臨んだ。

　その時の杏奈の会見が素晴らしく、炎上の火は一瞬にして消え去ったのだった。

　その後、杏奈の人気は上がっていくばかり。

　今や、若い女性のカリスマとも言われている。

　そんな杏奈の素敵なニュースが流れているのかもしれない、と小春は思ったのだが、どうやら違ったようだ。

　画面に映っているのは、キャスターの深刻な面持ちだった。

『──先ほどまでアパートの一室に立てこもっていた犯人ですが、警察官の突入により、身柄を確保、逮捕されました。人質となっていた女性の命に別状はないとのことです』

　キャスターの言葉に、吉乃と宗次朗が、安あん堵どの息をついたことが分かる。

　画面の端には『ＬＩＶＥ』の文字。

　この物々しいニュースは、生放送のようだ。

　女性を人質に取って、アパートに立てこもるなんて、どこの大都市で起こっている事件なのだろう、と小春は訝いぶかしく思うも、画面に表示された『京都市中なか京ぎよう区く』というテロップを目にして、ぎょっとした。

「えっ、これ、京都市の話なの？」

　小春の大きな声に、吉乃と宗次朗はようやく気付いたように振り返る。

「ああ、小春、おはよう。そうやねん、京都市やって」

「一晩中、立てこもっていたらしいぜ。死者が出なくて良かったよな」

　宗次朗も、やれやれ、という様子で、ちゃぶ台に向き直る。

「京都は観光地として有名やけど大都会とちゃうし、こういう事件があるて、信じられへん。怖いわ、ほんま」

　吉乃は、はぁ、と息をついて立ち上がり、トースターから食パンを取り出した。

「はい、小春のやで」と、ちゃぶ台の上に置く。

「ありがとう」

　小春は気を取り直したように腰を下ろし、「いただきます」と手を合わせて、トーストを口に運んだ。

　サクッ、としたパンの食感が、物々しいニュースの恐ろしさを払ふつ拭しよくしてくれる。

　本当に大ごとにならなくて良かった。

　京都でこんな事件が起こるなんて、信じられないことだ。

　吉乃が言うように、京都は有名だが、どちらかというと田舎寄りだ。

　夜は星が綺き麗れいだし、緑も多く、のんびりしている。

　妖あやかしの噂は立っても、悲惨な事件の噂はあまり耳にしない気がする。

　いや、でも思えば……、と小春は顔を上げた。

「そういえば、ついこの前も、嫌な事件があったよね」

　宗次朗が「ああ」と相あい槌づちをうつ。

「彼女にフラれた男がストーカーになって、彼女の家族を刺したって事件な」

「ほんまやね。逆恨みもええとこや。あと、不倫してた旦だん那なを刺したってニュースもあったし」

「ああ、あったな。そういや最近大なり小なり、痴情のもつれからくる刃にん傷じよう沙ざ汰たを耳にするようになったよな」

　うんうん、と相槌をうつ宗次朗に、吉乃は肩をすくめる。

「いややわ、ほんま」

「……うん」と小春は目を伏せる。

　市内に限らず、こうした事件は嫌なものだ。

　目を覆いたくなる。

　だけど、最近流れてくるニュースは、それだけではなくて……。

　もやもやとしてきて、小春は深刻な顔で目を伏せる。

「ほら、食べよし、小春」

「あ、はい」

　小春は胸を占める『嫌な予感』を振り払うように、朝食を口に運んだ。








第一章　抹茶ケーキと、花の有平糖。
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　美しく咲き誇り、町を彩った桜は、毎年瞬く間に散ってしまう。

　まさに、『春の夜よの夢のごとし』だ。

　京の町は桜の時季を終えて、新学期を迎えていた。

　とはいえ桜が散ってしまった後も、町中は今も桜の余韻を残している。

　祇ぎ園おんの和雑貨店『さくら庵あん』もそうだ。

　店内には桜をモチーフとした和雑貨が彩りを与え、和菓子職人・宗次朗が手掛ける和菓子『桜さくら餅もち』や『さくらマカロン』がショーケースに並んでいる。

　今年も宗次朗が作る春の和菓子、関西風と関東風をミックスさせて、苺いちごに生クリームまで入っている期間限定の『桜餅』は大人気だ。

　特に今回は、春先に宗次朗が京都を離れて、浅あさ草くさに行ってしまったこともあり、彼が帰ってきた時の騒動ときたら、大変なものだった。

　宗次朗ファンの女性が老若問わずに押しかけて和菓子を買い求め、宗次朗が店頭に出てきたときには、歓喜の声が上がったほど。

　近所に住む年配の女性たちは、『宗ちゃん、もう帰ってきぃひんて、心配してたんやで。帰ってきてくれて、また季節ごとの楽しみができたわ。ほんまにおおきに』と、宗次朗の手を取って、目に涙を浮かべていた。

　その様子を見て、吉乃は心底感心したように、うんうん、と相槌をうつ。

『あんた、ある意味、アイドルになりたいて夢が、ここで叶かのうたんちゃう？』

『おい、事あるごとに、人の黒歴史を掘り返すのやめろよ、ばーさん』

『ばーさん、言わんときよし。私はあんたの母親やで』

　そんな、いつものやりとりにも、ホッとさせられた。

『さくら庵』もいつも通りだ。

　ちなみに、『桜餅』や『さくらマカロン』といった春の限定商品は、四月いっぱい販売するとのことだった。

　この時季にしか買えない、というのが購買意欲につながるのだろう。

　毎度、買いに来る人が後を絶たない。

『桜餅』に至っては、口コミで徐々に広がっているせいか、新規客も多く去年よりも客足が伸びていた。

　しかし、当の宗次朗はというと──、

「もう、『桜餅』は飽きたな」

　などと、言い出す始末。

「飽きたって、なんやねん。あんたは作ってるだけで食べてへんのやろ」

　いつもの朝食の時間。

　吉乃はちゃぶ台の前に座り、呆あきれた様子で宗次朗に一いち瞥べつをくれる。

「作るのが飽きたんだよ。というか、『桜餅』という商品に目新しさがねぇ」

　頰ほお杖づえをついた状態で、しれっと言う宗次朗に、小春は「えっ」と目を剝むいた。

「それじゃあ、宗次朗さん。『桜餅』をもうやめちゃうの？　もしかして、来年からは作らないとか？」

　すると、吉乃が弾はじかれたように顔を上げた。

「そんなんあかん。そもそも、『季節の定番』に目新しさなんて必要あらへん。『あゆ』や『水み無な月づき』かて、大昔から伝えられてきたものやろ。それを自分が飽きたからて、簡単にやめたらあかんよ」

「そうだよ、お客さん喜んでくれてるんだし。また来年も食べたい、って言ってくれてるんだよ？」

「そやで、あんたの気まぐれで、お客さん振り回したらあかん」

　思わず必死になって詰め寄る二人に、宗次朗は呆れたように眉まゆ根ねを寄せる。

「誰も、『やめる』なんて一言も言ってねぇだろ。ただ、『飽きたな』って言っただけだ。春に『桜餅』、初夏に『ミニあゆ』、夏に『涼菓』、秋に『栗茶ちや巾きん』と星空をイメージした『砂糖菓子』、冬に『チョコレート黒豆』。こういうのは、定番として続けていくつもりだよ。継続は力なりだしな。信用を生むってことだろ」

　そう話す宗次朗に、二人は黙って相槌をうつ。

「そういう定番さえ決まれば、もうそれでいいかなと最初は思ってたんだけど、それじゃあ、つまんねーなと思って。定番は定番として他にもどんどん新しいのを作りたいと思い始めてるんだ」

「新しい和菓子を？」

「ああ、とりあえずは、『桜餅』から『ミニあゆ』の間に出す、新作のお菓子だな」

『新作』と聞くなり、吉乃はすぐに目を輝かせる。

　祖母は新しいものがとても好きなのだ。

「そら、ええな。新しいお菓子は楽しみやし」

「うん。私もそれなら大歓迎。早く作ってほしい」と小春も続ける。

「……ったく、単純だな」

　宗次朗は、やれやれ、と立ち上がり、頭に手て拭ぬぐいを巻きながら廚ちゆう房ぼうへと向かう。

　その姿を見ながら、小春も「私もそろそろ、学校行く準備しなきゃ」と食器を片付け、洗面所へと向かった。




「それじゃあ、行ってきます」

　通学鞄かばんを手に、居間に顔を出す小春に、

「行ってらっしゃい」

「おう」

　と、吉乃と宗次朗が応こたえる。

　小春が背を向けかけたその時、吉乃が「そや」と背中に声を掛けた。

「小春、あんた、今日の晩御飯、何食べたい？」

　朝食を食べ終えたばかりで、夕食のメニューを問われて、小春は戸惑いつつ、首を傾げる。

「……えっと、今は思いつかないんだけど、どうして？」

「なんでもあらへん。ほんなら、あんたの喜びそうなものを作るさかい」

　吉乃は、にこにこ笑ってそう言う。

「……はぁ」

　でも、どうして？　と続けようとすると、吉乃は手で払うような仕草をした。

「はよ行かんと遅刻するで」

「あ、はい」

　小春は気を取り直して、踵きびすを返す。

　階段を下りて、玄関から外に出ると、澄んだ青空が広がっていた。

「──気持ちいいっ」と体を伸ばす。

　春の風がとても心地よい、爽さわやかな陽気だ。

　四月十三日。

　小春は、高校二年生になっていた。

　新学期が始まり、まだ数日。

　二年生になったとはいえ、思ったよりも大きな変化はない。

　今まで二階だった教室が三階に移動し、担任が替わってしまったことくらいだ。

　女子クラスは二つしかないため、クラス替えがあっても皆見知った顔だ。

　一年の頃と大きく違うのは、二年生からクラスがひとつ増えることだ。

　これまで男子二クラス、女子二クラスの学年四クラスだったのが、二年生になると、それ以外に『特進クラス』が加わる。

『特進クラス』とは、男女問わず学年成績上位三十位までの選ばれし精鋭たちが進学できる共学クラスであり、小春と愛あ衣いもそこを目指していたのだが、今一歩のところで順位が届かず、普通クラスのままだった。

『──櫻さくら井いさんは、学年末のテストがちょっと良くなかったから、それが残念だったわよね。ここでがんばったら特進に行けたかもしれないのに』

　一年生最後の個人面談で、担任の早さ乙おと女め先生は残念そうに言っていた。

　かつて澪人もそこにいたという『特進クラス』に自分も入りたい、と思っていたのだが、学年末試験の出来が悪かった時点で無理だと確信していたので、残念に思うよりも、納得していた。

　学年末試験の頃、失恋や力の喪失、杏奈の不倫疑惑騒動と様々なことがあり、心がかき乱されたのはたしかだが、それは勉強とは別問題だ。

『特進に行きたいけれど、行ってどうするんだろう？』

　そんな迷いが常にあり、その心のぶれが招いたことだろう。

『櫻井さんは、学がく徳とく大学に進学を考えているのよね？』

　そう問うた担任に、小春は曖あい昧まいに頷うなずく。

　正直、自分の進路については、まだ明確に決まっていない。

　将来の夢は『祖母のような拝み屋さん』になることなのだが、祖母だってそれを本業にしているわけではない。

　だから、それ以外の何かも考えなければいけないのだろうが、浮かばないのだ。

『進学を考えるなら、特進クラスを目指した方がいいわよ。特進へは、三年生に進級する時もチャンスがあるし、二年生になったらがんばりましょうね』

　そう続けられ、一年生最後の個人面談を終えた。

　担任が言うように『特進クラス』にはメリットが多い。併設の大学にかなり進学しやすくなり、なおかつ、学費も大幅に免除されるそうだ。

　聞くところによると、私学でありながら、国立大学並みの学費で済むとか。

　そうしたことを考えると、やはり『特進』は魅力的だ。

　それでも、『祖母のような拝み屋になりたい』と願う自分が、大学に進学するのに意味があるのだろうか？

『さくら庵』を継いで、何もかも祖母を目指しても良いのではないか？

　だとしたら、大学に行くのは、学費の無駄かもしれない。

　そんな考えが、頭を掠かすめる。

　悶もん々もんとした気持ちを募らせ、動けなくなった小春は、とりあえず宗次朗に相談をしてみることにした。

　宗次朗はどんな迷いにも、まるで竹を割ったようにスパッと鮮やかに応こたえてくれる。

　かと言って『答え』を教えるわけでもないのだ。

　将来に向けて、自分はどうしたら良いのか分からない。先のことが分からない、という小春の相談に対して、宗次朗はこう答えた。

『そうだな。先のことが分かんねぇ時は、とりあえず今目の前にある自分のやるべきことを一生懸命にするのが一番だと思うぞ』

『…………』

　今回も、スパッと、とても良い切れ味だった。

　宗次朗は具体的に『勉強をがんばれ』と言ったわけではない。

『今、目の前にある自分のやるべきことに懸命になれ』ということを伝えただけだ。

　その、『やるべきこと』は、人によってそれぞれ違うだろう。

　だが、小春は宗次朗のこの言葉により、一気に迷いの霧が晴れた気がした。

　そうなのだ。

　先のことなんて、分かるものではない。

　だけど、今学生である自分ががんばるべきことは、やはり勉強なのだ。

　そうしたなら、いつか、自分の進むべき道が見付かった時に焦らず、後悔することもなく、その道を歩いていけるのかもしれない──と。

「……それにしても、宗次朗さんは、相変わらず悟っているなぁ」

　宗次朗の言葉を思い返し、小春はしみじみとつぶやく。

　困ったところはあるけれど、頼りになる叔父おじだ。

　うんうん、と頷きながら、小春はまだ慣れていない教室に入る。

　しかし半分以上は元クラスメイトのため、緊張感はない。

「小春、おはよう」

　教室に入るなり、親友が、笑顔で声をかけてきた。

　彼女は、水みず原はら愛衣。

　色白でショートカットヘア、眼鏡の奥の聡そう明めいそうな目が印象的な、なかなかの美人だ。

「おはよう、愛衣」

　彼女とも、また同じクラスになれた。

　おそらくこれは、元担任である早乙女先生の計らいだろう。

　本当に学年がひとつ上がっただけで、特別な変化は何もない。

「今日は部室行く？」

「うん、そのつもり」

　変わったことと言えば、小春と愛衣が春休みの間に『ミス研』に入部したことくらいだろうか。

　後輩たちのたっての願いだったのだが、ヨーロッパの応接室を思わせる部室の居心地がとても良く、ついつい入り浸ってしまっていたこと、何より、部活動といっても、特別なことを強要されるわけではなく自由気ままに過ごせる雰囲気が気に入り、入部を決めた。

　入部してすぐに二人は後輩たちから『愛衣先輩、小春先輩、部長と副部長になってください』と頼まれたのだが、それは断った。

　部長は以前と変わらず、高校一年生となった谷たに崎ざき瞳ひとみのままだ。

　小春と愛衣は、後輩たちが暴走しないよう監督する、気持ちは見守り要員といったところだろうか。

　そうしたわけで、これまで同様、平和な日々だ。

　そう、思っていたのだけれど、と小春は窓の外に顔を向ける。

　中庭の塔を眺め、

「でも、思えばその部活動では、変化はあったなぁ」

　と、静かにつぶやいた。





二






「いやぁ、それにしてもさ、コハちゃんはともかく、愛衣ちゃんは絶対、俺と同じく『特進』に進級すると思ったから、本当に残念だなぁ」

　そう、声を上げたのは、三み善よし朔さく也やだ。

　放課後。

　学園の中央塔一階にあるミステリー研究会、通称『ミス研』の部室で、同じ学園の三善朔也は、一人掛けソファーにどっかりと座った状態で、ちっとも残念じゃなさそうに手を広げている。

　小春たちが入部したことを知ると、三善朔也も部室に訪れるようになった。

　明るめの髪に、甘ったるい笑顔の、『チャラい』を絵に描いたような男子だが、先祖は密教僧・浄じよう蔵ぞうの流れを汲くむ三善家の末まつ裔えいであり、彼自身も『祓はらい屋』と称して除霊を行っている。

　そんな彼は、意外なことに『特進クラス』に進級していた。

「『特進』は待望の共学クラスだってのに、真面目な子ばっかりでつまんなくて。愛衣ちゃんとクラスメイトになりたかったよ」

「私、一学期の頃の成績があまり良くなかったから、駄目だったんだよね」

　愛衣はそう言って、肩をすくめる。

　そう、愛衣は一年生のはじめの頃、自分の出生に思い悩んでいた。

　それはやはり、成績にも影響を及ぼしていたのだろう。

『特進クラス』への進級は、一年間の総合成績で順位が決まるため、一学期の成績が足を引っ張ってしまったようだ。

「それにしても、朔也くんが『特進』って。……成績良かったんだね」

　小春はついストレートに言ってしまい、しまった、と口に手を当てた。

　朔也は、気にも留めていない様子で、ふふんと笑う。

「まー、俺って割と要領の良いタイプっていうか？　それに、あんまり三善家に負担掛けたくないしね」

　その言葉で合点がいった。世話になっている祖父母に負担を掛けたくない、というのが本音なのだろう。

　彼は一見お調子者だが、随分しっかりとしているようだ。

　それに引き換え自分は……。

　小春と愛衣は同じ気持ちになって落ち込み、うな垂れかけた時、

「あら、『特進クラス』は、三年になる時にもチャンスはあるのよ。まだまだ間に合うから、気にしなくたっていいわよ」

　壁際の書棚に目を向けていた安あ倍べ由ゆ里り子こが、振り返って言った。

「──安倍さん」

　ぽつりと零こぼした小春に、由里子はほんの少し眉まゆを顰ひそめる。

　背が高く長い髪を一つにまとめた凜り々りしい由里子は、眉み間けんに力を入れるだけで迫力があり、小春は思わず身を縮ませた。

「小春さん、前にも言ったけど、できれば下の名前で呼んで」

「ゆ、由里子さん」

　呼び方を正すと、由里子は冷静な表情のままながらも、頰をほんのり赤らめた。

　喜んでいる。

　どうやら社交辞令ではなく、下の名前で呼ばれるのが好きなようだ。

「由里子センパイも『特進』だったんすか？」

　朔也は、ぱちり、と目を開いて由里子を見た。

「そうよ。私は三年からの『特進』だけど、なんの問題もなかったわよ」

「まぁ、二年から『特進』に進むような人たちのほとんどは、外部の有名大学に進学しがちですしねぇ。三年からでも十分っすよね。俺はそのままエスカレーターのつもりっすけど」

　朔也は、うんうん、と頷うなずく。

　何はともあれ、これからでも十分間に合うということで、小春と愛衣はホッとして胸に手を当てた。

　その背後で、『ミステリー研究会』の部員たちが、あわわ、と手を取り合っている。

「どうしましょう、部長。私、まだ慣れません」

　部員たちは同じ学年の一年生部長・谷崎瞳にしがみつく。

　すると瞳は、勢いよく振り返った。

「わ、私だって慣れないわよ。愛衣先輩や小春先輩が入部してくれたことで、大学部のマドンナ安倍先輩、チャラいけど可愛いと評判の三善先輩が、うちの部にこうして来てくれるようになったなんて！」

「駄目です。華やかすぎて、目眩めまいが……」

　くらり、とのけ反る部員に、

「倒れたら拝めないわよ、もったいない！」と囁ささやき合っていた。

　そんな一年生たちの寸劇を横目で見ながら、小春は苦笑する。

　そうなのだ。

　最近、中央塔にある『ミス研』の部室に、由里子、朔也がほぼ毎日のように訪れるという、奇妙な事態となっている。

　そのきっかけは、小春たちが入部して間もない頃のこと──。
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　春休みの終わり。

　小春が部室で西洋占星術の本を読んでいると、後輩が本を片手にいそいそとやってきた。

『小春先輩、好きな花ってあります？』

　唐突に問われて、小春は『えっ』と戸惑う。

『好きな花？　なんだろう、梅とか？』

　口にした後に、いつも梅の薫りがしている澪人の姿が浮かび、頰が少し熱くなる。

『今、私、花言葉に凝っていて、梅って〝高潔な心、潔白、忠義〟だそうです』

　へぇ、と小春は相あい槌づちをうつ。

　花言葉までも、澪人らしい。

　いや、澪人というよりも、前世の夫である左さ近こん衛えの大だい将しようのようだ。

　そう、彼もいつも梅の薫りを漂わせていた。

　高潔で、潔白、忠義の心を持った方だった。

　小春は、ふっ、と口くち許もとを緩ませるも、頭を過よぎる違和感に、動きを止めた。

『…………』

『小春先輩、どうしました？』

　黙り込んでいると、後輩に顔を覗のぞかれて、小春は微かすかに首を振った。

『ううん、なんでもない。花言葉って素敵だよね』

『ですよね。桜も終わったし、これからは、サクラソウとか』

『サクラソウも可愛いよね』

『はい、花言葉は〝初恋、憧あこがれ、純潔、長続きする愛情〟とか、色々あるみたいです』

『可か憐れんなイメージそのままなんだ』と、小春は相槌をうつ。

『そして、今後は初夏の花ですよね。紫陽花あじさいとか……』

『あっ、紫陽花の花言葉なら、私も知ってる。〝移り気〟なんだよね』

『でも、それだけじゃないんですよ、〝家族団だん欒らん〟って意味もあるとか』

『家族団欒の方がいい感じだね』

『ですよね。あと、花言葉でしたら桔梗が素敵で……』

　と、楽しく談笑していると、

『小春、お客さんだよ』

　ぽん、と愛衣が背中を叩たたいた。

『お客さん？』

　誰だろう？　と扉の窓に目を向ける。

　そこにいたのは、安倍由里子で、小春はぱちりと目を開く。

　彼女は小春と目が合うなり、そっと会釈した。

　小春が急いで部室を出ると、彼女は弱ったように目をそらす。

『……突然、ごめんなさいね。ご迷惑よね』

　いえいえ、と小春は首を振り、

『来てくださって嬉うれしいです。私もお会いしたいと思ってました。以前は、コウメちゃんの言葉を伝えてくださって、ありがとうございました』

　そう言って、深く頭を下げた。

『ううん、いいのよ。私こそ、あなたにお礼を言いたくて来たの』

　私に？　と小春は自分を指差すと、彼女は強く頷いた。

『実は私ね……。あ、少し話が長くなってもいいかしら』

『それじゃあ、もし良かったら、中で話しませんか？』

　小春は部室の扉を大きく開けて、彼女を部屋の中へと促す。

　由里子が遠慮がちに『失礼します』と部室に入ると、後輩たちは顔を真っ赤にして、口に手を当てる。

『きゅ、弓道部のマドンナ』

『こんなにお近くで見られるなんて！』

　部員たちは、きゃあきゃあ、と喜びつつも、由里子に遠慮して一定の距離を取った。

　小春は彼女にソファーを勧めて、すぐに『さくら庵』から持参した和雑貨である、うさぎのカップを用意する。

　そこに紅茶を注ぎ、宗次朗の特製和菓子『さくらマカロン』と共に、「どうぞ」と、由里子の前に出した。

『…………』

　彼女は、カップとお菓子を見下ろした状態で、冷静な表情のまま体を小刻みに震わせている。

『もしかして、苦手なものがありましたか？』

『ち、違うの。嬉しくて震えてるの』

『えっ？』

『こういう女子っぽいものに無縁の生活で。この和風のうさぎのカップとか、桜色のマカロンとかたまらなくて』

　両拳こぶしを握ってそう言う。

　しかし、その表情はクールなままだ。

　だが、よく見ると、頰がほんのり赤い。

　どうやら、とても喜んでいるようだ。

　そのギャップの可愛らしさに、小春は思わず笑ってしまいそうになり、慌てて口に手を当てる。

　由里子は紅茶を口に運び、『紅茶も美味おいしい』とつぶやいて、気を取り直したように姿勢を正した。

『お礼というのはね……』

　由里子はほんの少し声を潜め、窺うかがうように周囲を見回す。

　その様子から、話を聞かれたくないことを察した部員たちは、さらに距離を置き、由里子は後輩たちに『ごめんなさいね、ありがとう』と頭を下げ、あらためて小春を見た。

『あなたのお陰で、救われたのよ』

『わ、私が何か？』

　目を丸くする小春を前に、由里子は不可解そうに眉まゆ根ねを寄せる。

『あら、どうして不思議そうな顔をしているの？　あなたはたしか人の心が読めるのよね？　あ、これは前にもふもふに聞いたんだけど』

　さらに声を潜めながら言う由里子に、小春は身を縮ませた。

『あ、いえ、普段は読まないようにしてるんです』

　今、人の心を読みたいと思った時は、そう強く思った上で、額に力を入れると読むことができるが、あえてそれをしたいとは思わない。

『そうだったの。コントロールができるようになったのね。でも、どうやってできるようになったの？』

『どうやって……でしょうか。自分でも分からないんですが……』

　小春は口籠ごもりながら、首を捻ひねる。

　この質問は以前、愛衣にもされたことがあった。

　その時も、曖あい昧まいにしか答えられなかった気がする。

　小春はあらためて、『思えばどうしてなのだろう？』と膝ひざの上で両手を組み合わせた。

　ふと、かつて、澪人に教わったことが頭を過る。

　力のコントロールをするためには、『天地人』が必要だと。

　天は宇宙、地は現うつし世よ、人は自分自身、それらを知ることで力をコントロールできるという話をしてくれたのだ。

　だとするなら、自分は様々なことを通して宇宙と現世、そして自分自身を（それはほんの少しかもしれないけれど）、知ることができたのだろう。

　しかし、自分がそんな壮大なことに気付けたとは、とても思えない。

『小春さん？』

『あ、すみません。コントロールできるようになった理由が分かった気がしまして』

　もしかしてなんですが、と小春は前置きをし、澪人に教わった話を交えて、これまでの経緯を由里子に伝えた。

　ためらいもなく話せるのは、彼女が陰おん陽みよう家の事情に精通しているという安心感と、根拠はないが『彼女ならば大丈夫』という確信を抱けたためだ。

　小春の話を一通り聞き、由里子は『そうだったの』と大きく相あい槌づちをうつ。

『色んなことがあったのね。それで賀茂くんの言う〝天地人〟を知ったわけなのね』

　──宇宙を知って、現世を知って、自分を知る。

　とても壮大な事で、小春は肩をすくめた。

『……はい。でも、私が本当に〝宇宙〟とか〝現世〟を知ったという実感はないんですが』

　すると、由里子はほんの少し目を細める。

　おそらく、微笑んだのだろう。

『いいのよ、自分の解釈で』

『そうなんですか？』

『ええ。だって、この世は千人いたら千通りあるのよ。たとえば、今この部室に私たちを入れて八人の人間がいるけれど、決して同じ景色を観ているわけじゃない。一人一人が違う景色を観ていて、違う世界があるでしょう？』

　由里子はそう言って、部室内を見回す。

　ソファーに向かい合って座る小春と由里子、書棚の前にいる愛衣、奥のテーブルで読書や勉強をしている後輩たち。

　そう、同じ時間、同じ空間で共に過ごしていても、見ている景色はまるで違うのだ。

『これは、よく安倍の本家の人たちが教えてくれることなんだけど、〝一人一人にそれぞれ自分だけの世界、宇宙がある〟って。だから結局、世界の中心は自分だと考えていいって。あ、迷惑を掛けても良いということではなくてね。だって、自分が死んだら、自分の世界が終わってしまうんだもの』

　たしかにそうだ、と小春は相槌をうつ。

『人は、自分の世界を過ごしやすくするため、そして次の世界に移る時により素晴らしい景色を観るために、徳を積んでいくものなんですって。だからね、すべて自分の解釈で良いのよ。あなたが〝宇宙はこうで、現世はこんな感じだ〟と悟ったなら、それでいいのよ。だって、あなたの世界なんだから。それが他の人もそうかと言われれば違うだろうけど』

　はい、と小春は頷うなずいた。

『よく聞くのがね、意外とてこずるのが〝自分自身〟を知ることだったりするんだって。素晴らしい医者が自分の病に気付けないのと同じね』

　と、彼女は、ほんの少し口角を上げる。

　小春は『分かる気がします』と頷いた。

　やはり、自分の中でいつの間にか『宇宙（天）とはこのようなもので、現世（地）はこんな感じなんだろう』と朧おぼろげながら悟ることができ、最後に三善朔也に力を封じられた件を通して、しっかりと本心と向き合えたことで、自分（人）を知ったということだろう。

　それを経て、つまり〝天地人〟の三角形が出来上がり、ある程度、力をコントロールできるようになった。

　──そういうことだったんだ。

　小春はようやく理解して、首を縦に振る。

『実は私もね、あなたの件を通して自分を……つまり〝天地人〟を知ることができたのよ』

　そう言う彼女に、小春は『えっ？』と視線を合わせる。

『私の家も賀茂家同様、有名な陰陽師の家系でしょう？　……だけど近年はまったく力のある子が出て来なくなってたのよ。けれど、うちの一族の本家の人たちは、そういうことになっても焦らないというか〝まぁ、仕方ないですね。なら陰陽稼業は休みましょう〟って、すんなり受け入れる人たちがほとんどなのよ』

　小春は、へぇ、と洩もらす。

『だけど、分家の中にはそうは言ってられない人もいたわ。そんな状況の中、私が生まれたのよ。私は幼い頃に、結構な力があったらしくて、周りが色めき立ってね……。両親が東京に住んでいたこともあって、〝これはぜひ、京都の本家に連れて行って、さらに才能を伸ばそう〟と有無を言わさずに親元を離されて、本家があるこの京都に連れて来られたのよ』

　小春は切なさに、顔を歪ゆがませた。

『まぁ、言うほどひどいものではなくて、親しん戚せきの家に預けられた状態だったんだけどね。でも、小さかった私はそれが嫌で嫌で、親元に帰りたくて仕方なかったわ』

『それはそうだと思います』

『ありがとう、小春さんは優しいのね。それで幼かった私は、その時に自分の力を封じ込めちゃったみたいなのよね。これは無意識でやったことだったんだけど』

　由里子の過去を、小春は苦い気持ちで聞きながら相槌をうつ。

『安倍の本家の人たちはゆるいから、〝おやおや、こらあかん〟って、すぐに私を家に帰してくれたわ。けど、私の力は戻らないままだった。自分でも戻らなくていい、と思っていたしね。だけど親は残念に思っていて、力が戻るきっかけになれば、と私が中学校の時にこの京都に引っ越したくらいで』

　由里子はそう言って肩をすくめる。

　それで彼女の言葉は標準語なんだ、と小春は話を聞きながら納得した。

『そうして大学に進学して、親戚にも親にも期待されなくなった頃にね、ほんの少しだけ霊の姿とかが見えるようになってきたのよ。戸惑うと同時に、力が戻ってきていることを肌で感じて、嬉うれしい気持ちも否めなかった。そこで、ようやく〝自分自身は本当はどう思っているんだろう？〟って考えるようになったの。幼い頃は、両親と離されたショックが大きくて、陰陽稼業のすべてを否定していたんだけど、冷静になって考えてみれば、安倍の本家の人たちが素敵だったことに気付いたり。あとは、大学で弓道部に入ったことで、賀茂くんと知り合えて、憧あこがれたのもあって』

　その言葉に、小春は少しドキリとした。

　やはり由里子も、澪人に憧れを抱いていたようだ。

　一瞬、焦りのようなものが生まれるも、自分はすでにフラれているではないか、と苦笑した。

『そんな時なのよ、もふもふが私の前に現われたのは……』

『コウメちゃんが──』

『そう、もふもふ……ああ、神様のことをこんな風に言ったら駄目よね。コウメ様のお言葉をあなたに伝えたことがきっかけとなって、私はかつての力を取り戻せたのよ。そうしたらね、嬉しくて嬉しくて、なんだか、涙が止まらなくなって』

　話しながら、由里子の大きな目が赤くなっていく。

『それと同時に今まで停滞していたこととか、なんでもスムーズに上手うまくいくようになってきたのよ。本来の自分に戻るというのは、こんなにも良いことを呼ぶんだって気付けたわ。まぁ、そういうわけで、小春さん、本当にありがとうございました』

　深く頭を下げる由里子に、小春は勢いよく首を振った。

『そんな、私の方こそです。安倍さんが伝えてくれたお陰でどれだけ救われたか』

『……私のことは、下の名前で呼んで』

『は、はい』

『コウメ様にも、ぜひお礼をお伝えして』

『はい。ですが、コウメちゃんはきっと〝コウメ様〟なんて呼ばれたら、戸惑うと思いますよ』

　小春は、コウメの姿を思い浮かべて、ふふふと笑う。

『それは、あなたとコウメ様の縁の問題、あなたの世界では、の話でしょう？　私にとっては違うもの』

　強い目力でぴしゃりと言われて、小春は肩をビクッとさせながらも、確かにそういうものなのかもしれない、と頷いた。

『ああ、でも、私の世界ではやっぱり、〝コウメ〟というより〝もふもふ〟だから、〝もふもふ様〟と呼ぶようにするわ』

『……もふもふ様』

　小春は、はぁ、と頷く。

『それにしても、あなたが〝ミス研〟の部員だったなんて驚いたわ。私の投書は役に立ったかしら』

　そういえば、という様子で言う由里子に、小春は『えっ？』と目を見開く。

『前にミス研の目安箱に〝音楽堂に女性の霊がいる〟って投書したのよ。見えるくらいで私には何の力もないし、嫌な臭いはするしで気になってたから、試しに投書してみたわけ。気が付いたら霊がいなくなってたから……。あれは、あなたが除霊してくれたのよね？』

　あの投書は、由里子だったのか、と小春が目と口を大きく開いていると、

『うわー、驚いたなぁ。あの投書って、安倍先輩だったんだ』

　突然、男子の声が背中に届いた。

　振り返ると、三善朔也が驚いた様子ながらも、いつもの笑みを浮かべている。

　いつの間に、部室に入ってきていたのだろう？　と小春は目を丸くした。

『あら、高等部のチャラ男くん。あなたも部員なの？』

　一方の由里子は、動じることもなくそう返す。

　朔也の軽薄さは、由里子の耳にも届いていたようだ。

『や、安倍先輩、そのあだ名ひどくないっすか？』

『私のことは、下の名前で呼んでいいわよ。名字で呼ばれるのは苦手で』

『えっ、どうしてっすか？』

『ご先祖が立派すぎて、気後れするのよ』と由里子は苦笑した。

『へぇ、そんなもんなんすね。でも分かりました。これからは由里子センパイっすね。俺のこともチャラ男じゃなく朔也って呼んでください。そして音楽堂のあれを祓はらったのは俺でぇす』

　朔也はそう言って、敬礼のポーズを取り、にこっと笑う。

『そう、音楽堂の悪臭がなくなって良かったわ。ありがとう、朔也』

『いえいえ、どういたしましてですぅ。美人にお礼を言われるって超気持ちいいっす』

　調子の良い口調で手を振る朔也に、由里子は冷静な表情のまま頰を赤らめ、小春は『やっぱり』と勢いよく立ち上がる。

『あれを祓ったのは朔也くんだったんだ。でもあれは、除霊とは言えないよ。滅しただけでしょう？　ちゃんと成仏させてあげないと』

『いやいや、あんなねちっこいのはね、焼き払うのが一番だよ』

『そんなことないっ！』

　真っ赤になって言う小春を朔也は軽くあしらい、そんな二人を前に由里子はそっと口角を上げた。




　　　　＊　＊　＊




　──その日がきっかけとなって、今の状態がある。

　小春は部室でくつろぐ由里子と朔也に視線を移し、少し不思議な気持ちになりながらも、頰を緩ませる。

　由里子は、そうそう、という様子で内ポケットから、定期券入れを取り出した。

「あっ、由里子センパイ、おっどろいた。賀茂くんの写真持ってるんすね」

　朔也の言葉に、小春の鼓動が跳ねた。

　由里子は取り出した写真を手に、表情も変えずに、「ええ」と頷うなずく。

「賀茂くんのすべてが好みだったから、隙あらば写真を撮らせてもらっていたのよ」

「隠し撮りっすか？」

「まさか。『フォームを参考にしたいから』って言って撮らせてもらったのよ」

「由里子センパイ、意外とやりますね」

「褒められてるのかしら。そういえば、朔也はどうして先輩である彼のことを『賀茂くん』って、『くん』呼ばわりなの？」

　今さらだけど、と由里子は、ほんの少し眉まゆを顰ひそめる。

「あー、それは、ほら。男しかいない有名なアイドル事務所があるじゃないっすか。あの事務所、後輩は先輩に対して、『さん』呼びじゃなくて、『くん』呼びなんですよ。俺はそれを参考にして、自分と同じイケメン、かつ陰おん陽みよう師じとしても優秀な先輩である彼に敬意をこめて、『賀茂くん』と呼んでます」

　屈託ない笑顔で敬礼のポーズを取る朔也に、「あ、そういうこと」と、由里子はすぐに興味がなくなった様子で相あい槌づちをうち、小春に視線を移した。

「この写真はね、小春さんに渡そうと思って持ってきたの」

　そう言って由里子は、手にしている数枚の写真を差し出す。

　その写真には、すべて弓道着で弓を手にしている澪人の姿が写されていた。

「どうして私に？」

　小春はぽかんとして小首を傾げる。

「私はミーハーなファンってだけだもの。それなのに写真を持ってるって、なんだか申し訳ないと思って。小春さん、賀茂くんと付き合ってるのよね？」

　さらりと尋ねる彼女に、小春はギョッとして、激しく手を振る。

「い、いえ、そんな。滅相もございません！　私も澪人さんに憧あこがれている女子の一人で……」

　そう言い訳しながら、胸がチクリと痛んだ。

　かつて自分は澪人に、『ミーハーに憧れている女子の一人』と思われ、振られてしまったのだ。

　一時的に誤魔化す言葉だったとしても、偽りは良くない、と微かすかに首を振る。

「いえ、本当は憧れとは違うんですが……。私はとっくに……」

　俯うつむいて言葉を濁すと、

「──どういうこと？」

　由里子は、解せないとばかりに険しい表情で身を乗り出す。

　ここでは言い難い、と小春が目を伏せたその時、

「中庭に行きましょう。愛衣さんも一緒に。でも朔也は駄目よ、女子トークだから」

　由里子はそう言って、小春と愛衣の手をつかんで、部室を出た。





三






　──上賀茂。

　そこに澪人の祖父であり、吉乃の弟、賀茂吉よし雄おの屋敷があるが、今やそこは陰陽家である賀茂家の詰所となっている。

　そんな賀茂邸は今、緊張感に包まれていた。

　宴会を行う和室の大広間には、一族の重鎮たちがコの字になって座り、真剣な顔を突き合わせている。

　全員が男性で、そのほとんどが年配者だった。

　そんな中で、若者は澪人ただ一人。

　その次に若いとなると、この屋敷の管理もしている四十代の松まつ原ばらだ。

「──今年はどうやろ」

　上座に座る賀茂分家の頭領・吉雄は、羽織りに袴はかま姿すがたで、独り言のように零こぼし、大きく息を吐く。

　すると、皆も「うんうん」と頷き、ぼそぼそと口を開いた。

「本家からの通知はまだかいな。去年はこの時分やったで」

「しゃあないやろ。審神者さにわから本家、本家からうちら分家や」

「そうやで。ほんで今時、和紙を使った手紙を手渡しやで。時代はメールや。一括送信できるちゅうねん」

「メールも古いらしいで」

「ほんなら、なんや」

「めーるあぷり、やて」

「同じやん」

　向かい合って座る一族の皆は、揃って落ち着かない様子でもぞもぞと体を揺すり、気を紛らすように他愛もない話を続ける。

　澪人はそんな彼らを眺めながら、愉たのしげにお茶を口に運んだ。

「皆さん、そんな気を揉もまんと。今日、通知が来るのは確かなんやし、ゆっくり待ちまひょ」

　澪人は祖父と同じように、羽織りに袴はかまという正装だ。

「せやかて、澪人さん。通知が来るまで、酒も飲んだらあかんのやで」

「ほんまや。もうお茶に飽きたし」

　お膳ぜんの上の茶菓子を見下ろして、ぶーぶー言う彼らに、

「なんや、落ち着かんのは、そこですか？」と澪人は笑う。

　その時、廊下を勢いよく走る音が耳に届いた。

　皆が顔色を変え、大広間に緊張が走る。

　足音は部屋の前でぴたりと止まり、一拍置いたあと「失礼します」と襖ふすまが開いた。

　白い作さ務む衣え姿の若者が深く頭を下げ、いそいそと吉雄に折り畳まれた和紙を渡す。

　吉雄は真剣な表情で、それを受け取り、ゆっくりと開いた。

「今年も、この国の祈き禱とうと祈願を、うち──賀茂一族にも任せてくれるて」

　吉雄の言葉に、皆は瞬時に安あん堵どの表情を浮かべる。

「良かった。ほんまに良かった、こりゃ祝いや」

「毎度試験にパスした気分やな」

「酒や、酒」

「せやけど、今年、富士山に行くのは誰や。若い者やないと、しんどいで」

　誰かが上げた言葉に、澪人に視線が集まる。

「僕は去年も一昨年おととしも行ったし、今年は伊い勢せがええです」

　澪人はしれっと言い、手をかざした。

「わしかて、伊勢がええし」

　すぐに宴会ムードになる中、

「ちょい待ち。続きがあるみたいや」

　さらに和紙を開いていく吉雄に、皆は動きを止める。

　吉雄は手紙の内容を確認するなり、眉まゆ根ねを寄せた。

「……え、えらいことやで」

　そう洩もらすなり、皆が身を乗り出す。

「なんやねん、吉雄さん」

「どないしたんや」

　そんな彼らを手で制して、吉雄は澪人を見た。

「澪人、立ちなさい」

「はい」と澪人は立ち上がる。

「大変な名誉や。分家からは初のことやで」

　澪人は何も言わずに次の言葉を待ち、吉雄は息を吸い込んだ。

「審神者に、選ばれたんや」

「──えっ？」

　祖父の言葉に澪人は大きく目を見開いて立ち尽くす。

　次の瞬間、大広間に、ドッと皆の歓声が上がった。

「吉雄さん、そらほんまですか」

「ついに分家から、審神者が！」

「さすが、澪人さんや！」

　皆が嚙かみしめるように喜ぶ中、吉雄は上座を出て澪人の前に座り、深く頭を下げた。

「──おめでとうございます」

　澪人はすぐにその場に正座し、同じように頭を下げる。

「おおきに、ありがとうございます」

「これから、この席に座るのは、わたしやのうて澪人やな」

　祖父に上座に促され、澪人は恐縮している様子ながらも、しきたりであることから会釈を返し、ゆっくりと腰を下ろす。

「こんなめでたいことがあるやろか。祝いの盃さかずきや」

　目の端に涙を光らせながら嬉うれしそうに言う吉雄から、澪人は微笑んで盃を受け取る。

　だが、皆とは裏腹に、澪人の心には、不穏なものが広がっていた。

　突然、新たな審神者を選出するということは、それだけ人手不足なのだ。

　それは、すなわち、今後、良からぬことが起こると想定してのことだろう。

　──何かが、起こる。

　そう思ったが、今はそのことに触れるのはやめておこう、と澪人は口を噤つぐみ、ゆっくりと盃を傾けた。

「澪人さん、今日は夜通し宴会やで」

「まだ昼のうちからそんな。夜通しなんて、絶対無理やて。皆さん、いつも夕方には眠りこけはるくせに」と澪人は笑う。

「いーや、今日こそは夜通しや。付き合うてや」

「かんにん。今日の夜は、行かなあかんとこがありまして」

「なんや、デートか。女やろ」

「デートではありませんが……はい、女性に会いに行きます」

　澪人はそう言って、にこりと微笑んだ。





四






「──そうだったの、賀茂くんに一度断られていたのね」

　由里子は、信じられない、という様子で息をつく。

　小春と由里子と愛衣の三人は、小春を中心に、中庭のベンチに並んで座っている。

　小春は二人に挟まれた状態で、ぽつりぽつり、とバレンタインの夜にとっくに澪人にフラれてしまっていたことを伝えた。

　由里子は沈痛の面持ちで相あい槌づちをうち、愛衣も切なそうな顔をしながら、言い難にくそうに口を開いた。

「実は私、うすうす気付いていたんだ。小春、急に澪人さんの話をしなくなったし、私が澪人さんの話をすると、つらそうにしてたから……」

　静かに告げた愛衣に、小春の目頭が熱くなった。

　気付きながらも、それに対して追及をせずに、そっとしておいてくれた愛衣の思いやりと優しさが嬉しく胸に染みる。

「信じられない。私は本当に賀茂くんと小春さんが付き合っていると思っていたのよ」

「どうして、そう思ったんですか？」

　そう尋ねたのは、小春ではなく、愛衣だった。

「賀茂くんは、決して自分から他人に近付こうとしない人だったから。それが小春さんにだけは違っていたようだし、ついに彼女ができたんだって、思ってた。賀茂くんファンとしては複雑な気持ちだったけど、『良かったね』とも思ってたというか」

「由里子さんは、ファンとかではなくて、澪人さんのことを本当は好きなんじゃないですか？」

　小春がそっと尋ねると、由里子は苦笑する。

「……少し前まではね。賀茂くんの外見がすごく好みだし、あの通り優しくて、紳士的で素敵な人でしょう？　私も恋心に似たものを抱いていたの。でも、ある出来事から、そうではないって気付いて……」

「その出来事って？」

「家を通して、賀茂くんとのお見合いの話がきたのよ。その話を耳にした時は、胸が躍ったんだけど、どうやら彼の寿命が短いらしいことと、純粋に子孫を遺のこしたいが故の見合いであって、それを了承してくれる人を募ってるって聞いて……」

　小春は、ああ、と洩らした。

　かつての澪人は、因果によって二十歳まで生きられないと言われていた──それは、若わか宮みやの計らいにより救われるのだが──その当時、澪人は自らの生を諦あきらめていた。

　だが、せめて自分の子孫を遺したいと、家に頼んで見合いをしていたそうだ。

　そのことは、小春も知っている。

　その見合いの話が由里子の許もとまでいっていたことは驚きだったが、同世代の陰陽家系ということで、あり得ることなのだろう。

　一方の愛衣は、澪人が抱えていた因果等のことは（ざっくりだが）知っていたものの、見合い云うん々ぬんに関しては初耳であり、心底驚いた様子を見せていた。

「えっ、それで産んだ子は一人で育てろって話なんですか？」

　信じられない、と詰め寄る愛衣に、由里子は目を伏せた。

「生まれる子どもは、できれば賀茂家で引き取りたいって話だったわ。どうしても自分で育てたい場合は、無理にとは言わない。その時は十分な養育費をしっかり支払うという話でね、そういう話を聞いていて、『絶対に無理だ』と思ったのよね。長く生きられない賀茂くんが、自分の子孫を遺したいという気持ちは分からないでもないんだけど、……だとしても、ってね」

　そう話す由里子に、愛衣は強く相槌をうった。

「それは私も『無理だ』と感じると思います」

「でしょう？　それから彼への恋心がなくなって、憧あこがれの友人になったんだけど」

「それにしても、そんなの了承する人なんていたんですか？」と愛衣が首を捻ひねる。

「賀茂くんはあの通り容姿端麗で優秀な人でしょう？　そんな人の子どもを産みたいと思った人は想像していたよりも結構いたみたい。だけど、賀茂くんは結局、誰とも会ってないようだけど」

「えっ？　澪人さん、結局、お見合いしてないんですか？」

　小春は驚きの声を上げる。

「ええ。その話を聞いた時、『募っておいてどうして？』と思ったんだけど、小春さんのことばかり見ているから、『ああ、彼女ができたんだ』って思って、少しホッともしたのよね」

　でも、違ったんだ、と由里子は独り言のようにつぶやき、小春の顔を覗のぞいた。

「ねぇ、小春さん、もし、あなたにそのお見合いの話が来たらどうしてた？」

「──えっ？」

　由里子の目は真剣であり、小春は言葉を詰まらせる。

　自分だったら、どうしただろうか？

　もし、余命いくばくもない澪人から、ひと時妻となり、自分の子を産んでほしい、と頼まれたら……。

「私は……」

　小春が口を開きかけた時、由里子は慌てたように手をかざした。

「……なんて。そんなこと答えられないわよね、ごめんなさい」

　小春は「いえ」と小さく首を振る。

　今、ほぼ無意識に口を開いていた。

　自分は、なんと答えようとしたのだろうか？

　小春が俯うつむきかけたその時、ごーん、と鐘の音が響いた。

　顔を上げると、茜あかね色いろの空が広がっているのが見える。

　緑豊かな中庭にそびえ立つ中央塔と、夕焼け空が眩まぶしい。

　その美しさに、三人は目を細める。

「──素敵」

　と、零こぼした小春に、愛衣と由里子が「うん」と頷うなずく。

　三人はベンチに腰を下ろした状態で、少しの間空を眺めていた。

「それじゃあ、そろそろ、帰る準備をしましょうか」

　ややあって徐おもむろに立ち上がる由里子に、

「そうですね」

　小春と愛衣はそそくさと立ち上がり、うん、と体を伸ばす。

　そうして、再び塔の中にある部室へと戻っていった。
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　部活を終えた小春が帰路、祇園に着く頃には陽も暮れていた。

　八や坂さか神社がライトアップされていて朱色が鮮やかに映えている。

　四し条じよう通は今日も賑にぎやかで、お祭りのようだ。

　とはいえ、桜の時季を終えて、人出は少し落ち着いたかもしれない。

「今日はいつもより遅くなったなぁ」

　お腹がすいた、と時計に目を向ける。

　七時を過ぎていた。

　早く帰ろう、と足早に歩く。

　辰たつ巳み稲荷いなりに会釈をして、家へと急ぐ。

『さくら庵』の店先が見えたが、もうすでに暖簾のれんはしまわれているため、店の裏側にまわって、玄関から家の中に入った。

「ただいまー」

　玄関はとても小さい。

　靴が三足並ぶとスペースがなくなるため、各々すぐに靴棚に入れるようにしていた。

　ギシギシと音が鳴る、木製の急な階段を上る。

　いつもは階段を上りきると、襖ふすまが開いていて、居間の明かりが廊下にも漏れているのだが、今日はぴっちりと閉じていた。

　しかも居間の明かりがついていないようだ。

「…………？」

　不思議に思いながら襖を開けると、やはり居間は真っ暗だ。

　だが、人の気配はしている。

「どうして暗くしているの？」

　小春が小声で尋ねたその時、パッと照明がつき、

「ハッピーバースデー、小春」

　そんな声とともに、クラッカーの音が響いた。

「……わ、びっくりしたぁ」

　小春は呆ぼう然ぜんと目を見開く。

　そう、四月十三日の今日。

　すっかり忘れていたが、自分の誕生日だった、と小春は胸に手を当てる。

　居間にはクラッカーを手にしたままの吉乃と宗次朗。

　そして、澪人の姿までもあり、

「れ、澪人さんまで」

　今度は、別の驚きに声が上ずる。

「吉乃さんに招待されまして……図ずう々ずうしくかんにん。小春ちゃん、誕生日おめでとう」

　優しく微笑んでピンクの薔ば薇らの花束を差し出す澪人に、きゅんと胸が詰まる。

「あ、ありがとうございます。誕生日なんて、すっかり忘れていたのにこうして祝ってもらえるなんて。花束をもらうなんて初めてです。ピンクの薔薇、とっても綺き麗れい。いい香り……」

　小春は花束を優しく抱きしめた後、「あっ」と顔を上げた。

「だから、お祖母ばあちゃん、今朝、食べたいものを聞いていたんだ」

　ようやく気付いた小春に、「そやで」と、吉乃はいたずらっぽく笑う。

「そやけど、誕生日っぽい料理が思いつかんと、結局すき焼きやで。鶏の足でも焼いた方が良かったやろか」と、吉乃は、頰に手を当てる。

　ちゃぶ台の上には、鉄てつ鍋なべに美味おいしそうな牛肉、そして野菜が並んでいた。

「今さら何言うんだよ」

　宗次朗は呆あきれたように肩をすくめ、小春は「ううん」と首を振った。

「すき焼き大好き。嬉うれしい、ありがとう、お祖母ちゃん」

「おおきに。喜んでもらえて嬉しいわ」

「それじゃあ、小春。着替えてこいよ、こっちは下準備してるから」

「そやね、花も花瓶に生けといたげるし」

　と、吉乃は小春の手から、薔薇の花を受け取った。

「うん、ありがとう！」

　小春は急ぎ足で、部屋へと駆けこむ。

「どうしよう、嬉しい」

　吉乃と宗次朗が自分の誕生日を覚えていてくれて、祝ってくれた。

　わざわざ、澪人がお祝いに来てくれた。

　嬉しくて幸せで、胸が熱くなる。

　いそいそと可愛めの私服に着替えて、再び居間に顔を出すと、

「おっ、戻ったな」

　冷蔵庫の前にいた宗次朗が振り返った。

「小春、座り、乾杯や」

　そう言う吉乃に、小春は「はい」と頷いて腰を下ろす。

「小春は何飲むんだ？」

「オレンジジュースで」

「了解。澪人はもう二十歳だから飲めるんだろ？」

　宗次朗は冷蔵庫から瓶ビールを取り出して、澪人を見る。

「ええ、おおきに。呼ばれます」

　微笑んで頷く彼に、『澪人さん、成人していたんだ』と小春は少し驚いた。

　それはそうだろう。

　出会った去年の春に、十九だと言ってたのだから、二十歳になっているのは当然だ。

　誕生日はいつだったのだろう？

　ぼんやりそんなことを思っている間に、皆のコップにビールとジュースが注がれていき、

「ほんなら、小春。誕生日おめでとう」

　そう言う吉乃に続き、

「乾杯」と宗次朗が声を上げた。

　皆でそろって、「乾杯」とグラスを掲げ、小春はよく冷えたオレンジジュースをごくりと飲んだ。

「あー、美味しい。本当にありがとう、びっくりした」

　小春はコップを置いて、胸に手を当てる。

「さぷらいず、成功やな」

　吉乃がいたずらっぽく笑ってそう言うと、宗次朗がぷっと噴き出した。

「サプライズって、すんなり言えないのに、ばーさんが無理して使うなよ」

「ばーさん、言わんときよし」

「にしても、チビだった小春がもう十七か。なんだか信じられねぇな。宗次朗様、宗次朗様、と俺の後を必死で追っていた、あの小春が……」

「宗次朗さん、過去をねつ造するのはやめて」

　そう話す皆に、澪人は愉たのしくてたまらないというように、くっくと笑う。

「ほんまに、ここは相変わらずやね」

「おう、いつでも、戻って来いよ」

　すかさずそう言う宗次朗に、小春の鼓動がばくんと跳ねた。澪人は「おおきに」とだけ言い、笑みを返す。

「そや、小春、あんたの両親からもプレゼント届いてたで。後で電話しときや」

　小春は我に返って「あ、うん」と頷うなずく。

　思えば去年の今頃は、まだ東京にいたのだ。

　まだ、部屋に引き籠こもっていた頃だろうか。

　去年の誕生日は、おそらく何もしていない。

　──ああ、そうだ。

　吉乃は、誕生日だからと電話をかけてきてくれたのだ。

『誕生日おめでとう』と。

　それは、毎年恒例のことだった。

　その時に、『小春、うちのお店を手伝ってくれへん？』と言ってくれて、京都行きを決意した。

　そう思えば、誕生日は、自分が生まれ変わった日でもあるのかもしれない。

　そうして一年が経ち、こうして京都で誕生日を祝っているなんて……。

　小春は、嬉しさと不思議な縁の力を嚙かみしめながら、すき焼きの肉を口に運ぶ。

「──美味しいっ」

「ほんまやね」

「ちょっと、奮発しただろ、ばーさん」

「そやから、ばーさん、言わんときよし。当たり前やで、お祝いなんやし」

　吉乃はそこまで言い、「そやそや」と澪人に視線を移した。

「澪人ちゃんもおめでとうやね。さっき聞いたんやけど、賀茂家は大変な騒ぎやな。今日、ここにいてええんか？」

「大丈夫です。上賀茂の広間では、皆酔いつぶれて海岸のトドみたいに寝転がってはりますし」

「年寄りが酔い潰つぶれて転がってる姿なんて、あんまり見たくねーな」

　そう言って笑い合う三人に、小春はぱちりと瞬いた。

「お祝いって？」

「澪人ちゃんが、『審神者さにわ』って、お役目に選ばれたんや」と吉乃が答える。

「審神者……」

『審神者』のことは、以前朔也から聞いたことがあった。

　元々、神託を下ろす人であり、また巫女みこなどが下した神託が、本当に良い神からのものなのか審査する役目の人。

　また、今陰おん陽みよう師じ業界においては、どこの家に力のある人がいるかを審査する役割を担っているという話だ。

　だが、分からないことの方が多い。

「『審神者』に選ばれるって、すごいことなんですか？」

「んー、学徳学園でいうところの『特進クラス』やね」

　簡単に答える澪人に、吉乃はプッと笑う。

「もっとすごいことやで。賀茂家や安倍家、三善家もそうやし、様々な家の陰陽師・祈き禱とう師・除霊師の中から、強い力を持つ者が選ばれるんや」

「あと、力が強いだけでは駄目らしい。『公平なジャッジができる人間』と判断された者が、『審神者』に選ばれるんだってよ」と、宗次朗が続ける。

「そうやね。審神者が、自分の家が有利になるような審判をくだしていったら、意味がなくなりますし」

　そう話す澪人に、小春は、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

　力があり公平なジャッジができる。

　──『審神者』のことはよく分からないが、それを聞くと、まさに澪人は適任だと感じた。

「おめでとうございます、澪人さん」

　澪人を見て頭を下げると、彼の頰がほんのりと赤くなり、

「おおきに。そやけど、ただの人手不足なんやと思います」

　目をそらすように言って、ビールを口に運んだ。

「人手不足？」

「いえ、なんでもあらへん。小春ちゃんも、二年生やね」

　澪人はするりと話題を変えた。

　皆で和気藹あい々あいとすき焼きを平らげ、食後に宗次朗が作ったケーキがテーブルの上に置かれた。

「俺はあくまで和菓子職人だから、和風ケーキで悪いな」

　スポンジ部分は抹茶であり、上部に生クリーム、そして苺いちごが添えられている。

　ちゃんとチョコレートプレートには、『Happy Birthday』の文字。

「わあ、美味おいしそう」

「よし、食おうぜ」

　宗次朗はケーキナイフを使って、素早く綺き麗れいに切り分けていく。

「いただきます」

　ケーキにフォークを刺すと同時に抹茶の薫りが立ち上がる。

　濃厚な抹茶のスポンジは、まるでチーズケーキのようにしっとりとした食感であり、なめらかで上品な生クリームと、瑞みず々みずしい苺がよく合っている。

「──美味しいっ」

　小春は目を瞑つぶり、震えるように拳こぶしを握る。

「甘すぎんでええな」

「ほんまやね。抹茶の味をここまで再現できるてすごいことやと思います」

　美味しい美味しい、と目を細める皆を前に、宗次朗は満足そうに頷き、

「あっ、しまった、ロウソクも用意してたんだ」

　今思い出したように、『⑰』という文字の入ったロウソクを一本取り出した。

「もう食べちゃってるし、ロウソクはいいよ」

　ケーキを食べながら口に手を当てて言う小春に、「いやいや」と宗次朗は首を振った。

「まだ半分は切ってねぇし、せっかく可愛いロウソク用意したんだからよ」

　と、ケーキのまだ手付かずの部分にロウソクを一本挿して、火を灯ともす。

「えっ、本当にやるの？」

「ええやん。せっかくやし」と、吉乃が照明を落とした。

「まぁ、歌うのは面倒くせぇから、はしょるけど」

「歌ったらええやん、元アイドル志望やろ」

「おい、だから、隙あらば黒歴史を持ち出すのをやめろよ」

　相変わらずな親子のやりとりに澪人はくすりと笑って、小春を見た。

「小春ちゃん」

「はい」

「かつて寿命が短いと思っていた僕やから思うんやけど、こうして齢よわいを重ねられるて、ほんまに奇跡的なことやと思います。あらためて、お誕生日おめでとう」

　優しく告げる澪人に嬉うれしさと切なさが入り交じり、胸が詰まる。

「ありがとうございます」

「ほら、ロウソクを吹き」

「うん」

　ふっ、とロウソクの火を消すと、居間が真っ暗になった。

「ほな、電気をつけな」

　吉乃が立ち上がりかけた時、りん、と鈴の音が響いた。

「？」

　皆はきょとんとして、顔を上げる。

　再び、りん、と鈴の音が鳴ったかと思うと、真っ暗な中にぼんやりとした明かりが浮かぶ。

　居間に小さな旋風ができたかと思うと、真っ白くて丸い柴しば犬いぬのような狐が現われた。

　サクラソウの花束を両手いっぱいに持って、尾を振っている。

「──コウメちゃん！」

　小春は、きゃあ、と声を上げて、コウメを抱き締める。

「おおっ、もふもふ、可愛すぎだろ」

「ほんまやで。わんこみたいや」

　宗次朗と吉乃が拳を握り締め、そんな皆を、澪人は微笑ましそうに見守っている。

　すっ、と花束を差し出すコウメに、

「ありがとう、コウメちゃん。サクラソウ、可愛い」

　ふと、以前、後輩とサクラソウの話をしていたことを小春は思い出した。

　もしかしたら、コウメはこっそり自分たちの会話を聞いていたのかもしれない。

　小春は、コウメがこっそり自分たちを窺うかがっている姿を想像し、ふふふ、と頰を緩ませる。

　そんな小春を前に嬉しそうに尾を振っていたコウメだが、急に真顔になり深くお辞儀をした。

「どうしたの？　コウメちゃん」

　次の瞬間、気配を感じて、小春は動きを止めた。

「────っ」

　宗次朗も吉乃も澪人も、思わず姿勢を正す。

　すぐ近くに、『向こうの世界』を感じる。

　ゆっくりと『入口』が開かれていく。

　とても大きなエネルギーに、全身に鳥肌が立つ気がした。

　だが、それは、決して悪寒ではない。

　まるで、この小さな部屋に、目には見えない泉ができて、そこから巨大な龍りゆうの頭が現われたような感覚だ。

　大いなる自然を前にしたような恐怖と畏い怖ふ。

　同時に、心地よさを覚える。

　小春にとって、どこか懐かしい感覚だった。

　しかし、そんな風に心地よさを覚えているのは小春だけのようで、吉乃や宗次朗、そして澪人は呼吸をも止める勢いで部屋の中心を見守っている。

　先ほどのように、りん、と鈴の音が鳴る。

　皆が息を吞のむ中、もしかして、と小春は大きく目を見開く。

　ふわり、ふわり、と部屋の空気が、螺ら旋せんを描いていく。

　そうして、渦の中から、『彼』は現われた。

　水干を纏まとった幼い少年の姿をしている。

　暗がりの中、その姿は蛍のようにぼんやりと光っていた。

『小春さん』

　彼は────、

「若宮くんっ！」

　身を乗り出した小春に、若宮は、にこり、と微笑む。

『今宵はあなたの誕生日。お祝いを伝えたくてきました』

　若宮は変わらず、愛らしいままの姿だった。

　だが、以前よりも神々しさが増した気がする。

　天に還かえって、力を増したのかもしれない、と若宮を前に、小春はしみじみと思う。

　そう、若宮に会うのは、小春にとっては節分以来のことだ。

　たった二か月。

　それでも、とても長く時間が経ったように感じる。

　彼が吉よし田だ神社大だい元げん宮ぐうから天に還ってしまった後、小春の身には様々なことがあった。

　若宮を前に、一気にそのことが蘇よみがえる気がした。

　そう、どれだけ、若宮が側にいてくれたらと思ったことだろうか。

「若宮くん、若宮くん、会いたかった」

　小春はたまらずに、膝ひざをついて若宮を強く抱きしめる。

『お久しぶりですね、小春さん』

　若宮もとても嬉しそうに、小春にギュッと抱き着いた。

『僕も会いたかったです』

　若宮はそっと、小春の額に自分の額を合わせる。

　その横で、コウメが見守るように寄り添っていた。

　その様子を一歩離れたところで見ていた宗次朗は、はーっ、と息をついた。

「いや、しかし信じられねぇ光景だな。チビ龍は相変わらず可愛い外見だけど、前とは段違いのエネルギーだし。……普通このレベルの神様は、こんなところに降臨しないだろ」

「ほんまやで。小春は本当にすごい」

　吉乃は瞬きもせずに、小春と若宮を見守り、何度も頷うなずく。

「なぁ、澪人」

　お前もそう思うだろ、と宗次朗は澪人の方を見て、眉まゆ根ねを寄せた。

「──澪人、お前、なんて顔してるんだよ？」

　その言葉に、澪人は我に返ったように、口に手を当てる。

「……どないな顔もしてまへん」

「え、そうか？　氷の国の住民みたいな顔してたけど？」

　顔を覗のぞく宗次朗に、

「そんな国ありまへんし」と、澪人は顔を背けた。

「いや、ないけどよ」

　二人のやり取りを横目で見て、吉乃は肩をすくめる。

　そんな中、若宮は額を離し、小春の頰を包むように両手で触れた。

『あらためて、お誕生日おめでとうございます、小春さん』

「ありがとう、若宮くん」

　小春も、若宮の頰を両手で挟むように触れる。

　若宮は、ふふふ、と微笑み、じっ、と目の中を覗のぞいた。

『いくつもの迷いの森を抜けられたようですね』

「うん」

『とても、がんばられましたね、小春さん』

「……若宮くん」

　目頭が熱くなる。

　こうして、若宮に褒めてもらえることが、とても嬉うれしい。

　若宮に会いたかったのは、助けてもらいたかったわけじゃない。

　こうして、自分を見てもらい、分かってもらいたかった。

　一言で良いから労ねぎらいの言葉が欲しかったのだ。

『ですが、あともう少し』

「えっ？」

『今、あなたが直面している迷いの森はもう少しだけ続いております。どうか自分の心に正直でいてくださいね。自分が自分で或あること。それは、道を照らす光となるのです。自分が本来の自分に戻った時、暗闇がなくなり、これまでが噓だったかのように、進むべき道が見えてくるものです。そして、それに対して森羅万象の応援が入るものです。それは、あなたも経験したことがあるでしょう？』

「……はい」

　そう、東京に行って、両親に会い、自分をさらけ出した上で、素直になれた時。

　自分が進むべき道が見えてきて、スムーズに京都の高校に進学できたのだ。

　目に涙を滲にじませながら頷く小春を前に、若宮は大きく頷いて、そのまま宗次朗の方を向いた。

『宗次朗さん、お久しぶりです。以前は手伝ってくださりありがとうございました』

　宗次朗は、いえ、と首を振り、

「こちらこそ、あの時はこの坊ぼんを助けてくれてありがとうございました」

　澪人の頭をつかんで、下げさせる。

　若宮は扇で口くち許もとを隠し、ふふっ、と笑った。

『やはり、あなたは特別ですね』

「特別？」

『時が来たら、またお手伝いをしてもらうことがあるでしょう。その時はどうぞよろしくお願いいたします』

　若宮は扇で顔を覆ったまま、頭を下げる。

「手伝いって、どんな？」

　露骨に嫌そうな顔をする宗次朗に、若宮は頰を緩ませる。

『その時になればわかるでしょう。──そして、澪人さん』

　澪人は、肩をピクリと震わせて、顔を上げた。

『……早く、氷の国から出てくださいね』

「なっ」

　澪人が大きく目を開いた瞬間、

『それでは、団だん欒らんの時に失礼いたしました。どうか、良い夜を』

　若宮とコウメは深く頭を下げ、ふっ、と、その姿を消した。

　小春は、「あー」と残念そうに手を伸ばした。

「いつも、アッという間にいなくなっちゃうんだから」

「くっそ、俺も、もふもふをもふりたかったのに」

　宗次朗も残念そうに拳こぶしを握った。

「私も、コウメちゃんと若宮くんにもケーキ食べてもらいたかったな」

「食べられるのかよ？」

「あ、そっか」

　小春と宗次朗が笑い合う中、澪人が照明をつけて、再び居間は明るくなった。





六






「──ほんなら、僕は帰ります」

　ケーキを食べた後、澪人は宗次朗と共に酒を酌くみ交わしたため、おぼつかない足取りで立ち上がり、階段を降りていく。

「おい、澪人、大丈夫かよ。泊って行ったらどうだ？」

「本当ですよ、澪人さん」

　今にも階段から転げ落ちるのではと、宗次朗と小春は心配しながら後を追うも、

「大丈夫です、ほんまに」

　と、澪人は手をかざした。

　頰は赤く、足腰に力が入っておらず、とても『大丈夫』には見えない。

「大体、もうバスも地下鉄もないんじゃねーの？」

「いざとなれば、タクシーもありますし……」

　そう言って澪人は玄関に向かおうとするも、柱に額をぶつけた。

「れ、澪人さん」

「痛っ」

　額を押さえてしゃがみこむ澪人に、宗次朗は『駄目だこりゃ』と肩を下げる。

「小春、こいつの布団を用意してやってくれ」

「あ、はい」

　小春は急ぎ足で、再び階段を駆け上がる。

「いえ、小春ちゃん、ほんまに大丈夫やし」

　澪人は慌てたように声を上げるも、すぐに「気持ち悪……」と口に手を当てる。

「あほか、お前は。少し風に当たれよ」

　そう言って宗次朗は、縁側の雨戸を開けた。

　店の裏手の小さな庭に、月明かりが差し込んでいるのが見えて、澪人はそっと目を細める。

「なんや、少し前のことなのに、ここで素す引びきをしてたのが懐かしいです」

　澪人は息をついて、縁側に腰を下ろした。

「そうだな。で、お前は今も、素引きをしたい気持ちなんだろ？」

「…………」

「澪人は心が乱れたら、弓を手にする癖があるよな。ケーキ食べたあとも、俺に付き合ったとはいえ、あんなに慣れない酒をぐいぐい飲んだりして……。思えば、お前も随分と分かりやすい男になったよな」

　くっく、と笑う宗次朗に、澪人は目をそらした。

「僕は分かりやすい男ですか？」

「まあな」

「そやけど、僕は自分が分からないんです」

　澪人は伏し目がちにつぶやいて、深い息を吐く。

　何も言わずに腰を下ろした宗次朗の横で、澪人は話を続けた。

「……今日は、ほんま間違いやった」

「間違い？」

「いくら吉乃さんに誘ってもろたとしても、ほんまは僕は来るべきやない。小春ちゃんを傷付けたし、そんな資格はないて思うてました。そやけど、小春ちゃんの誕生日やて聞いたら、どうしても一言だけでもお祝いを言いたいて気持ちになって……」

　澪人は額に手を当てて、髪をつかむ。

「いや、分かりやすいだろ。祝いを言いたいから来たんだろ」

「それはそうやけど。……最近、自分の内側が分からへん」

「氷の国にいるからじゃないのか？」

　すかさずそう言った宗次朗に、澪人は思わず吹き出した。

「ほんまやね。きっと、氷の国にいるんやと思います。その氷が厚すぎるんやろか、自分のほんまの気持ちが見えまへん」

『……早く、氷の国から出てくださいね』

　そう言った若宮の言葉を思い返し、澪人は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

「ああ、そうだ。ちょっと、待ってろよ、澪人」

　宗次朗は二階に上がっていったかと思うと、すぐに戻ってきた。

　手には、花を模かたどった飴あめ細工があり、澪人は「へぇ」と洩もらす。

「紫桔ぎ梗きようの飴細工──綺き麗れいやね」

「ああ。今、桜さくら餅もちの後、ミニあゆの前に出すお菓子を色々と考えているところなんだ。これは有アル平ヘイ糖とうで作った花だな。これ、お前にやるよ」

「えっ？」

「試作品だけどな。前は、お前のイメージは、芥子けしとか、そういう類たぐいの毒花だと思っていたけど、今のお前の話を聞いて、この花だって感じたんだ」

　宗次朗はビニールにラッピングされた紫桔梗の飴細工を差し出した。

「僕が紫桔梗ですか？　ほんでその前が、芥子って」と澪人は笑う。

「ああ。小春は、お前のことを梅花だって言ってるけどな」

　どちらも美しい花で光栄やね、と澪人は笑い、

「ほんまにおおきに。そやけど、食べるのがもったいない美しさやね」

　精巧な飴細工を見詰めながら、しみじみと言う。

「……まだまだだよ」

「えっ？」

　滅多に聞かない宗次朗の謙けん遜そんに、澪人は空耳ではないかと聞き返す。

　宗次朗は、ふぅ、と息をついて、ポケットからスマホを取り出した。

「これ、浅草で撮ったものなんだ。向こうの飴細工だ」

　そう言って、画像を澪人に見せた。

　そこには、金魚や花、風鈴といった精巧な飴細工の画像が並んでいる。

　澪人は「はぁあ」と感心の息をつく。

「こら、ほんまにすごい。まるで芸術品やね」

「お前はこれを見てどう思う？」

「そやから、これはもうお菓子の域を超して、芸術品のようやて思います。ほんまに綺麗や。もったいなくて食べられへんわ」

　澪人は画像を観たまま、ふふふ、と笑った。

「──俺は、それを見た時、胸が騒いで仕方なかった。めちゃくちゃ悔しかったんだ」

　宗次朗は腕を組み、静かに告げた。

　その言葉の熱から、彼が心底から悔しかったことが伝わってきて、澪人はそっと相あい槌づちをうつ。

「そら、宗次朗さんは職人やし。同業者の仕事ぶりに胸が騒ぐんやろうね」

「そうだな。これを見て、すげぇと思ったと同時に、『俺だってやれる。もっと良いものを作りたい』って、気持ちにさせられたんだ」

「そやね」

「ってことは、こんな風に『胸を騒がせるもの』には本心が隠されてるってことだよ。お前はこの飴を見ても胸は騒がないけど、俺は悔しくていてもたってもいられないくらいになった」

「ええ」

「そして、お前は、小春と仲良くする龍りゆう神じんに胸を騒がせるけど、俺はそうじゃない」

　そう言って横目を見せる宗次朗に、

「────っ」

　澪人は目を見開き、動きを止めた。

「僕はそんなんやなくて……」

「なんだよ？」

　澪人が何か言おうと口を開きかけ、微かすかに首を振る。

「いえ、なんでもあらへん」

「そうそう、とりあえず自分に噓をつくような否定はするな」

　宗次朗は、ぽんっ、と澪人の頭に手を載せた。

「…………」

　澪人は、ばつが悪そうにほんの少し口を尖とがらせる。

「澪人のそんな顔を見られる日がくるとはな」

　宗次朗はくっくと笑い、

「お前は、小春や杏奈には、まっとうなこと言って導くわりに、自分のこととなるとからっきしだな」と続ける。

　澪人は大きく息をついた。

「ほんまやね。自分でもそう思います。僕は知識だけの頭でっかちやし……」

「自覚はあったんだな」

　宗次朗がまた笑っていると、階段から足音が聞こえてきて、小春がひょっこりと顔を出した。

「澪人さん、大丈夫ですか？　お布団の用意もできましたし、お水を持ってきました」

　そう言って小春が水を差し出すと、「おおきに」と澪人はコップを受け取り、ごくりと飲み干した。

「ほんで、布団まで用意してくれて、ほんまにおおきに。そやけど、今夜は帰ります」

　澪人はそう言って、コップを小春に返した。

「ったく、頑固だな」

　めんどくせぇ奴、と宗次朗は肩をすくめるも、澪人は首を振る。

「これは、ほんまに自分の心に正直なんです。これ以上ここにいるのは、苦しい」

「苦しい？」

　戸惑う小春に、

「かんにん、なんでもあらへん」

　と、澪人は笑みを返す。

「今夜は月を眺めながら、鴨かも川がわ沿いを歩いて帰ろ思います。少し頭を冷やしたいし」

「……まぁ、それもいいかもな」

　うん、と頷うなずく宗次朗に、小春は何もかもが分からず首を傾げる。

　そして澪人の手にある飴細工に「わあ」と目を輝かせた。

「花の飴細工、なんて綺麗」

「おう、いいだろ。試作品をやったんだ」

「紫桔梗……これからの花だものね。部員に花言葉に詳しい子がいてね、桔梗って、『誠実』『気品』『永遠の愛』なんだって。素敵だよねぇ」

　飴細工に目を向けながら、うっとりと目を細める小春に、

「────っ」

　澪人は絶句して、口に手を当てた。

「澪人さん、すごく顔が赤い。まだお酒が残ってるんじゃないですか？　もう少し休んでいかれた方が……」

「いえ、ほんまにおいとまします。今夜はおおきに」

　澪人は逃げるように靴を履き、玄関の扉を開けて、外に出る。

　小春は慌ててその後を追って、外に出た。

「澪人さん」

　その背中に声を掛けると、澪人は足を止めて振り返った。

　月明かりの下、その姿がさらに美しく見える。

「今日は、ありがとうございました。お祝いしてもらえて嬉うれしかったです」

　小春が頭を下げると、澪人は微かに首を振る。

「こちらこそ、あなたの誕生日を祝えて嬉しかったです」

「えっ？」

　その言葉を、以前にも聞いたことがある気がする。




　──あなたの生まれた日を祝えて、とても嬉しいです。




　柔らかく微笑み、ゆっくりと伸ばした手が、この頰に触れた。

　指先が輪郭をなぞったかと思うと、その手はするりと落ちていく。

「澪人さん、あのっ」

　そう声を上げた時には、もう澪人の姿はなく、「いっちゃった」と小春は息をついて、再び家の中に入った。

「澪人さん、随分酔ってたみたいだけど、大丈夫かな」

　そうつぶやくと、雨戸を閉めていた宗次朗が、小さく笑った。

「少しくらい酔ってる方が、氷も溶けるかもな」

「もう、さっきから、宗次朗さんも若宮くんも、氷、氷って。でも、たしかに澪人さんって、氷の国の皇子みたいな雰囲気があるよね。クールというか」

　うんうん、と頷く小春に、宗次朗は失笑する。

「……いや、そういうんじゃねーだろ」

　その時、二階から吉乃の声が響いた。

「小春、電話や、実家からやで」

　小春は「あ、そうだ」と目を大きく開く。

「お父さんとお母さんに、電話しようと思ってたんだ」

「早く電話に出てやれよ」

　うん、と小春は階段を上がりかけて、足を止めた。

「あっ、宗次朗さん、私もあの飴あめ欲しいな」

「おう。ちょうど、もふもふがお前に渡していた花──サクラソウの飴細工も作ってたんだ」

「わあ、それ絶対可愛いと思う。食べられない」

「いや、食ってくれよ。お菓子はどんな形であろうとも、食ってもらって、美味おいしいと思ってもらってこそだ」

「分かった。ありがたくいただくね」

　小春は嬉しそうに微笑んで、二階へと上がっていった。








第二章　お知らせと小鈴の落雁。













一






　大たい正しよう時代に建て替えられた、まるで避暑地の洋館を思わせる下しも鴨がもの賀茂邸にも一室だけ和室はあった。

　小春が以前訪れた一階応接室の隣にあり、中庭に面している。

　澪人は、幼い頃から洋室仕様の自分の部屋よりも、和室で過ごすことが多かった。

　畳が好きで、落ち着くのだろう。

　小春の誕生日の翌日。

　澪人は、年末に張り替えたばかりの青々とした畳に、ごろんと横たわりながら、天井を仰ぐ。

　天井の梁はりには木目がいくつも見える。

　幼い頃はあの木目が人の顔となって、自分の首を絞めに迫せり出してきたことがあったな。白い髪の女がやってきて、自分を喰くらおうとし、それを追い払おうと暴れて母を泣かせたのもこの部屋だった、と澪人は苦笑した。

　今にして思えば、ああしたものを呼び寄せていたのは、すべて自分自身なのだろう。

　自分が母の胎内にいる時に、父が一族の者たちに頼み、強い力を授かるよう祈き禱とうをしてもらったことで、特別な力を授かった。

　だが、それが故に因果を背負ってしまったことは、幼い頃より知っていた。

　どういう経緯で知ったのかは覚えていないが、おそらく立ち聞きしたのだろう。

　誰かが、『あの子は、賀茂家の過ちや。罪な存在や』と言った言葉だけは、はっきりと鼓膜にこびりつくように覚えている。

　それから、『自分は罪な存在』だと、常に思っていた。

　そのため良からぬ輩やからを引き寄せ、怖い思いをすることで、その罪に報いている気になっていたのだろう。

「……僕はあほや、ほんま」

　ぽつり、とつぶやいて自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

　恐ろしい夢も、何度も見た。

　そんな夢の中で、ひとつだけ、楽しみにしているものがあった。

　その夢は、朧おぼろげながら、いつも美しく胸に残る。

　──葵あおい祭まつりの夢だ。

　輿こしに乗って運ばれる斎さい王おうの巡行。

　自分は馬に乗って、斎王を警護していた。

　その夢を見るたび、『ああ、またこの夢を見られた』と幸せな気持ちになる。

　やがて成長するに従い、その夢が、『葵祭』の夢ではなく、自分の前世に関わるものだと気付き始めた。

　年に数回しか見ていなかったその夢を頻繁に見るようになったのは、祇園の櫻井家に身を寄せてからだ。

　そして、吉乃の思い出の品を霊視しようと、小春と手を取り共に力を使ったことが引き金となって、それまで不透明だった前世の記憶がさらに明確となった。

　そうして、夢で見ていた斎王・玉椿が小春だと気付いたのだ。

　報われなかった恋心を思い出すことは苦しかったが、彼女に抱いていた複雑な感情に納得することもできた。

　そう、自分は『彼女のサポートをしたい』と強く思いながら、同時に『好きになってはいけない人』だとも思っていた。

　側にいて助けてあげたいと思いながら、近寄りすぎてはいけないという抑制が働く。

『なぜ、そんな気持ちになるのだろう』と、疑問に思っていたのだが、前世の記憶を思い出したことで、すっ、と腑ふに落ちた。

　自分はかつて我欲により、天女の羽衣を奪った男だったのだ。

　今世で、同じ間違いをしてはいけない。

　彼女のサポートをすることで、過去の償いができるのかもしれない。

　そう思っていた時のことだ────。




『わ、私……澪人さんが、好きです』




「…………なんでやねん」

　小春からの告白を思い起こし、澪人は額に手を当てて、前髪をぐっとつかむ。

　あの時、『どうして、こんなことになるのか』と、耳を疑った。

　かつての自分は、彼女にとって側にいるのも嫌な存在だったはずだ。

　だから彼女に好意を抱かれていたとしても、それは恋心とは別物に違いない、と信じていた。

　一瞬、頭の中が、真っ白になった。

　彼女の背後にある姿見が、突然の告白に困惑した自分の顔を映している。

　今の自分の姿は、前世の自分が何度も頭に思い描いた──彼女が慕い続ける龍りゆう神じんを想像した姿であり、いわば、かりそめの外見だ。

　──ああ、そうか。

　この姿だから、彼女はそんな風に言うのだろう。

　やはりこの姿は、彼女の心を奪った龍神によく似ているに違いない。

　だとしたら、彼女が言った言葉も、かりそめのものなのだろう。

　本当に好きなのは龍神であり、今の自分は、その彼に似ているから好きだと勘違いしているのだ。

　龍神への想いを、自分に当てはめているのだろう。

　そう思った自分は、そのことを遠回しに伝えた。

　その恋は、勘違いに過ぎないと。

　懸命に想いを告げてくれた彼女に対して、我ながら厳しい物言いだったと思う。

　おそらく、すぐに逃げ出すだろうと思ったのだが、彼女は引き下がらなかった。

『そ、そんなことはないです。もちろん私も最初はただの「憧あこがれ」だったんですけど、澪人さんの側にいて、澪人さんを知ることで、「憧れ」が「好き」に変わったんです』

　まっすぐな眼まな差ざしに、自分は動揺した。

　ほんの少しの嬉うれしさと同時に、やりきれなさも襲う。

　そんな葛かつ藤とうから、あんな言葉が飛び出してしまった。




『そやったら、あなたは、僕の姿が、形が、今とまるで違ちごうても、同じように言うてくれはりますか？』




「──あほや。ほんま、あほや」

　澪人はごろんと転がって、今度はうつ伏せになる。

　あの時の彼女の顔が忘れられない。

　おそらく、彼女は自分と違って、前世の記憶が全くないのだろう。

　何にも囚とらわれずに、今世を生きている。

　だから前世の自分とまるで同じ顔をしている兄と、あんな風に親しくできるに違いない。

　彼女がこの家を訪れて兄と愉たのしげに会話をしている様子を前に、前世と今世が入り交じりぐにゃりと歪ゆがんだ気がして、吐き気がした。

　おそらく、あれは嫉しつ妬とだったのだろう。

　かつての自分・左近衛大将と玉椿は、最初こそ仕事仲間として親しくしていたが、夫婦になったことで、彼女に存在を拒否されてしまうようになった。

『こんなことなら妻にと望むのではなかった、互いに思いやれたあの頃の自分たちに戻りたい』

　そんな風に何遍、後悔しただろう。

　兄と彼女が寄り添う姿は、親しかった頃の玉椿と自分とを客観的に見るようだった。

　そして思ったのだ。

　どうして自分はこの姿に生まれてしまったのだろう。

　どうせなら前世と同じ姿に生まれ変わり、その上で償いたかった、と。

　そんな葛藤から、あの時も彼女を傷付けてしまった。

　償うどころか、自分の勝手な事情で彼女を傷付け続けている。

　そんな自分は、彼女からもう離れた方がいいのかもしれない。

　──そう思っていたのに……。

　澪人は袖そでから小箱を取り出して、ふぅ、と息をつく。

『澪人ちゃん、明日あしたやけど、うちに遊びに来ぃひん？　小春の誕生日なんや。うちは私と宗次朗しかいいひんし、なんや寂しいやろ。一緒に祝ってくれへんやろか』

　本当は断るべきだったのだろう。

　それなのに、気が付くと、『はい』と返事をしていた。

　誕生日とは、人のエネルギーが最も強くなる日。

　その日にどうしても祝いの言葉を伝えたくて、図ずう々ずうしくのこのこ訪れたのだ。

　かと思うと、突然現われた龍神に心を乱されてしまった。

　自分を落ち着けようと酒をかっくらってまんまと酔っ払い、用意した誕生日プレゼントを渡し忘れて帰ってきてしまう体たらくだ。

「ほんまに、何やってんのや、自分」

　澪人は小箱を見詰めて、はーっ、と息をついて、再び仰向けになって大の字になる。

「そやけど、あの方も何してんのや」

　と、澪人は若宮のことを思い返した。

　本来は、それは凜り々りしく美しい青年の姿をしているにもかかわらず、小春の前では愛らしい少年の姿で現われる。

　最初は、前世のような間違いを犯さないための計らいだと信じていた。

　だが、あの夜は何だというのだ。

　少年の姿を利用して、小春に抱き着かれ、それを良いことに抱き返していた。

　あの時に、ちらりとこちらを見て、笑みを見せたのだ。

　まるで、煽あおるような笑み。

「……僕をからかってはるんや」

　タチが悪いお方や、と澪人が苦笑したその時、畳の上でスマホが鳴動した。

　宗次朗からの着信であり、珍し、とつぶやいて耳に当てる。

「──はい」

『おう、澪人。二日酔いになってないか？』

「……大丈夫です。昨日はすみませんでした」

『いやいや、サンキューな。楽しかったし、小春も喜んでる』

　その言葉にホッとして、澪人は表情を緩ませる。

「それで、どないしましたか？」

『ああ、実は昨日話したいと思ってたんだけど、祝いの席だしと思ってやめたんだ』

「なんでしょう？」

『仲良くしている芸げい舞まい妓こたちが、最近の祇園はおかしいって話しているんだ』

「おかしい、とは？」

『何十年も大丈夫だったのに、急に火事騒ぎがあったり、町中で喧けん嘩かや諍いさかいが起こることも多くなったって。お前も会った芸げい妓ぎのあやめってのが、なかなか霊感が強い子なんだけど』

「……ああ、たしかにそうでしたね。勘の強いお人やと思ったのを覚えてます」

『ああ。そのあやめが、前よりも良くないものが集まっていて、祇園自体の波動が下がってる気がするって言うんだよ』

「宗次朗さんはどない思われます？」

『いつもではないけど、空気が濁ってるな、って感じることはある。そういうお前は、祇園に来て、何か感じなかったのか？』

「祇園は繁華街やし、常に良いもんも良からぬもんもいるさかい、昨日特によう感じたてことはあらしまへんのやけど……」

『……そうか。実は俺も、あやめに聞いてなんだか気になってよ』

「はい」

『周辺をバイクで走ってパトロールしたんだ』

「どうでした？」

『俺には、祇園よりも清きよ水みず五ご条じようあたりが、前よりも嫌な感じがしたな。もしかしたら、そこがこの界かい隈わいの中心かもしれねぇ』

「……なるほど」

　清水五条、と澪人は静かに反はん芻すうする。

　良くも悪くも、エネルギーの強い場所だ。

『で、お前の方はどうなんだ？』

「どうって？」

『鴨川のほとりを歩いたんだろ？』と、宗次朗は続ける。

「あの川は浄化力が高いさかい、特に変わりはありまへんのやけど」

『そんじゃあ、お前自身、すっきりしたのか？』

　澪人は、ぐっ、と言葉を詰まらせた。

『なんだよ、すっきりしてねぇのか。しっかし〝自分の気持ちが分からねぇ〟って、感覚が俺にはちっとも分からねぇな』

　くっくと笑う宗次朗に、澪人は眉まゆをぴくりと引きつらせる。

「そういう宗次朗さんかて、迷ったんちゃいます？」

『何を？』

「東京まで行ったのは姉を迎えに行ったんでしょう？　そやのに行ったことすら伝えずに帰って来たて。自分の心が分からず、迷子になったんとちゃいますか」

　強い口調で尋ねる澪人に、宗次朗は笑った。

『いや、迷子になんてなってねぇよ。俺はちゃんと自分の心が分かった上で、帰って来たからな』

「えっ？」

『俺は、杏奈にがんばってもらいたかった。あいつが輝く姿を見たいと心から思った。だから帰ってきた。後悔はない、以上だ』

　あっさりと言う宗次朗に、澪人は目を見開いた。

「──宗次朗さんは、ほんまにたいしたお人やね。……いつも物事を俯ふ瞰かんというか、達観したはって、それでいて世を儚はかなむわけでもなく、人生を楽しみ、自分をよう知ったはる。……ほんまに羨うらやましい」

『今言った自分の言葉を逆からやっていけばいいんだよ』

「逆？」

『自分をよく知ることで、世の中が明るく見えるし、人生も楽しくなる、そういうことだな。昨夜チビ龍りゆうも言ってただろ。あれは小春にだけじゃなく、お前にも言ってたんじゃないか？』

〝──どうか自分の心に正直でいてくださいね。自分が自分で或あること。それは、道を照らす光となるのです。自分が本来の自分に戻った時、暗闇がなくなり、これまでが噓だったかのように、進むべき道が見えてくるものです〟

　若宮の言葉を思い起こし、澪人は目を伏せる。

『お前の〝自分の気持ちが分からない〟っていうのは、俺から見たら〝自分を知ることから逃げている〟ようにも見えるけどな』

「────っ」

　澪人がしばし何も言えずにいると、『それじゃあ、またな』と言って宗次朗は電話を切る。

　おおきに、と礼を言った時には、既に通話は切れていた。

　澪人は、畳の上に正座をし、今一度宗次朗の言葉を反芻して、目を瞑つぶる。

〝自分を知ることから逃げている〟

　まさにその通りなのだろう。

　小春の一挙一動に揺さぶられるのは、前世の記憶を引きずってのこと。

　すなわち、左近衛大将だった自分の『想い』に振り回されているのだ。

　自分と左近衛大将、小春と玉椿を別ものとして考えていかなければいけない。

　それでは、賀茂澪人としてはどうなのだろう。

　今の自分は、櫻井小春をどう思っているのか。

　それを確かめるには────。

「ほんまに……逃げずに向き合わなあかん」

　ぽつりと零こぼしたその時、スマホが、ポンッ、と音を立てた。

　これは出かける時間であることを知らせるために、設定していたアラーム音だ。

　今夜、審神者さにわとしての第一回の顔見せがある。

　澪人は、ほな、と強い眼まな差ざしで立ち上がり、颯さつ爽そうと部屋を出た。
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　三善朔也は原付スクーターで伏ふし見みにある家を出て、北に向かって走っていた。

　深夜一時の京都は主要道路でも、とても静かで車通りは少ない。

　朔也は、盗んだバイクで疾走するという、迷惑極まりない形で思春期をこじらせた少年の歌を口ずさみ、スクーターを走らせる。

　歌い終えて、「快適ぃ」と笑みを見せた。

『太たい子し道みちと佐さ井い通が交わる付近で、深夜になると動物の鳴き声がするんですが、決まって動物はいません。気味が悪いです。これも心霊現象でしょうか？』

　不可解であったり超常現象と思われたりする情報を投稿するサイト『不思議投稿サイト・京都地区』に、このようなコメントが寄せられたのは、一昨日おとといのこと。

　情報の信しん憑ぴよう性せいは、いつも直感で決める。

『あ、この投稿のチェックは、俺が行きます』

　いち早く報告して、自分の仕事を確保した。

　日中に除霊に向かう場合は、自分だと分からないように変装することもあるのだが、今は深夜のため、普段の姿のまま。

　久々の仕事ということで、とても張り切っていた。

　仕事を選ばなければ、いくらでもあるのだけど……。

　朔也はスクーターを走らせながら、ほんの少し肩をすくめる。

「まったくさぁ、コハちゃんと知り合って、否いや応おうなしに祓はらいまくるのに抵抗が出てきたよねぇ、ほんと」

　とはいえ、いちいち霊の話を聞いてやり、成仏させるという面倒な作業は、自分には向いていないと思ったため、『焼き払っても良い』と思われる案件を選ぶようになってしまった。

　今回寄せられた投稿の真相はおそらく、交通事故死した動物の霊魂が重なったことで大きくなり、少し霊感の強い人間に感知されるようになったものだろう。

　焼き払うのに、躊ちゆう躇ちよはいらない仕事だ。

　現場の近くまで来て、スクーターを停め、ヘルメットをシートの中にしまい、ぶらぶらと歩き出す。

　初夏が近付く夜風は、とても優しく心地良い。

　気持ちがいいな、と朔也は体を伸ばす。

　繁華街から少し離れた深夜の京都は、森閑としている。

　賑にぎやかな通りから、ひとつ裏通りに入るだけで、自分の足音がよく響いて聞こえるように感じるほどに、とても静かだ。

　裏通りに入るなり、朔也は動きを止めた。

　まるで、別世界に足を踏み入れたかのようだ。

　先ほどまでの心地よい風が、この通りでは、ひやりと冷たいものに変わっている。

　鼻に届くのは、悪臭というより、土の匂い。

　思わず地面を見るも、そこはアスファルトだ。

　だが、湿った土のような匂いがしている。

　まるで、地中に潜っていた『何か』が出てきたかのようだ……。

　りーん、

　りーん、

　鈴の音と共に、ぐるる、と獣のような声がして、朔也はとっさに電柱の陰に隠れた。

　──やばい、と本能が教えている。

　いや、マジで。

　これは本当にやばい案件だったかも。

　呼吸を止めるような心持ちで、朔也はそっと覗のぞき見る。

　白い上衣に朱色の袴はかまを纏まとった女が数人、ぞろぞろと歩いているのが見えた。

　巫女みこの顔は、よく分からない。

　奇妙なのは、皆揃って泥だらけであり、同じく泥だらけの大きな獅し子しを二頭連れて彷徨さまようように歩いている。

　ぶつぶつと、何か話している。

　あれは何だ、と朔也は目を凝らす。

　すると、彼らの『声』が内側に届いてくる。

〝許せぬ〟

〝──本当に許せぬ〟

〝このような仕打ち〟

〝許すものか〟

〝仕えてきたのに──この仕打ち〟

〝裏切りと考えてよいだろう〟

　ぞろぞろ歩きながら、呪じゆ文もんのように繰り返す。

　巫女たちの恨みが強まると、獅子がそれを発散させるように吠ほえる。

　凄すさまじい怒りに、朔也の体がビリビリと震える気がした。

　この獅子の声は、少し霊感の強い者なら、聞くことができるに違いない。

　それで、あの投稿につながったわけだ、と朔也は息を吞のんだ。

　それだけ、強い力だ。

　彼らがただの妖あやかしではないのは、一目見て分かった。

　自分の手に負えないということも、すぐに察した。

　駄目だ、ここは退散しよう。

　無事に帰してもらえるだろうか？

　大丈夫だ。

　自分は、力を隠すことに長たけているらしい。

　彼らが見えていない、なんの力もない通行人の振りをして立ち去ったならば、問題ないはずだ。

　よし、行こう。

　朔也は、そっと踵きびすを返す。

　そのまま通りを出ようとしたその時、すっ、と肩に手を置かれた。

　陶器のように白い手が、肩に乗っているのが見える。

　それでも振り返らずにいると、ゆっくりと真っ白い顔が朔也の前に現われた。

〝なぁ、少年。そなたもそう思うであろう？〟

「────っ！」

　気が付くと朔也は、なりふり構わずに駆け出していた。
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　放課後。

　今や小春は当たり前のように『ミス研』の部室に顔を出していた。

　時に愛衣と学校の勉強をしたり、西洋占星術の勉強をしたり、由里子や後輩たちとお茶を飲みながら談笑したりと、なかなか楽しい時間を過ごせている。

　世間一般がイメージする『部活動』とは違っているだろうが、これもひとつの青春の形なのかもしれない。

　今日は中等部が試験前ということもあってか、部室には後輩たちの姿はなく、小春と愛衣、由里子の三人だけだった。

「キームンという中国の紅茶を持ってきたの。上品でマイルドで美味おいしいのよ。皆で飲めたらと思って」

　紅茶の箱を取り出して言う由里子に、二人は「わっ」と顔を明るくさせる。

「キームンって、初めて聞きます。飲んでみたい」

「由里子先輩ありがとうございます」

　小春と愛衣に礼を言われて、

「…………」

　由里子は、ほんの少しだけ頰を赤らめたかと思うと、何も答えないまま電子ポットの方にスタスタと歩いて行った。

　素っ気ないようだが、後ろから見ると彼女の耳が真っ赤であり、照れていることが分かる。

「そうだ、私も宗次朗さんの新作和菓子を持ってきたの。『みんなで食べろ』って」

　そう言って小春が立ち上がったその時、由里子が何かに気付いたように、くるりと振り返った。

「小春さん、お客様よ」

「お客様？」

　不思議に思いながら顔を上げて、小春は動きを止めた。

　通路に、澪人の姿があったからだ。

　今日の彼は弓道着ではなく、ジーンズにジャケット姿。

　目が合うなり、そっと会釈をする彼に、小春も会釈を返しつつ、急いで通路に出た。

「……澪人さん」

「小春ちゃん、この前は図ずう々ずうしくお邪魔した上、色々とかんにん」

　澪人は、申し訳なさそうに前髪を撫なでるようにかき上げた。

　どうやら、こうやって前髪をかき上げるのは、照れくさかったり弱ったりした時の、彼の癖のようだ。

　その姿を前に、小春は思わず頰を緩ませる。

「本当に、変わっていないんですね」

「えっ？」

「以前は髪ではなく、そうやって、額を……」

　そこまで言いかけて小春は、口を噤つぐんだ。

　今、自分は何を思って、こんなことを言おうとしたのだろうか？

「あ、いえ。すみません、なんでもないです。こちらこそ、わざわざ来てくださって、ありがとうございました。嬉うれしかったです」

　小春は慌てて首を振り、頭を下げる。

「そやけど、なんや酔っぱらって布団まで敷いてもらったのに帰ったりして、その上、渡すもんも渡さんと……」

　澪人はそう話しながらポケットに手を入れる。

　その時、通路の向こうからドタバタと足音が聞こえてきた。

「わーん、コハちゃあああん」

　同時に、朔也の情けないような声も耳に届く。

　なんだろう、と小春が振り返ると、朔也がしがみつくように抱き着いてきた。

「コハちゃん、聞いてよ。俺、昨夜、すっごく怖い目に遭ったんだよね。昼過ぎまで寝込んでいたんだから」

「えっ、なに、怖い目って？」

「話すのも怖いし、このまま抱き着いてるから読み取ってよぉ、コハちゃあん」

　さらにギュッと抱き着かれたその時、澪人が背後からまるでボールを持つように朔也の頭をつかんだ。

「三善君、話なら僕も聞きますし」

　指に力をこめながら、にこりと微笑む澪人に、

「う、うん。よろしくね、賀茂くん」

　朔也は顔を引きつらせつつ、小春から離れた。




　小春と澪人、朔也が部室に入った時には、由里子は既に紅茶の用意をしていた。

「男子二人の分も淹いれておいたわ、どうぞ」

　テーブルを指しながら、素っ気なく言う。

　澪人は、おや、とトレイを下げる由里子を目で追った。

「安倍君が、ここに居てるて意外やね」

「ええ、もふもふ様を通して、小春さんと親しくなったのよ。そして今は愛衣さんや部員の皆さんとも仲良くさせてもらっていて」

　平静に返しながらも、由里子の耳は赤い。

　澪人は、もふもふ様て、と口くち許もとを綻ほころばせつつ、朔也と共にソファーに腰を下ろす。

「ちょうど良かった。私もお菓子を……」

　小春は大皿にレース柄のペーパーナプキンを敷いて、和菓子を袋から出した。

「はい、こちらが、宗次朗さんの新作和菓子です」

　テーブルの上に、とん、と皿を置く。

　皆は和菓子を見るなり、「わあ」と目を輝かせた。

　そこには、白や黄色、ピンクに水色と、色とりどりの丸い鈴が並んでいる。

「わあ、鈴の形だ」

　目を輝かせた愛衣に続いて、由里子が尋ねる。

「これは、ラムネ？」

「いえ、『小鈴の落らく雁がん』といって、半球状のを重ねて円形にしたものだそうです」

「小春、食べてもいい？」

　すぐに尋ねる愛衣に、小春は「もちろん」と頷うなずく。

　皆は「いただきます」と、『小鈴の落雁』を手に取った。

　すると、ころん、と中で音が鳴る。

「中に何が入ってるの？」

「中にも落雁が入ってるの」

　皆は揃って、へぇ、と口に運ぶ。

　口内に上品な甘さが、ふわっ、と広がったかと思うと、まるで雪のように溶けてなくなった。

「────っ」

　各々、目を見開いて、口に手を当てる。

「一瞬で消えたわ」

「うん、マジで消えたね」

「『落雁』って、硬めで甘い砂糖の塊をイメージしてたのに、こんなに柔らかく溶けるなんて」

　皆が驚く中、慣れている澪人は、「今回のも美味おいしいわ」と満足そうに頰を緩ませる。

「上質な和わ三さん盆ぼんで作った落雁だから、口どけが最高に良いんだって」

　小春は少し得意気に言って、『小鈴の落雁』を口に運び、美味しい！　と頰に手を当てた。

「そやけど、小春ちゃん。中の落雁は和三盆ちゃうやろ？」

　澪人は確認するように、もうひとつ手に取って、口に運んだ。

「はい、そうなんです。中の落雁は、黒糖で作っていて、『最後に黒糖の落雁が、鈴の音のような余韻を残すんだ』って、宗次朗さんがドヤ顔で言ってました」

「ドヤ顔て。なんや想像つくし」と澪人は笑い、「これは見た目も可愛らしいし、季節問わずに喜ばれそうやね」と、頷いた。

「私もそう思っていたんです。通年喜ばれる商品になるって。でも、宗次朗さん的には、京都三大祭りの時期に出すお菓子にしたいと思ってるみたいで」

　そう話す小春に、澪人は、なるほど、と相あい槌づちをうつ。

「葵祭、祇園祭、時代祭りの時期に……。鈴やし、それもありやね」

「限定の箱を作って、ギフトとしての人気商品にしたいとかで、知り合いのデザイナーにパッケージのイラストも依頼してるとか」

「宗次朗さん、さすが商売上手やねぇ」

「本当ですよねぇ」

　うんうん、と頷き合う二人に、由里子と愛衣が、ぷっ、と笑った。

「どうかした？」と、小春が問うと、

「だって、なんだか息がぴったりで」

「そうね、夫婦みたい」

　愛衣と由里子は「ねぇ」と顔を合わせる。

「ふ、夫婦だなんて、そんな」

　赤面する小春の横で、澪人は瞬時に冷ややかな表情へと変わった。

「そうやで。失礼や」

　澪人にとっては、自分が振った子と『夫婦』扱いされてしまっては、迷惑以外の何物でもないだろう。

　だとしても、ここまではっきり『失礼』と切り捨てられたことに、ずきん、と小春の胸が痛む。

「ちょっ、賀茂くんの方が失礼だよね？　コハちゃんと夫婦に思われるのが嫌だからって、『失礼や』って、そんな露骨に言わなくても。大丈夫だよ、コハちゃん。俺がいるし、さぁ、おいで」

　すかさず突っ込み、そして小春に向かって手を広げる朔也に、澪人は「──えっ」と瞬いた。

　朔也のフォローで情けなさに拍車がかかり、小春の目頭がじわりと熱くなる。

「あー、賀茂くん、コハちゃんを泣かした」

「あ、いえ、そんなんじゃ……これは自分の問題で」

　慌ててそう言うと、澪人はすぐに立ち上がり、「ちゃいます」と小春の両肩をつかんだ。

「えっ？」

「『失礼』て言うたのは、そんなんやあらしまへん。小春ちゃんに対してのことやし。僕自身は、あなたと夫婦に間違われて、『嫌や』なんて思てません。ほんまやで」

「……は、はい」

　あまりの勢いに小春は、呆ぼう然ぜんとしながら相槌をうつ。

　滲にじんでいた涙も、驚きから引っ込んでいた。

「っていうか、何この流れ。結局のろけっぽくて、うんざりなんだけど」

　うえーっ、と舌を出す朔也に、澪人は咳せき払ばらいをして再びソファーに腰を下ろした。

「かんにん。ほんで、三善君、さっき言うてた『怖い目』って？」

　何事もなかったように、するりと話題を変える。

「そうそう、昨日、この投稿の確認に行ったんだけどね」

　朔也は、スマホの画面をかざし、『不思議投稿サイト』のコメントを見せて、昨夜の出来事を話して聞かせた。

　一通りの話を聞き、澪人は腕を組みながら、眼まな差ざしを強くする。

「そら、気になる案件やね」

「いや、もう、あれはやばいやつだよ、絶対」

　愛衣も話を聞きながら、「なんだか、すごい」と目を輝かせていたが、小春は背筋が寒くなる気がした。

　澪人がかつて遭遇したという、『神の先さき遣やり』を彷ほう彿ふつとさせたためだ。

　人が決して、安易に手を付けてはいけない事象もある。

　朔也の言葉をそのまま使うと、この案件は、まさに『やばいやつ』というところなのだろう。

　そんな中、しばし黙っていた由里子が、「そういえば」と口を開く。

「安倍家でも、似たような依頼を受けて、調査に行ったものの『あれは手を出したらあかん』って帰って来たという話があったわ。場所はまったく違うけど」

「その場所、知ったはりますか？」

「ええ、たしか、西にし大おお路じよりもさらに少し西側で、九く条じよう通と交わる辺りだって」

「九条通の西の端……」

　澪人はそう洩らして、腕を組む。

　そんな中、愛衣が「そういえば……」と何かを言いかけて、躊ちゆう躇ちよしたように口を噤つぐんだ。

「愛衣さん、どないしました？」

「あ、いえ。ミーハーで不思議なことが好きな人たちの情報なので、口にするのもはばかられて」と愛衣は肩をすくめる。

「それでもええし、なんか知ってたら教えてくれへん？」

　しっかりと聞く体勢を取る澪人に、愛衣は恐縮しながら口を開く。

「えっと、最近、京都でも『モスマン』が現われるようになったって、超常現象好きな人たちがネットで騒いでて」

「『モスマン』？」

　皆は揃って、首を傾げた。

「蛾男とか呼ばれていて、いわば雪男と同じような未確認生物──ＵＭＡなんです。元々、噂の出どころはアメリカなんですが……」

　愛衣はスマホで『モスマン』を検索して、そのイメージ画像をスライドして見せる。

　真っ黒い猿の顔に大きな黒い羽根がついたようなイラストが多い。

　ネットには、『モスマンは、一九六六年頃からアメリカのウェストバージニア州ポイント・プレザント一帯を脅かした謎の未確認生物であり、目撃者によると、その体長は二メートルほど。腕はなく、背中に大きな翼を持つが、翼をはばたかせずに、飛行するとのこと。宇宙人のペットという説もある』──と書かれている。

「──ああ、ようは、妖あやかしやね」

　澪人は画像を眺めながら、相槌をうつ。

「そ、存在するんですか？」

　愛衣が、勢いよく身を乗り出す。

「まぁ、妖やし、普段は見える人には見える程度なんやろうけど、波動の乱れや次元の歪ゆがみが起こると、本来見えへん人にも見えるようになってくるんや」

　そう話す澪人に、愛衣は、そういうものなんだ、と相槌をうった。

「……そやけど、この京都でこういうもんが目撃されるようになったていうんは、もう疑いようがあらへん」

　澪人は画像に目を落としながら、独り言のように言う。

「何がですか？」

　ただならぬ様子に、小春は息を吞のんで、澪人を見た。

「京の町に、これまでにはない異変が起こってるてことやね。こういうんは、すべて『お知らせ』や」




　──お知らせ。




　澪人の言葉に、皆は空恐ろしさを感じ、口を噤んだ。

　沈黙の中、澪人はそっと立ち上がる。

「澪人さん？」

「かんにん、僕はこれで失礼します。この件について確かめたい思いまして。そうや、三善君。家の皆さんにも、この件は絶対に手ぇ出さんよう、あらためて念を押しといてください」

　急いだように言う澪人に、朔也は「了解で～す」と手を挙げる。

「賀茂家のスーパーエリートがそう言ってた、って伝えたら、誰も逆らわないよ」

「ほんなら、皆さん、また」

　すぐに部室を出た澪人を追いかけて、小春も廊下に出た。

「澪人さん、もしかして、今から朔也くんが目撃した現場に行くんですか？」

「そうやね。日が暮れる頃──黄昏たそがれ時だから分かることもあるし」

　今は夕方の四時。

　もうすぐ日暮れであり、だから急いでいたんだ、と小春は納得する。

「ほな、また」

　すぐに背を向けようとする彼に、

「──あの、私も一緒に行ってもいいですか？」

　気が付くと、小春は大きな声を上げていた。





四






　朔也が深夜、泥だらけの巫女みこや獅し子しを目撃した現場──太子道と佐井通が交差する付近までは、澪人のスクーターで向かった。

　審神者さにわに選ばれてからというもの、あちこちに移動することが多くなったことから澪人は最近スクーターで通学しているらしい。

　澪人が乗っているそのマシンは『ヴェスパ』というイタリアのブランドだ。

　これは、『ローマの休日』という映画で、オードリー・ヘップバーンが新聞記者役のグレゴリー・ペックと二人乗りして観光地を巡っていたスクーターとして知られているそうだ。

　クリーム色にブラウンのシートがクラシックな、とてもお洒落しやれで可愛いデザインであり、澪人に似合っていると感じる。

　ヘルメットは、『一緒に現場についていきたい』と小春が急きゆう遽きよ申し出たことで、朔也が貸してくれた。

　小春は今、それを被かぶり、澪人の後ろに乗っている。

　澪人の腰に手を回した状態で、心臓が破裂するのではと思うほどに、小春の胸は早鐘を打っていた。

　どうしても、背中にぎゅっと抱き着いたかたちになってしまう。

　かつてクラスメイトに『乏しい胸』と思われてしまった胸が背中にしっかりと当たっていて、恥ずかしいというよりも、小春は決まり悪さを感じた。

　華きや奢しやに見える澪人の背中は思った以上に広く堅い。

　腰は絞られていて、贅ぜい肉にくというものがまるで感じられなかった。

「…………」

　上賀茂から南へと下りながら、スクーターを走らせている澪人は一言も口を開いていなかった。

　最初は彼の背中にしがみつくことに、ただドキドキしていた小春だが、あまりに何も言わない彼の様子に不安にもなってくる。

　もしかしたら、足手纏まといだったのだろうか？

「あ、あの」

　赤信号で停まった時に、小春は恐る恐る声を上げた。

　うん？　という様子で、澪人はほんの少し振り返る。

「私がついてきて、本当に良かったんでしょうか」

「……あなたは、『その地で起こったこと』を読み取るのに長たけてますし、ついてきて手て伝つどうてくれたら助かります」

　そう言った澪人に、小春はホッとした。

「良かった。澪人さん、ずっと黙ってるから、困っているのかと……」

　小春は、安堵感に頰を緩ませる。

「いえ、黙ってたのは、なんや緊張して」

「緊張？」

「女性とこうして二人乗りするて、初めてやし」

「……え」

　ぽつりと零こぼして信号が青に変わったのを確認し、澪人はグリップを握って、再び走り出す。

　小春の鼓動が、さらに強くなる。

「……小春ちゃんは、後ろで怖ない？」

「はい。慣れてますので」

「慣れてる？」

「宗次朗さんのバイクの後ろに乗せてもらったことが何度もあって……」

　澪人の背中に向かって言うと、彼が小さく笑った。

「そらええわ」

「えっ？」

「かんにん。思えば僕も、姉なら乗せたことあったし」

「ああ、杏奈さん」

「一番乗せてるのは、兄やけど」

「和かず人とさんを……」

「僕は末っ子やし、兄と姉の使い走りや」

　なんだか、信じられない、と小春はつぶやく。

　自分が罪な存在だと信じ、実の母に恐れられていた澪人にとって、下鴨の賀茂家は決して居心地の良い場所とは言えなかっただろう。

　だが、彼にとって姉や兄の存在がとても大きく、二人に救われてきたのを感じ取り、彼の背中に寄り添いながら、小春はそっと微笑んだ。




　やがて現場の近くまで来ると、澪人はスクーターを駐輪場に置いて歩き出した。

　小春は彼の後を追いながら、時間の確認をする。

　学校を出る時に手間取ったのもあり、五時を過ぎていた。

　空はもう夕焼けに染まっている。

　なんでもない通りを散歩するように歩く。

　特別、何かを感じることはない。

　悪臭もしなければ、悪寒もしない。

　真夜中じゃないと、異変は起こらないのだろうか？

　そう思いつつ、どんどん頭の中がぼんやりとしてくるのを感じる。

　起きていながら、夢の世界に引きずられるような感覚だ。

　──あの頃の、玉椿だった頃の、景色が見える。







　御み簾すの向こうに、一人の男性がいた。

　真っ白い肌に細面の、冷ややかで凜り々りしい男性だ。

　もう決して『青年』ではない年齢のはずだが、その外見は二十代の若者にしか見えない。

　つるんとした顔立ちというのもあるのかもしれない。

　彼を前にすると、自分はいつも緊張していた。

　それは龍りゆう神じんである驪リ龍リヨウを前にするのとは、また別の緊張だ。

　主上おかみの覚えもめでたい、稀き代たいの天才と呼ばれる時の陰おん陽みよう師じ。

　自分が斎さい王おうとして、驪龍の神み子ことして仕えられるようになったのは、すべて彼の提案からはじまったこと。

　自分にとっては、恩人と言える。

『──ようこそ、おいでくださいました』

　玉椿は、深く頭を下げる。

『九字だけでは足りなかったようです。三角形をいくつか用意いたしました。斎王はどう思われますか？』

　陰陽師は、対面に座る間もなく唐突に尋ねる。

　このお方はいつもそうだ、と玉椿は苦笑した。

　この質問に、どう返事をして良いのか分からなかったが、それでも玉椿はとりあえず口を開く。

　天が必要な言葉を、自分の口を通して伝えてくれると知っているためだ。

『良いと思います。ですが、それらを収める星が必要となるでしょう』

　何を言っているのか、玉椿自身にもよく分かっていない。

　今の自分は、天の声を下ろす媒体でしかないのだ。

『──星を』

　なるほど、なるほど、と彼は、扇で顔を隠しながら頷うなずき、

『ありがとうございました』

　一礼をして立ち上がる。

『これから、その、星を？』

　よく分からないまま、ぎこちなく問うと、

『実はもう、星の下準備をしておりました。あとは実行に移すのみです』

　彼は振り返って、にこり、と微笑んだ。

　背筋が、ひやりとする。

『それでは、失礼いたします』

　袂たもとをそよがせて、颯さつ爽そうと去っていく。

　彼の姿がなくなった後、玉椿は胸に手を当て、大きく息を吐いた。

『……狐から生まれたなどという噂が出るのも頷けます。あのお方は本当に人なのでしょうか──宮様』

　玉椿の問いかけに、ふわりと旋風が起こり、隣に驪龍が現われた。

　膝ひざを揃えて座った状態で、ふふふ、と微笑む。

『時に、森羅万象はあのような者をも生み出すのですよ』

　玉椿はなんとなく相あい槌づちをうち、自分の人差し指と親指で三角形を作る。

　心技体、天地人、三位一体。

　そう、三角形は、森羅万象の仕組みと驪龍に教わったのだ────。

　瞼まぶたの裏に、三角形が映る。

　三角形の中に、社やしろが見えてくる。

　とても小さいが、朱色の鳥居と柱が美しい、凜りんとした社殿だ。

　そこで巫女みこたちは、日々絶えることなく祈き禱とうを行っていた。

　そこから伝わるのは、『誇り』。

　巫女も狛こま犬いぬの獅し子しも、この地を任され護まもっている精霊として、強い誇りを胸に抱いていた。

　だが、悲劇はある日突然、起こった。

　社を支えていた柱が、突然音を立てて崩れ落ちていったのだ。

　そこからは、瞬く間だった。

　すべてが、今まで張りつめていた糸が切れてしまったかのように、ボロボロと崩れ落ちる。

　巫女たちは、悲鳴を上げて社を逃げ出していた。

　嘆き、泣き叫ぶ声が届く。

〝どうして、お社が〟

〝誰の仕業だというのでしょう〟

〝私たちは長きに亘わたって、ここを護ってきたというのに〟

　崩れ落ちた社を前に、巫女も獅子も呆ぼう然ぜんとしていた。

　居場所を失くしてしまったのだ。

　途方に暮れて立ち尽くしている。

　彼らの気持ちが胸に迫り、小春は胸の前でぐっと拳こぶしを握り締めた。

　その時──巫女たちが、くるりと振り返って、小春を見た。

　その目は、泣き腫はらした後のように真っ赤だ。

　獅子が吠ほえる。

　小春は、彼らが放つ『負』のオーラに気け圧おされて、後あと退ずさりをした。

〝すべてを見ていたでしょう？〟

〝あなたはどう思うか？〟

〝聞くまでもない。これは、我々に対する裏切りに違いない〟

〝──許せぬ。許せぬ。今の世の者たちの仕業に違いない〟

〝許すものか──！〟

　やり場のない怒りをぶつけるように、彼らは小春に向かって手を伸ばす。

　その真っ白な手は長く伸びて、小春の首や髪をつかもうと大きく開いた。







「──ひっ！」

　小春がしゃがみこんだその時、澪人が立ち塞ふさがるように前に出た。

「あなた方の怒りを受け取りました。これは決して裏切りではありまへん。どうか、ひとたび、心を落ち着かせてください」

　澪人はそう言って素早く手を組み、祝詞のりとを唱え始める。

「天てん清しよう浄じよう　地清浄　内ない外げ清浄　六ろつ根こん清浄と　祓はらい給たまう　天清浄とは　天の七しち曜よう九く曜よう　二十八宿を清め　地清浄とは　地の神三十六神を　清め　内外清浄とは　家か内ない三さん寶ぽう大だい荒こう神じんを　清め　六根清浄とは　其その身み其その體たいの穢けがれを　祓はらい給たまえ　清め給ふ事の由よしを　八百やお万よろずの神等　諸もろ共ともに　小さ男お鹿しかの　八やつの御耳を　振立て聞きこし食めせと申す──」

　澪人の祝詞に、時空の歪ゆがみが渦となって、整っていく。

　唱え終える頃、巫女と獅子はその渦の『向こう側』へと吸い込まれていき、するすると姿を消していた。

　澪人はゆっくりと目を開けて、息をつき、視線を落とす。

　小春がまだその場にしゃがみこんだままであるのを見て、澪人は慌てて座り込み、その背を摩さすった。

「もう、大丈夫やで。怖い思いさせてかんにん」

　心配そうな眼まな差ざしに、小春は我に返り、「だ、大丈夫です」と、立ち上がる。

「まさか、こないな強いエネルギーが漏れ出してるとは思わへんかった。しかも、妖あやかしやあらへん。あれは精霊や」

「……精霊」

「この地を護る精霊やったはずや。それが、なんでこないなことに。かつてここに神社があって、取り壊されたとしても、そんなん今さらの話やし……、何かのアクシデントで埋められてたもんが出てきたんやろか」

　何か掘り出された跡はないかと、澪人は周囲を見回す。

　その様子をなんとなく眺めながら、

「……三角形」

　小春は独り言のように静かにつぶやいた。

　さっき見たことを思い返すと、再び頭が、ぼぅ、としてくる。

「三角形？」

「はい。さっき白昼夢のようなものを見たんです。陰陽師らしき人が『九字だけでは足りなかったから、三角形をいくつか用意した』と話していました」

　小春の言葉に、澪人は腕を組んだ。

「──九字だけでは足りひん……。それは、おそらくこの京の町のことやね。かつて平安京が作られた時、風水や魔除よけを考えて、この町を碁盤の目にしたんや」

　そう話す澪人に、小春は黙って相槌をうつ。

「それ以外に『三角形』を……つまり九字の結界だけでは足りひんから、三角形の結界をいくつか張ったんや。あ──そうなんや」

　そこまで言って、澪人はハッとしたように目を開く。

「僕はあほや。なんで今まで気付かなかったんやろ。そうなんや、ここが、三角形の結界の一点なんや。ほんで、もう一つは……」

「もしかして、由里子さんの言っていた、九条通の西の端のことでしょうか？」と小春が続ける。

「そうや。ほんで、最後の一つは……清水五条や」

「清水五条が？」

「宗次朗さんが、その辺りが怪しいて。でも、これで納得や。これで綺き麗れいな三角形ができる」

　澪人は、スマホで京都市内の地図を表示し、指で三角形をなぞる。

「本当ですね」

　小春もそれを見ながら、息を吞のんだ。

「しかし、ほんまにこらあかん」と澪人はスマホをポケットに入れる。

　その時に、何かに気付いたのか、「あっ」と声を上げた。

「どうしました？」

「そうや、小春ちゃん。これを渡したくて、今日あなたに会いに行ったんやった」

　自分に呆あきれたようにしながら、ポケットから小箱を出した。

「──えっ？」

「あなたへの誕生日プレゼントや。ちょっとしたもんなんやけど」

「え、いいんですか、そんな」

　予想もしていないことに、小春はあわあわと目を泳がせる。

「ほんまに心ばかりのものやで」

「そんな。とても嬉うれしいです。ありがとうございます」

　どんな品だとしても、澪人が自分にと思ってくれたことが、とても嬉しい。

　小春はドキドキしながら、小箱を開ける。

　そこには、クリスタルが入っていた。

　六角柱に伸びた一本の結晶で、それがネックレスになっている。

「魔除けになるし、フーチにもなる水晶のネックレスや、きっとあなたの力になってくれるて思うて」

　一点の曇りもないクリスタルの結晶がとても美しく、小春はしばし何も言うことができなかった。

　ファッションなどではなく、自分のことをとてもよく考えて選んでくれたプレゼントだということが伝わってきたからだ。

「ああ、かんにん。僕は女性が喜ぶものとかよう分からんし、好みやなかったら、ハンカチに包んでバッグに入れておくだけでも御守になるし」

　何も言わない小春に、澪人は弱ったように言う。

　小春は俯うつむいたまま、小さく首を振った。

　嬉しくて涙が出そうだ。

　でも、泣いてしまったら、困らせてしまう。

　だけど、ちゃんとお礼は伝えたい。

　──この人に、自分は何も言ってこなかったのだ。

　たくさんのものを受け取ってきたのに。

　傷付けるばかりで。

　それでも、あなたは優しくしてくれていた。

「小春ちゃん？」

　澪人の言葉に、小春はハッとした。

　自分がどうして、こんな風に思ったのか分からない。

　だが、お礼を伝えたいという気持ちだけは、とても大きく膨れ上がっていた。

「……澪人さん。すごく、すごく嬉しいです。ありがとうございます。ずっと大切にします」

　しっかりと目を見詰めて、そう言う。

　隠しきれず、嬉しくて涙が滲にじんでしまった。

　けれど、それを誤魔化すよりも、ちゃんと伝える方が大事だと思ったからだ。

「────っ」

　澪人は驚いたような表情を見せたかと思うと、すぐに目をそらす。

「……ほんなら、良かったです」

「あの、今、つけてもいいですか？」

　小春は返事を待たずに、自分の首にクリスタルのネックレスをつけた。

　石から、じんわりと温かいものが伝わってくる。

　月の光に似た優しいエネルギーだ。

　澪人は、ネックレスを付けた小春を見て、そっと目を細めた。

「よろしいね」

「はい、嬉しいです」

　そう言う小春に、澪人は弱ったように前髪をかき上げる。

　その姿が誰かと重なり、ん？　と小春は目を凝らした。

「ほんで、小春ちゃん。三角形の話なんやけど……」

　話を戻した澪人に、小春は「はい」と姿勢を正す。

「なんや他に見たことはある？」

「あ、はい。その三角形ですけど、『それらを収める星が必要です』と話していて、それに対して陰おん陽みよう師じが、『それはもう用意している』って……」

　その言葉に、澪人は大きく目を見開き、口に手を当てる。

「──そうか、そういうことやったんや。こら、ほんまに大変なことや……」

　その顔は真っ青で、ただならぬ様子を感じた。

「どういうことですか？」

「かつて、この京都は『魔都』と呼ばれるほどに、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする都やったんや。それをある陰陽師が悪霊を追い出し、結界を張って、この地を清浄へと導いた──、この都を護まもらはったんです」

　おそらく、その陰陽師が、白肌に細面のあの男性なのだろう。

　小春は黙って話を聞きながら、相あい槌づちをうつ。

「その結界やけど、上賀茂神社、松まつの尾お大社、今でいうところの金きん閣かく寺と銀ぎん閣かく寺がある場所、ほんで八坂神社。この五点に五ご芒ぼう星せいの結界を張ったと言われてるんや」

『今でいうところの金閣寺、銀閣寺がある場所』と言ったのは、これら二つの寺は、平安時代にはなかったものだからなのだろう。

　その地点に、今も人気を誇る寺として存在しているというのは、あえてなのか偶然なのか。

　どちらにしろ、宇宙の計らいに違いない。

「そやけど、ほんまはそれだけやない。小春ちゃんが見たように、いくつもの三角形の結界を張り、その総仕上げが五芒星て言われてる」

　話を聞き、小春は圧倒されながら、相槌をうつ。

　脳裏に、あの陰陽師の姿が浮かんだ。

「そやけど、その結界の地点の一つ──つまりはここで、泥だらけになった巫女みこたちが怒りをあらわにしていた。それは、彼が作った見えない社やしろが崩れたということや」

　小春は、えっ、と瞬いた。

「もしかして、誰かの仕業ということですか？」

「ちゃうねん。元々、この都に張られた結界は、『千年以上持たせるのは難しいんやないか』て話はあったんや」

　どんな術も長い時間に敵かなわないということなのだろう。

　いずれ綻ほころびがくる。

　その『時』がきたということなのかもしれない。

「それじゃあ……」

　震えるように尋ねる小春に、澪人はこくりと頷うなずいた。

「──稀き代たいの天才陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいがこの京の町に張った結界が、崩れかけている、いうことです」

　強い口調で言った澪人に、小春は絶句して立ち尽くした。








第三章　涙のくずきりソーダ味。













一






　決して表舞台に立っているわけではないが、この国を護るために働く陰陽師たちは存在している。

　古くは飛鳥あすか時代に創設された『陰陽寮』の官人であり、かつて陰陽師たちは国家の機関として天文や暦、時に呪じゆ術じゆつなどを使い国を護っていた。

　昔と違って公にはなっていないが、今もやっている仕事に大差はない。

　だが、かつての『陰陽寮』とは、また形を変えた組織と化し、堅い規則に守られている。

　古くからのしがらみやしきたりも多く、それが良くも悪くもあった────。




　澪人は審神者さにわとしての二回目の会合を終えて、足取り強く長い廊下をずんずんと歩いていた。

　関西本部は、京都御ぎよ苑えん（御所）のすぐ側にあるのだが、一般には知られていない。

「澪人くん、怒ったはりますね」

　勢いよく歩く澪人の背中に、穏やかな男性の声が届いた。

　振り返ると、神主姿の初老で白髪の紳士が、愉たのしげな眼まな差ざしを見せている。

「本部長……」

　彼は、関西本部の本部長だ。

「それとも、怒ってるいうより、『イライラ』やろか？」と、また微笑む。

　現在の『陰陽寮』は、関東と関西に本部を置いている。

　西と東でそれぞれに組織を統括する『本部長』がいて、その下に祈き禱とうを主な活動とする『宮司庁』。

　調査や審判をする『審神者庁』。

　宮内庁や政治家など外部との連絡を行う『式部庁』等が存在する。

　活動している陰陽師たちは、こうした組織を『本部』と呼称し、彼らの指示に従って働いていた。

　今、澪人の目の前にいる彼は、関西の頂点に立つ人物だ。

　……にも拘かかわらず、彼は、誰に対しても柔らかな敬語を使っている。

「はい、イライラしてます。この緊急事態に、なんでこうも、いちいち足止めを喰くらわなあかんのでしょう」

　と、澪人は正直に答える。

　本部長は元々優秀な審神者であり、そんな彼に対して、口先の噓などが通用しないと分かりきっているためだ。

　とはいえ、それでも、口先の誤魔化しを行う者も少なくはないのだが……。

　澪人は、今回の会合で、この京都に安倍晴明が張った結界が崩れかけてきている、と報告をした。

　きっと、すぐさま『それは大変な事態だ』と動き出してくれるに違いないと考えていたのだが、実際はまるで違っていたのだ。

　会合に集った皆──特に式部庁の者たちは、『何かの間違いではないか』『もっと、情報や証拠を集めろ』と言い出した。

　調査を行うにも、それなりの人手が必要であることを伝え、応援を依頼するも、今は首都圏の祈禱と除霊に忙しく、人手不足で今すぐには無理だ、と言うばかり。

　それでは、自分で人を集めても良いか、と尋ねると、『上からの許可が下りるまで待ちなさい』と言われる始末。

　それでは、どうすれば良いというのか。

　彼らの様子はまるで『嫌なことを聞いた』『臭いものには、蓋ふたをしろ』という雰囲気であり、澪人は正直、愕がく然ぜんとした。

　これまで賀茂分家の下請け陰陽師として本部のために働いてきた澪人だが、直接、本部の者たちと関わったことはない。

　いつも賀茂本家を通して依頼を受けていた。

　本部には優れた陰陽師が揃っているに違いない、と澪人は信じていたためだ。

　仮にも陰陽師集団のトップが、この一大事を察することができないのか、と怒鳴りたいのを必死に堪こらえて、会議室を出たところだった。

「ほんで、いちいち、『前例がない』とか『許可が必要』とか、まるでほんまのお役所のようやね」

　澪人は腰に手を当てながら、舌打ちしたいのを堪えた。

「そうやなぁ、ほんまにかんにんやで。なんでもかんでも『上の許可が必要や』て、面倒な話やなぁ」

『上』とは、関東の本部を意味する。

　かつては、関西──京都を拠点としていたが、明治維新後は東京がこの組織の中枢となっていた。

　主上おかみのおられるところが、本拠地ということだ。

「こないなこと言いたないんやけど、この煮え切らなさはなんですか？　皆さんは、この事態が分からへんのでしょうか。僕はこれまで下っ端陰陽師として働いてきて、本部は優秀な者たちばかりが集められた精鋭部隊やて、信じてましたのに」

「ああ、それを言われると耳が痛いですなぁ。かんにんやで、澪人くん。我々本部の人間たちが優秀ていうのは、周囲に信じさせている幻想やなぁ」

「幻想て」

　あまりにストレートな物言いに、澪人はぽかんと口を開けた。

「特殊な世界やし、我々も主に世襲や。力のない者が管理職──主に式部庁に就いたはる。……現場で働いてくれはる陰陽師の能力を審神者に審査をさせておきながら、自分たちのことはおざなりや。ほんでも、これまでトラブルもなく長いこと甘い蜜みつを吸うてきたんや。そら、『結界が崩れかけてる』なんて面倒な話、受け付けへんのやろうなぁ」

「……どっかで聞くような話です。そういうの、陰陽師の世界にもあったんやね」

　澪人は呆あきれる気持ちを隠すことなく、腕を組んで大きく息を吐く。

「恥ずかしいことやね。わたしが本部長になった時には、既にそういう体質ができてて、変えようがなかったんや。ほんで特に問題なくやってこれた。それもこれも現場で動いてくれる陰陽師たち……澪人くんらが優秀だったお陰やね」

「僕らのお陰て……そないなことでいいんですか？」

　澪人は睨にらむように、本部長を見据えた。

「そら、あかん。上部が腐ることで世が乱れるのは、いつの時代も同じや。欲が絡むと、どない組織もおかしなことになってくるさかい。ほんまに情けない話や」

　本部長は、ふぅ、と息をつき、しっかりと澪人を見た。

「そやから、澪人くん、『上』の許可なんて、待つ必要あらへん」

「どういうことですか？」

「君は自分だけのチームを作り、独自に調査を進めてくれへんか。君が言うように、これは一刻を争う事態やで」

「よろしいのですか？」

「ええよ。ついでに言うと、君を審神者に推薦したのは、わたしや」

「──えっ？」

「年老いて思うように動かれへんけど、わたしも元は審神者として活躍した一人や。この京の不穏な様子にも気付いてたし、優秀な陰陽師を見極める目は、まだ曇ってへんつもりや」

　本部長はそう言って、顔をしわくちゃにして微笑む。

「……おおきに、ありがとうございます」

　澪人は深く頭を下げて、そのまま立ち去ろうとすると、本部長は手を伸ばした。

「ほんで、老婆心やけど」

「──はい」

　と、澪人は振り返る。

「今宵の会合は、自分が思うように進まへんかったやろ。今回のことだけやなく、最近なんでもやろうとしてることが躓つまずいてるとちゃいます？」

「……そうですね」

「よう覚えときや。物事を上手うまく進めるには、まずは『自ら』や。自分の問題を片付けなあかんよ。たとえば、家庭内が荒れ果ててるカウンセラーが誰かの人生相談しはるなんて失笑もんやろ。自分の心身を整えるんやで。外のことはそれからや」

　何もかも見透かすように微笑む彼を前に、澪人は言葉を詰まらせる。

「ありがとうございます。それと同じようなことを、前にも言われました」

「ほう、誰にや」

「──黒こく龍りゆう様です」

　そっと肩をすくめる澪人に、「黒龍様て」と本部長は目と口を大きく開いた。





二






　それから、一週間後の土曜日。

　小春、愛衣、由里子、朔也の四人は、上賀茂の賀茂邸に集まっていた。

　上賀茂の賀茂邸は学徳学園から徒歩圏内であり、学校では話せないことがある、と澪人に呼ばれたためだ。

「──まず、三角形の結界について、説明します」

　澪人は和室のテーブルに市内の地図を広げ、蛍光ペンを手にした。

　皆は真剣な表情で、こくりと頷うなずく。

「太子道と佐井通が交わる地点、九条通の西の端、ほんで、清水五条。この三点を線で結ぶと、綺き麗れいな三角形ができる」

　そう話しながら黄色い蛍光ペンで三角形を描いていく。

　小春、愛衣、由里子、朔也の四人はテーブルを囲み、食い入るように地図を見下ろしていた。

「これが、まず三角形の結界のひとつや」

　皆は、ほぉ、と相あい槌づちをうつ。

「ほんで、今の『御所』とかつて平安京にあった『内裏』の位置は違うてます。元々はここにありました」

　澪人はそう言って、かつて大内裏のあった場所に四角い印をつけた。

「ほんでもう一つ、重要な三角形があるんや。その三角形の点のひとつは、二条通と西にしの洞とう院いん通が交わる位置、もうひとつは同じく西洞院通と九条通が交わる位置、ほんで五条通と、今やもうない『西にし京きよう極ごく大おお路じ』といわれた通りが交わる位置、これらの点を線で結ぶと……」

　澪人は、もう一つ大きな三角形を描く。

　京都市内に描かれた大きな二つの三角形は、互い違いに重なり、綺麗な六角形の星となった。

「──へぇ、ヘキサグラムになった。ダビデの星だ」と朔也が洩もらす横で、「六ろく芒ぼう星せいだ」と愛衣が目を輝かせる。

「そうや。ほんで、今でいうところの千せん本ぼん通と九条通が交わる位置に、『羅ら城じよう門もん』があったんやけど」

　澪人は現在の京都市内の地図に、かつて『羅城門』があった場所に印をつける。

「この門を通っている道が、『朱雀すざく大路』という大通りで、今でいうところの千せん本ぼん通の辺りやね。とはいえ、かつての『朱雀大路』は今の千本通よりも、ずっと大きな通りやったようやけど」と、澪人は千本通にペン先を置き、

「ここをまっすぐ北上して、押おし小路こうじ通の少し上の辺りに、『内裏』の入口である『朱雀門』があったんや」

　まっすぐに線を引いて、その地点に四角く印をつけた。

　地図を見下ろすと、かつての大内裏の南側に、大きな六芒星の結界が張られていたことが分かり、皆は、へぇ、と相槌をうつ。
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「つまり、この六芒星の結界は、大内裏を護まもるためのものってわけね」

　なるほど、と頷く由里子に、澪人はそっと口角を上げる。

「もちろんそうやけど、内裏だけやあらしまへん。この町を護るためや。あと、もうひとつ大きな三角形の結界があります。『東ひがし京きよう極ごく大おお路じ』、これは今で言うと寺てら町まち通なんやけど、寺町通と二条通が交差する地点、ほんで西の端の『西京極大路』、ここは、今で言う西大路やね。ここと太子道が交わる付近、そして『羅城門』の三点を結ぶと、内裏の真下に綺麗な逆三角形が描かれるんや」

　澪人はオレンジの蛍光ペンで、大きな逆三角形を描いた。

「──三角形の結界はまだまだあるんやけど、大きなのはこの三つやね」

　ペンを手にしたまま上体を起こした澪人に、皆は、はぁあ、と感心の息をついた。

「すごい……」

　小春は地図を見下ろしながら、小さく零こぼす。

「うんうん、本当にすごいよ。だってさ九字だけでも結構な結界になってるってのに、この念の入れよう。さっすが平安時代のスーパーヒーローは違うねぇ」と朔也は頷き、

「由里子先輩、すごいご先祖様ですね」

　愛衣は、由里子の方を向き、笑顔を見せる。
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「……私は安倍家の流れといっても、本筋でも何でもない、ただの子孫の端くれよ。でも、そんな私でも結界の話は聞いたことがあるの。だけど三角形ではなく『五芒星の結界が張られている』という話を聞いていたわ」

「あ、それ、俺も聞いたことがあるー」

　すかさず手を挙げた朔也に、

「実は、私も。都市伝説的に知ってます」と愛衣も手を挙げた。

　小春はそんな皆の様子を見ながら、『みんな知ってるようなことなんだ』と興味深く相槌をうつ。

　自分は先日澪人に教わるまで、聞いたこともなかったからだ。

　そんな小春の横で、澪人は、「そうやね」と頷き、今度は水色の蛍光ペンを手にし、

「実はこれら三角形の結界を囲む、五芒星の結界が張られてるんや。綺麗な五芒星とちゃうんやけど」

　上賀茂神社を頂点に、松尾大社、銀閣寺、金閣寺、八坂神社と線で結んだ。

　描かれた五芒星を見下ろして皆は、おお、と声を上げた。

「これで、総仕上げってやつだ」と朔也は手を打つ。

「そうやね。そやけど千年以上の時を経て、これらの結界が崩れてきてる。ほんで、三善君が目撃したような事態になったんや」

「ねぇ、賀茂くん。他の地点も、朔也が目撃したような異常が起こってるのかしら」

　腕を組みながら尋ねる由里子に、澪人は弱ったように前髪をかき上げる。

「今、調査中なんやけど、なんや思うように進まへんねん」

「思うように進まないって、なにがですか？」

　彼の仕草に、本当に事態が難航しているであろうことを感じた小春は、少し身を乗り出した。

「ある程度の情報収集と対策を立ててからやないと、本部は受け付けてくれへん。そやから、自分で調査をせなあかんのやけど、僕は審神者さにわになったことで、いわゆる賀茂家の陰陽師チームから外れてしもて、スタッフがいいひん」

　そう、澪人はチームで仕事をしていた。

　だが、それはあくまで下請けの仕事をするチームだったのだ。

「ほんで、本部に応援を頼んだんやけど、恐ろしい人手不足やて」

「あら、本部って人手不足なの？」

　由里子が、意外そうに目を開く。

「そうや。なんで、わざわざ分家の僕が審神者に選ばれたんかが分かった。今、本部は大混乱やって」

「大混乱？」

　と、皆は声を揃える。

「日本各地で禍まが々まがしいことが起こってはるんや。特に、首都圏が大変な状態やって、全国から招集がかかってる。京都まで手が回らんと、僕にお声がかかったわけや。ほんでも陰陽稼業も、今やお役所仕事的になってて、いちいち報告をせなあかんし、許可なり指示なりが返ってきてからしか動かれへん。そやけど、その返事をもらうまでにえらい時間がかかるし、先日『もう、勝手にやってよろしいか』と、思わず強く言うてしもたくらいで」

　やれやれ、と肩を上下させる澪人に、小春は頰を引きつらせた。

「た、大変なんですね。私にできることでしたら、いくらでもお手伝いしますよ」

「おおきに、小春ちゃん。実は、今日はそれを皆にお願いしたい思うて……」

「お願いですか？」

　小春は、ぱちりと目を開く。

「ええ。僕は新たに自分のチームを作りたい思うてて」

　澪人はそう言って、皆の顔を見回した。

　その視線に、皆は「えっ」と目を丸くする。

「賀茂くん、そのチームってもしかして……」

「俺たちのことだったりして？」

　続けて尋ねる由里子と朔也に、澪人は頷うなずいた。

「はい。ここにいる皆さんに、僕のチームになってもらいたい思てました。もちろん、『もし良かったら』なんやけど」

　その話を聞いて、すぐに愛衣が肩をすくめて、片手を上げる。

「あの、澪人さん、『ここにいる皆さんに』だなんて、私に気を遣ってもらわなくてもいいですよ。私には特別な力なんてないですし。小春と由里子先輩と朔也くんだけを仲間にしたい、って言ってもらっても、私は全然……」

「それはちゃいます、愛衣さん」

「えっ？」

「あなたは自分では気付いてないだけで、人よりも優れた力を持ってますし」

「私が？　どんな力ですか？」

　思わぬ言葉に、愛衣は声を上ずらせる。

「雑多な情報の中から、真実や大切なものを見付け出す第六感です」

　そう言った澪人に、愛衣よりも小春が「ああ」と納得して手を打った。

「愛衣はたしかにそういうところがあります」

　かつて『神の先遣り』の情報を最初に教えてくれたのは愛衣であり、修行に行こうと『空くう也やの滝』に連れて行ってくれたのも彼女だった。

　気付いていなかったけれど、自分はどれだけ愛衣からヒントをもらってきたのだろう、と小春は大きく頷く。

　そして澪人は本当に、『その人の能力を察する力』に長たけているのだろう。

　それは、まさに審判を行う審神者の適性に違いない。

「そ、そうなのかな」

　自分ではまったく分からない、と苦笑する愛衣に、

「あなたは亡くなったお母さんを含め、ご先祖様のご加護を強く受けて、人にはない勘があります。自信を持ってください」

　その言葉に、愛衣はとても嬉うれしそうに頰を赤らめた。

「いやー、愛衣ちゃん、良かったね」

「う、うん。不思議好きとしては感無量。どうしよう、嬉しすぎる」

　愛衣はそう言って、目を潤ませた。

「うー、愛衣ちゃん、可愛いなぁ」

　朔也が、愛衣の肩に手を回しかけたその時、

「三善君」

　澪人にぴしゃりと声を掛けられて、朔也は、また自分の軽薄さを怒られるのではと、慌てて手を引っ込める。

「ふぁい。なんでしょう、賀茂くん」

「あなたは、自らの力の気配を完全に消しながら、悪しきものを一瞬で滅することができる稀け有うで強い力を持ったお人です」

「えっ、ありがとう。賀茂くん」

「ほんで、安倍君」と澪人は由里子に顔を向ける。

「はい」

「あなたは、彼かのお方の末まつ裔えいであり、未知数の力を感じさせます」

「……ありがとう」

　由里子は冷静な表情のまま、耳を赤くさせて会釈する。

　澪人は最後に、隣に座る小春を見た。

「ほんで、小春ちゃん」

「は、はい」

「あなたは『想い』を受け取り浄化に導ける、とても強くて優しい癒いやしの力を持った方です」

「……あ、ありがとうございます」

　澪人の言葉は、とても嬉しかった。

　──強くて優しい癒しの力。

「僕は、ここにいるあなたがたの力をお借りしたいと思うてます。どうか僕の仲間、チームになってくれへんやろか」

　お願いします、と澪人は深く頭を下げた。

　そんな彼を前に、朔也と由里子と愛衣の三人は戸惑いから、互いに顔を見合わせる。

　だが、小春だけは澪人を見たまま、大きく頷いた。

「私はもちろんです。最初に言った通り、私で良かったら力になりたいです」

「……小春ちゃん」

　小春の迷いのない返事を皮切りに、

「わ、私もです。私なんかで良ければ、ぜひ！」

「私もいいわよ。嬉しいわ」

　続いて、愛衣と由里子が、手を挙げる。

「もちろん俺もＯＫだよ。賀茂くんのチームに入れたなんて知ったら、うちの親族は小躍りして喜びそうだよ」

　朔也は、手だけで小躍りして、いたずらっぽく笑う。

　皆を前に、澪人は口くち許もとを綻ほころばせた。

「ほんまにおおきにありがとうございます」

「よし、それじゃあ、賀茂くん、景気づけに円陣を組もうよ。手を出して」

　そう言った朔也に、澪人は微笑んで、手の甲をスッと差し出す。

　次に由里子、愛衣、朔也、最後に小春と時計回りに手の甲を重ねていった。

　皆の手が重なり、掛け声を掛けようとした時、小春の手の甲の上に、もふっ、とした、ぬいぐるみのような白い手が乗った。

　えっ？　と皆で瞬くと、そこには誰よりも真剣な顔で手を伸ばしている真っ白な狐神の姿があり、

「コウメちゃん！」

　小春はいつの間にか、自分と澪人の間にいたコウメに目を向ける。

「もふもふ様！」

　由里子が頰を赤らめる横で、愛衣は「み、見えない、見たい」と懸命に眉み間けんに力を入れ、一方の朔也はバツが悪そうに目をそらす。

「……力になってくれはるんですか？」

　静かに問うた澪人に、コウメはまん丸の目をきりりとさせて、強く頷く。

「そら、ほんまに心強いです。よろしくお願いいたします」

「ありがとう、コウメちゃん」

　小春の言葉に、コウメは嬉しそうに尾を振る。

「ほんなら、あらためて。──よろしくお願いします」

「おーっ」

　皆で掛け声を上げて、手を離し、あははと笑った。

「それで、どんなことをすれば良いのかしら」

　由里子がすぐに本題に入ろうとした時、とんとん、と襖ふすま横の柱を軽くノックする音が響いた。

「──ああ、兄さんやな。どうぞ」

　澪人が声を掛けると、スッ、と襖が開き、和人が姿を現した。

　茶菓子が載ったトレイを手に、いつものように優しげな笑みを浮かべている。

「皆さん、いらっしゃい。澪人の兄の和人といいます。そろそろ、お茶のおかわりが欲しいんじゃないかと思って」

「和人さん、こんにちは。手伝いますよ」

　小春はすぐに立ち上がり、和人の許もとに向かった。

「ああ、小春さん、ありがとう」

「いえいえ」

　小春はトレイから、菓子器や湯ゆ吞のみを取り、テーブルの中心に置いていく。

　菓子器には袋に『嵯さ峨が乃の焼やき』と記された煎せん餅べいが入っていた。

「わっ、お煎餅ですか？」

「そうなんだ。小お倉ぐら山さん荘そうというお店のものなんだけど、ここの『嵯峨乃焼』がお気に入りで」

「私もお煎餅大好きなんで嬉しいです」

「甘いものも良いけど、たまにしょっぱいものも食べたくなるよね」

「はい、本当に」

　ふふふと笑い合う小春と和人の姿に、皆は「へぇ」と目を輝かせた。

　和人は手際よくお茶を淹いれると、

「それでは、皆さん、ごゆっくり」

　笑顔のまま、再び部屋を出て行った。

「あっ、このお煎餅、本当に美味おいしい」

「甘さとしょっぱさが絶妙ね」

　皆で煎餅を食べつつ、お茶を飲みながら、

「そういえば、小春。澪人さんのお兄さんと仲がいいんだね」

　知らなかった、という様子で言う愛衣に、小春は、ぱちりと目を開いた。

「えっ、そうかな、普通だよ」

「あら、そうかしら。とても親しげだったわ」と由里子が身を乗り出す。

「うんうん、コハちゃんファンの俺としては悔しいけど、ほんわかカップルって感じでお似合いに見えたしねぇ。だけど、驚いた。賀茂くんのお兄さんって、賀茂くんと全然似てないんだね」

　朔也は意外そうに言って、澪人に目を向ける。

「よう言われます」

　と澪人は簡単に答えてお茶を口に運ぶ。

　すると、小春は首を傾げた。

「そうですか？　私は、よく似てると思います」

　その言葉に、澪人は「えっ」と瞬いた。

「似てるて思うんや？」

「はい。一見まるで違うようだけど、よく似てますよ。特に笑顔とかそっくり。和人さんも素敵な人ですよね」

　そう言って、はにかんだように微笑む小春に、澪人は絶句した。

　そのまま凍り付いたように動かない澪人の様子を見て、朔也は「んん？」と眉まゆ根ねを寄せる。

「……賀茂くん、なんか固まってるけど、どしたの？」

　澪人は「あ、いや」と我に返ったように顔を伏せ、

「なんでもあらへん。そや、お茶のおかわりを……」と立ち上がろうとした。

「いや、今お兄さんが、玉露を淹れてくれたばかりだよね？」

「そうや、そやったね」

　そう言って湯吞を手に、ぐいっとお茶を飲み、「熱っ」と口に手を当てて、ごほごほとむせた。

「れ、澪人さん、大丈夫ですか？　火傷やけどしてませんか？」

　小春は、慌てておしぼりを差し出す。

「おおきに。これは玉露やし熱々とちゃうから、大丈夫や。かんにん。なんや、ちょっとびっくりして」

「え、お兄さんと自分が似てるって言われたことに、そんなにビックリする？　まぁ、確かに似てるとは思わないけどさぁ」

　ぺらぺらと話す朔也に、澪人は黙って一いち瞥べつをくれる。

　朔也はびくんと肩を震わせて、押し黙った。

「えっと、ほんなら」

　澪人は小さく咳せき払ばらいをし、座り直した。

「話を戻しまして、これからやってほしいことを説明します」

　皆はすぐに切り替えて、「はい」と姿勢を正す。

「みんなバラバラになって、五芒星の結界の地点に行って、とりあえずの応急処置をする手伝いをしてほしいんや」

　澪人は、上賀茂神社、銀閣寺、八坂神社、松尾大社、金閣寺を指しながら言う。

「どうすれば良いんですか？」

「これら五芒星の地点に行って、祈き禱とうをしてほしいのや。そのやり方の説明の前に、まず五芒星について知ってほしいんやけど」

　澪人はそう言って、ペンを手にし、五芒星を描く。

「頂点から向かって右下へと描くのが『解放』で、その逆が『封印』を意味します。そやけど、京の結界の補強は、そのどちらも当てはまらへん。『五ご行ぎよう』の『相そう生せい』の方向、つまり時計回りの順番にまわってほしいんや。

　上賀茂神社、銀閣寺、八坂神社、松尾大社、金閣寺、そして上賀茂神社に戻ってくる順やね」
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　そう言って、五芒星の頂点にペン先を当てて、時計回りに円を描いた。

「五行の相生って……？」

　聞き難にくさを感じながらも小春が小声で尋ねると、澪人は「ああ」と頷うなずく。

「五行は、木、火、土、金、水に表わされます。五芒星の頂点が『木』で時計回りに『火』『土』『金』『水』となります」

　澪人は、そのまま五行について説明をしてくれた。

『解放』を意味する頂点から右下へと描く場合、

　木は土に剋か（勝）ち（木は土から養分を吸い）、

　土は水に剋ち（土は水をせき止め）、

　水は火に剋ち（水は火を消し）、

　火は金に剋ち（火は金属を溶かし）、

　金は木に剋つ（金属は木を切る）。
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　──これが『五行の相そう剋こく』であり、右記の図のように星の外周を時計回りで辿たどると、

　木は火を生じ（木は燃えて火を生み）、

　火は土を生じ（火は灰となって土になり）、

　土は金を生じ（土は年月かけて金属を作り）、

　金は水を生じ（金属は冷えて水滴を作り）、

　水は木を生かす（水は木を育はぐくむ）。

　これが、各々を生かす、『五行の相生』となる。

　澪人は五芒星を指しながら、説明をし、

「僕らでは時間稼ぎしかできひん。それでも同じ日にそないに時間を空けず、リレーのように『五行の相生』の順番で祈禱をしたら、京の結界をほんの少しでも補強できるて思う。お願いできるやろか」

　そう言って強い眼まな差ざしを見せる澪人に、皆は「はい」と声を揃えた。





三






　暦は五月を迎え、大型連休となっていた。

　小春は東京の実家に帰るわけではなく、京都に留とどまり、二階の居間で扇風機の風にあたりながら澪人からもらっていた書類を目にしていた。

　澪人の作戦はこうだった。

　決行は、連休が終わった後の休日の早朝。

　澪人が上賀茂神社、愛衣が銀閣寺、小春が八坂神社、朔也が松尾大社、由里子が金閣寺に待機し、教えられた祈禱を澪人から順に行っていく。

　祈禱を終えたら、すぐに連絡をし、次の者が行うというもの。

『京の結界の補強』と聞くと、もっと大層なものを想像したのだが、意外とこんなものなのだな……。

　小春は、居間のちゃぶ台の前に座った状態で、祈禱の仕方が書かれた説明書を眺めながら、ぼんやりとそんなことを思う。

　澪人が言うには、特別な力がない人でも、『相生』の順に回ってお詣まいりをするだけで、結界の強化につながるそうだ。

『それじゃあ、うんとたくさんの人が上賀茂、銀閣寺、八坂と時計回りにまわったら、より強くなっていくということですか？』

　そう尋ねた小春に、澪人は『そうやね。そやけど、そんなまわり方をしてくれる人はなかなか』と苦笑していた。

　それはそうだろう。

　上賀茂神社から銀閣寺、次に八坂神社とは、なかなか回らない。

　洛らく北ほくは洛北、洛らく東とうは洛東と、エリアを絞る方が、まわりやすいからだ。

　居間の扇風機が、ぐるぐると首を回す中、風鈴がちりん、と音を立てた。

　もうすぐ、休憩時間も終わりだ。

　連休とはいえ、小春は休日もなく店番に勤いそしんでいる。

　今は昼の休憩時間であり、自分で作ったそうめんを食べ終え、一息ついているところだった。

　五月の京都は、時として夏のように暑くなる日がある。

　今日はまさにそうだった。

　暑い。

　……そして、どうしよう、と小春は頰ほお杖づえをつく。

　今胸を占めているのは、結界のことだけではなかった。

「なに、ぼんやりしてるんだよ」

　頭上から声がして、小春はゆっくりと顔を上げる。

　宗次朗がこちらを見下ろしていた。

　頭に白い手て拭ぬぐいを巻き、白の調理着を纏まとった職人姿だ。

　手には、志し津づ屋やの『カルネ』というパンを持っていて、彼も今休憩していることが分かった。

「これ……」

　小春は、すっ、と澪人からもらった紙を差し出す。

　社寺を詣る順番と、祝詞のりとがふりがなつきで書かれていた。

「──五行の相生の順か」

　すぐに理解する宗次朗に、小春は『さすが』とつぶやく。

「うん、宗次朗さんも知ってるんだね。かの高名な陰おん陽みよう師じが張った結界が崩れかけていて、その補強をするのにお手伝いをするの」

　口にするとさらに大層なことのように感じ、そんなことに自分が関わっているなんて、と小春は決まりの悪さに肩をすくめた。

「へぇ、ついにお前も『チーム澪人』の一員か」

「チーム澪人って」

「まっ、いずれそうなる気がしてたけどな」

「そうだったの？　いつから？」と小春はぱちりと目を開く。

「お前が京都に来た日、あいつが会いに来てただろ。そん時から、『こいつ、チームに勧誘しに来やがった』と思ってたんだよ」

「えっ、そんな前から？」

「おう」

「早すぎだよ、宗次朗さん」

　小春は思わず、ぷっと笑う。

「にしても、崩れかけた結界か……。そりゃ変な事件も多発するわけだな」

　納得、と宗次朗は頷いて、パンをすべて口に運んだ。

　結界が崩れることで、世の中が不穏になってくる。

　やはり、そういうものなのだろう、と小春は苦い気持ちで相あい槌づちをうつ。

「そうか、それで澪人は突然、審神者に選ばれたわけだな。あいつはいつも、いいように使われまくってるなぁ」

　宗次朗は愉たのしげに、くっくと笑う。

「いいように、って。組織にってこと？」

「いや、神々というか、天命にだよ。あいつはいつも翻ほん弄ろうされまくってるなって」

「…………」

　たしかに、澪人は数奇な運命に翻弄されながら、生きながらえてきたように思える。

「まぁ、がんばれよ、澪たん。ここにはいないけど」

「『がんばれよ』って、まるで他人ひと事ごとみたいに。結界がなくなって、この町が荒れ果てたら他人事じゃなくなるんだよ」

「それは、もちろんそうだな。でも俺はいつだって、自分にできることをするまでだ」

　すぐにそう返す宗次朗に、小春はぐっと言葉を詰まらせた。

　宗次朗はいつだって、ぶれることはない。

「天命に翻弄されまくってる澪人だけど、あいつはちゃんと自分の出来ることを最大限に努力している。それはえらいと思うし、そのうち、あいつにもいいことあるだろ。あいつが素直になれば、の話だけどな」

「素直に？」

　小春が首を傾げると、宗次朗は「ま、それより」と書類をちゃぶ台の上に置いた。

「お前が浮かない顔をしてるのは、結界云うん々ぬんを心配してのことなのか？」

「それもあるけど。それだけじゃなくて……」

「なんだよ？」

「……宗次朗さん、聞いてもいい？」

「うん？」

「人として好きだけど恋愛感情は特にない異性に、デートっぽいものに誘われたら、どうしたら良いと思う？　ちなみにデートというほどデートなわけじゃなくて」

　小春は、もじもじしながら尋ねる。

　先日、上賀茂の賀茂邸を出る時に、和人に声を掛けられたのだ。

『小春さん、今もふもふな動物のドキュメンタリー映画が上映されてるの知ってますか？』──と。

　そこで小春は、『知ってます。すごく綺き麗れいな映像美と、もふもふの動物たちがとても可愛いって評判の映画ですよね。観たいと思ってるんです』と大きく頷うなずいた。

『実は、チケット二枚もらったんです、一緒に行きませんか？』

　和人に誘われて、小春は『あ、え、ええ、はい』と、ぎこちなく返事をしたのだ。

　小春はそのことを宗次朗に説明し、息をついた。

「……こういうわけなの。宗次朗さんだったら行く？」

「観に行きたい映画なら行くし、興味のない映画なら行かねぇ」

「映画は観たいと思ってた」

　実際にその前に愛衣を誘っていたのだが、『動物のドキュメンタリー系って、絶対寝ちゃうから』と断られたのだ。

「なら行けよ」

「でも、これ、デートだよね？」

「受け取り方じゃねぇの？」

　と、宗次朗は腕を組んで、首を捻ひねる。

「そうかな」

「映画はさておき、そいつといるのが苦痛なら行かないし、楽しいなら行けよ」

「楽しいかどうか分からないけど、和人さんのことは嫌いじゃないよ。全然緊張しないし、優しいし」

「なら行けよ」

「……うん」

　小春は弱ったように目を伏せる。

「煮え切らねぇな。そんなに気乗りしねぇならやめろよ」

　宗次朗は、お手上げのポーズを取った。

「そうなんだけど……。宗次朗さん、私ね、澪人さんのことが好きなの……」

　ぽつりと零こぼす小春に、宗次朗は何も言わずに、次の言葉を待つ。

「だけど、フラれちゃって。その後に、和人さんとお話しすることが多くなってね……。和人さんと私、前世で関わりがあったようなのね。もしかしたら澪人さんにフラれたのは、和人さんとの縁を結ぶためなのかな、って思うこともあって」

　独り言のように言う小春に、宗次朗は、やれやれ、と肩を上下させた。

「お前は本気で縁を感じるのか？」

「──分からないの。前世の夢をよく見ていたんだけど、いつも途中までで、その先を見たいと思うのに、心のどこかで怖がってる気がして。ストッパーがかかってるというか……」

　小春は膝ひざを抱えるように座り、大きく息をつく。

「前世はさておき今はどうなんだ？　大事なのは過去じゃなく今だろ？　澪人にフラれた今、どうしたいと思ってるんだ？」

　突っ込んで問われて、小春は苦笑した。

「もし、私が自分の友達だったら、たとえば愛衣の立場だったら、『小春には澪人さんは合ってないよ。和人さんはとても良い人だし、二人はお似合いだと思う。デートに行ってきなよ』って言うと思うの」

「あー、まぁな」

　たしかに、と宗次朗は頭をかいた。

「だけどね……」

　ぽろり、と一筋の涙が、小春の頰を伝う。

「澪人さんが好きなの。なんかもう、理屈じゃなくて。フラれてるのに自分でもしつこいって思うのに、どこかで『この気持ちを大切にしたい』って思ってる」

　涙を流し、小春は、うっ、と嗚お咽えつを洩もらす。

　こんなことを突然打ち明けられた宗次朗は、迷惑に違いない。

　小春が懸命に涙を拭ぬぐっていると、ちゃぶ台の上に、とんっ、と何かが置かれた音がした。

　目を開けると、小さな金魚鉢の中に、水色の液体。

　そして赤い魚が入っている。

「……金魚？」

「水色のは、ソーダの葛くず切きりで、金魚はアイスだ。夏に向けての試作品だな」

　金魚鉢の器も可愛らしく、まるでオブジェのようだ。

「すごく、可愛いね……」

　小春は、鼻をずずっとすすりながらも、笑みを見せる。

「まぁ、食ってみろよ」

　宗次朗は、小春の前に箸はしを置いた。

「お箸で食べるんだね。……いただきます」

　小春は箸で、葛切りをすくう。

　きらきらと光る水色の葛切りはとても美しく、透明感があった。

　つるりと口の中に入ると、ソーダの清涼感が広がる。

　赤い金魚は、梅風味のアイスで冷たさと甘酸っぱさがあり、

「──これ、たまらないっ」

　小春は痺しびれるように目を瞑つぶった。

　宗次朗は「だろ」と得意げに微笑む。

　頭の先まですっきりして、もやもやとした気持ちが晴れていくようだ。

　喉のどごしも良く、つるつると止まらなくなる。

「ああ、美味おいしかった」

　そして、すっきりできた、と心の中でつぶやく。

『美味しいものは心を救う』というのは、宗次朗がよく言っている言葉だが、まさにその通りだ。

　暗い気持ちを引っ張り上げてくれる力がある。

　今後も、人生において、どうしようもなく落ち込んでしまった時は、無理してでも最高に美味しいものを食べるようにしよう。

　小春は密ひそかにそんなことを決意しながら、「ご馳ち走そう様さまでした」と手を合わせた。

「小春、もやもやする時は、とりあえず寝ることだな」

「ね、寝る？」

「ああ、どんなことも、睡眠に勝る治療はねぇよ。ばーさんには伝えといてやるから、少し昼寝しろ」

　宗次朗は、ぽんっ、と小春の背中を叩たたき、そのまま一階へと降りて行った。

　おそらく吉乃に伝えに行ってくれたのだろう。

　思えば最近、勉強に陰おん陽みよう師じ関係のことに、恋愛にとあれこれ考えすぎて、頭がとても疲れている気がする。

「……うん。お言葉に甘えさせてもらおうかな」

　食器を片付けて、小春は自分の部屋へと向かう。

　部屋の中が蒸して暑くなっていたら嫌だな、と懸念したが、窓を全開にしていたこともあり、心地よい風が入ってきていた。

　これなら、気持ちよく眠れそうだ。

　ベッドに横になって、天井を仰ぐ。

　首に下げていたクリスタルがベッドで横になったことで枕に落ちて、

「あ、つけっぱなしだった」と、ネックレスを外した。

　これは、澪人からもらった誕生日プレゼントだ。

　ずっと見ていても飽きないほどに、とても美しい。

　クリスタルを持ち、ジッと眺めていると、ふと、若宮の言葉が頭を過よぎった。

『どうか迷われることがないよう、自分の心に正直でいてくださいね』

　その後、彼は、すべての良いことは、自分が自分で或あることから生まれてくる、といったことを教えてくれた。

　自分が自分で或ること。

　それには、自分を知ることが必要なのだろう。

　どこか、胸につかえてるもどかしさが、知らず知らずに自分自身を封じているのかもしれない。

「……そうだ、『解除』だ」

　五芒星の『解除』の描き方を思い起こし、小春は目を瞑る。

　脳裏に、ゆっくりと五芒星を描いていく。

　頂点から、向かって右下、左上、右、左下、そして頂点。

　頭に描いた五芒星は、眩まぶしい光となって散った気がした。




　──りん、と鈴の音がする。




　体がどこまでも落ちていく感覚に襲われる。

　だが、恐ろしくはない。

　この時を待っていたのだから。

　──ようやく自分は、『あの頃を知る』、その権利を得たのだから。

　小春は夢うつつにそう思い、手の中のクリスタルをそっと握った。








第四章　水晶の想い。













一






　宗次朗は、ぎしり、と軋きしむ階段をゆっくりと下りて、一階店舗へと向かう。

　しかし今の子は揃って面倒くせぇな、と首を回しながら暖簾のれんをくぐり、店に顔を出した。

「ばーさん、小春に昼寝を勧めたから、手伝いが必要だったら俺に声を掛けろよ」

　木製カウンターに向かってそう声を掛ける。

　するといつものように、

「分かったえ。ほんで、ばーさん、言わんときよし」という声が返ってきた。

　同時に「相変わらずな母子やねぇ」という弥生やよいの笑い声も届き、宗次朗は「おっ」と目を開く。

「弥生さんも来てたんだな。いらっしゃい」

「こんにちは、お邪魔してます。宗ちゃん、相変わらず男前やね」

　弥生は、宗次朗の腕を軽く叩き、むふふ、と笑う。

　彼女は西にし村むら弥生といって、近所の漬物屋のおかみさんであり、吉乃が祇園に嫁いだ頃からの古い友人だ。

　吉乃と弥生はカウンターを挟んで、談笑していたようだ。

　連休中ということで、店内に客は多かったが、『見て回っているだけ』という雰囲気であり、店でおばあさんたちがお喋しやべりしていることなど気にも留めていない様子だ。

　そんな吉乃と弥生の手元には、雑誌があった。

　まるで美容室のように、何冊も積み上げて、広げている。

　普段二人が雑誌を読んでいる姿など見たことがなかった宗次朗は、意外そうな目を向ける。

「一体何を読んで……」

　言いかけて、宗次朗は一いつ旦たん口を閉じた。

　二人が手にしているのは、二十代向けのファッション雑誌であり、

「……若作りもいいけど、ほどほどにな」

　露骨に『嫌なものを見た』という顔をする宗次朗に、弥生は吹き出し、吉乃は肩をすくめる。

「ちゃうで。私らが見てたのはこれや」と、雑誌をかざす。

『特集・杏奈に聞く！』

　ファッション雑誌の表紙を飾るのは杏奈であり、続いて弥生が他の雑誌のページをめくった。

「ほんで、こっちもや」と、弥生は見開きページを開いた。

『杏奈──可愛くてカッコいい女性──』

　そんな大きな見出しと共に、杏奈の屈託ない笑顔が誌面いっぱいに広がっていた。

　宗次朗は、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

「なんやの、その気の抜けた声は」

「いや、コメントのしようがねぇだろ」

「あるやろ。杏あんちゃん、ほんま綺き麗れいやで」

　吉乃は雑誌に目を落として、嬉うれしそうに微笑む。

「ほんまや。ほんでな、宗ちゃん。私がここに来たのはな、吉乃さんと一緒にテレビ観よ、思うて」

「テレビ？」

「これから、杏奈ちゃんがトーク番組に出演するんやで」

　弥生が、ずいっ、と身を乗り出す。

「って、あかん。もう始まってる時間や」

　店内に客がいることを配慮して、カウンター内の小さなテレビをつけた。

　パッ、と杏奈が映ったことで、吉乃と弥生は「わっ」と手を取り合う。

　すぐに、画面は女性ＭＣに変わり、二人は胸に手を当てる。

「あかん、心臓に悪い」

「ほんまや。緊張する」

　宗次朗はそんな二人を見下ろして、微かすかに笑いつつ、真剣な眼まな差ざしで画面を見る。

『今日はシンデレラガールと話題になり、一時、誤解からスキャンダルとなって炎上したものの、会見でその火を一瞬にして吹き消し、今や女性を中心に人気急上昇中、いえ、爆発中のモデルで女優の杏奈さんに来ていただきました。杏奈さん、はじめまして』と、ＭＣの女性が頭を下げる。

『はじめまして』

『映画の撮影がスタートしているそうですね。杏奈さんはこれまで、モデルとしての活動を主にされていましたが、今回、女優デビュー、そして主演。お気持ちなどを聞かせていただけると』

『今まで私は漠然と〝芸能界で活動をしたい〟と思っていましたが、自分が何をやりたいのか、つかめていなかったんです。ですが、今回映画のお仕事をいただきまして、演じて、自己表現できることが本当に嬉しく、まだまだの新人ですが、自分がやっていきたいことはこれだと思えたんです』

『それでは、モデルではなく、女優に転身ということでしょうか』

『どんなお仕事もいただけるのでしたら、がんばりたいと思っています。モデルのお仕事も好きです。ですが、女優のお仕事を積極的にがんばっていきたいと思いました』

　目をきらきらさせて語る杏奈の姿に、吉乃と弥生は、うっとりと目を細める。

「杏ちゃん、綺麗や」

「ほんまやね」

　一ひと皮かわ剝むけた杏奈は、まるで覆っていた薄雲がなくなった太陽のように輝いていた。

　宗次朗は腕を組んだ状態で、そんな杏奈を画面越しに見詰めながら口くち許もとを綻ほころばせる。

『それにしても、杏奈さんの髪、本当お綺麗ですよね。お手入れはどうされているんですか？』

　そのトーク番組は、主に化粧品会社がスポンサーになっているもので、美容に関する話題が多い。

　少しの間、髪や肌の手入れの話題になり、

『杏奈さんといえば、あの会見での発言が話題になりましたよね』

　おそらく、番組としてはこれが本題であろう話題に移る。

『お恥ずかしいです』

『いえいえ、私たちはみんな驚いたんですよね。杏奈さんみたいにお美しい方が、と。それでは、今もお付き合いをしている方はいらっしゃらないんですよね？』

『はい。でも、恋はしてます』

　きっぱりと言う杏奈に、ＭＣは、ぱちりと目を開く。

『恋は、されてるんですね。それは同じ業界の方なんですか？』

『いえ、一般の方で、私の地元の京都で和菓子職人をしているんですよ。いつかこの人に好きになってもらおうと、日々自分磨きをがんばってます！』

　杏奈はそう言って、拳こぶしを握り締める。

　ＭＣは圧倒されながらも、目を輝かせた。

『素敵ですね。ですが、そんなこと言ってしまって大丈夫ですか？』

『はい。だって私は、男の子に夢を抱いていただけるようなアイドルではないですし。そもそも、そういうタイプじゃないんです。昔から男受けが悪くて』

　肩を下げる杏奈に、ＭＣは思わず『分かります』と笑う。

『あ、ごめんなさい。でも、杏奈さんって男性には近寄りがたいタイプで、同性に憧あこがれられそうなタイプですよね』

『憧れてもらえたら嬉しいんですが、〝できる女〟というわけでもないので』

　杏奈とＭＣは顔を見合わせて笑い合い、

『その杏奈さんの好きな方は、この番組を観てくれているでしょうか？』

『うーん、どうでしょう。仕事していると思います』

『でも、せっかくですから、その好きな方に一言』

　その言葉に、杏奈は『はい』と頷うなずき、

『宗ちゃーん、今度、撮影で京都に行くから、その時ちょっとは時間取れそうだから、もし良かったらデートしてねーっ！』

　大きな声でそう言って、ぶんぶんと手を振る。

　吉乃と弥生は押し黙ったまま、宗次朗を見上げた。

　宗次朗は、やれやれ、と肩を上下させ、何も言わずに二階へと上がっていく。

　その背中を見送りながら、吉乃と弥生は、ぷっ、と笑った。




　宗次朗が二階の廚ちゆう房ぼうにつくと、スマホの通知ランプが点灯している。

『午後一時のトーク番組に出るから、もし良かったら観てね。もしカットされてなかったら、宗ちゃん、びっくりするかも？』

　それは、杏奈からのメッセージだった。

「そっか、あれは収録だよな」

　宗次朗はスマホを手にするなり、躊ちゆう躇ちよすることなく杏奈に電話を掛ける。

　少しの発信音の後、電話は繫つながった。

『わっ、わわっ、宗ちゃん、ビックリした。今、丁度休憩に入ったところなの。もしかしてテレビ観たのかな』

　杏奈が、明らかに動揺した声を上げている。

「いいぜ」

『えっ、なにが？』

「デートだよ。一日……無理だったら、半日でも。時間取れるならデートしようか」

『────っ』

　電話の向こうで杏奈が絶句しているのが分かり、宗次朗は何も言わずに返事を待った。

『う、うん、うん！　うんうんうん』

　少しの間の後、勢いよく答える杏奈に、宗次朗はぷっと笑う。

「何回、『うん』って言うんだよ」

『だ、だって嬉しくて。大体、宗ちゃんの方から電話をくれること自体、私にとっては大ニュースなんだよ？』

「そうだったか？」

『そうだよ！　あー、テレビで思い切って言って良かった』

「……テレビで、あんなこと言って、事務所に怒られないのか？」

『いいの』と、杏奈は言い切る。

『もし怒られても、私は私のまま、この世界でがんばるって決めたから』

　杏奈の迷いのない声に、宗次朗は「そっか」と笑った。





二






　自分の部屋のベッドで、眠りについた小春は、自分が夢の中に落ちていくのを感じていた。

　ぎゅっと握り締めた六角柱のクリスタルが、手の中で球体になっていく感覚がある。

　その水晶玉は、小春の手から、玉椿の掌てのひらの中へと移っていく。

　同時に『あの頃の景色』が広がっていった。

　空も、木々の緑も、今よりも色が濃く、鮮やかに美しい。

　狸やうさぎが野を駆けていく。

　そんな様子を、まるで上空から眺めるように見ていた。

　やがて、古びているが、手入れの行き届いた屋敷が見えてくる。

　笑い声も聞こえてきていた。

　ああ、そうだ。

　父である主上おかみから、久々に山荘に贈り物が届き、母も祖母もとても喜んでいた時のことだ。

　そう思った瞬間、意識は山荘の中に吸い込まれ、気が付くと自分は玉椿の中に入っていた。

　小さな掌に、水晶の玉が載っている。

『……綺き麗れい』

　目を輝かせる玉椿に、母が『ええ』と微笑んだ。

『これは、お父様から、あなたに、とのことですよ』

　母は、幼い玉椿の手を包むようにしてそう言う。

『わたしに？』

　玉椿はあらためて、虹にじ色いろに反射する透明の球体の中を覗のぞく。

『これはガラス玉ですか？』

『それはガラスではなく石、水晶玉ですよ。光を集めてあなたの運となり、光を反射して、周囲の人たちに幸せを分けるものですよ。あなたの御守にと……』

『良かったですねぇ、玉椿』

　母と祖母が微笑んでそう言う。

『はい、ありがとうございます。とても嬉うれしいです。お母様、今から、この石に光を集めてきてもよろしいでしょうか』

『ええ、いってらっしゃい』

『あまりお転婆はいけませんよ』

　はい、と頷いて、玉椿は屋敷を出た。

　新緑の季節、おたぎ山の麓ふもとの空気は、清涼感に満ちている。

　心地よさに目を細めて、軽い足取りでいつもの滝へと向かう。

　滝の水しぶきを浴びた新緑が艶つややかに輝いていた。

　玉椿は、懐から水晶玉を取り出して、陽の光にかざす。

　母の言う通り水晶は光を受け、虹色に反射していた。

『本当に……なんて綺麗なの』

　玉椿がうっとりと目を細めていると、

『──これは、姫。今日はここで、何をされているのですか』

　背後から声がした。

　振り返ると、神主姿の初老の男性が柔らかな笑みを湛たたえていた。

『主様』

　彼は、時折ここに現われては玉椿に優しい声を掛けてくれている。

　一度名前を聞いたが、『ここを管理している主で、名前などありません』と、冗談めかして返すだけ。

　その為、玉椿は彼のことを、『主様』と呼び、彼は玉椿のことを『姫』と呼んでいた。

『お父様からいただいたのです。美しいでしょう』

　玉椿は跳ねるように彼の許もとに向かい、水晶玉を差し出す。

　彼はそれをそっと受け取って、中をジッと覗いた。

『水晶ですか。これは良いものですね。どうして陽の光に当てていたのですか？』

『お母様が仰おつしやったのです。〝光を集めてあなたの運となり、光を反射して、周囲の人たちに幸せを分けるものですよ〟と。ですので、うんと光を集めて、お母様とお祖母ばあ様にたくさん幸せになってもらいたいのです』

　目を輝かせて言う玉椿に、主はその顔を皺しわくちゃにして、嬉しそうに微笑む。

『姫は相変わらず、お優しいですなぁ。いつもご自分を差し置いて、家族のことを思いやっておられる』

『ですが、お母様が嬉しそうだと、私も嬉しくなるのですよ。差し置いてはいないと思うのです』

『ふむふむ、それも真理ですな』

『でしょう？』

　玉椿と主は、ふふふ、と微笑み合う。

『お母様も、最近は咳せき込んでばかりおられて心配なのです。今日は久しぶりにお父様からの贈り物が届きまして、本当に嬉しそうにされて……』

　玉椿が俯うつむくと、主は切なそうに目を細めた。

『申し訳ないなぁ、姫。わたくしも祈き禱とうをしているのですが……』

　天命ばかりは……、と零こぼす主に、玉椿は『えっ？』と首を傾げる。

『いえ、それでは、わたしも姫と姫の大切な人のために、ここに光を集めるお手伝いをしましょう』

　主はそう言って、天に向かい水晶をかざす。

　その時、玉椿はとても不思議なものを見たような気がした。

　太陽の光、木々が持つ輝き、花の美しさ、滝の力強さ、そうしたものが渦となって水晶に吸い込まれていった気がしたのだ。

『？』

　気のせいだろうか、と玉椿は目をこする。

『これで良いでしょう。どうぞ、姫』

　主はそう言って、玉椿に水晶を返した。

『主様、ありがとうございます。大切にします』

　玉椿は両手で、水晶を握り締めた。

　主は、うんうん、と頷うなずき、そっと口を開く。

『姫、どうかご自分を水晶と同じと考えなさるよう。光は〝感謝〟です』

『感謝……？』

『そうです。人から〝ありがとう〟と言われること、人に〝ありがとう〟と言うこと。それが感謝です』

　玉椿は、ようやく腑ふに落ちて、強く頷く。

『〝ありがとう〟と思ってもらえることで、人は徳を積み、運を呼ぶ力を得るのです。そして受け取った運は、さらに人に喜ばれる正しいことに使う。自分も周囲の人も嬉しくなると、さらにまた良いことを呼ぶ力となるのです』

『自分も？』

『そうです。自分をないがしろにしては、意味がありません』

『分かりました』

『良いですか、姫。ご自分を水晶と考え、自分という水晶を曇らせることのないよう、ゆめゆめお忘れにならぬように。いつも心は透き通った状態で、虹色に輝かせるのですよ』

　そう言って自分を見下ろす主の瞳ひとみは、不思議な色をしていた。

『──はい』

　玉椿が強く頷くと、彼は嬉しそうに微笑んで、滝に目を向ける。

『ああ、姫、虹にじが出ていますよ』

『本当ですね。滝の向こうに行く橋のようですね』

　玉椿が振り返った時には、すでに主の姿はなくなっていた。

　不思議に思いながら、水晶に目を落とす。

　先ほどとは、違った光を放っているような気がして、玉椿はそれを布で大切に包み、懐に入れた。
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　母が亡くなったのは、それからほどなくして。

　──その後、運命の歯車が回り出し、玉椿は異例の斎さい王おうとして、野のの宮みやに向かうこととなる。

　その準備期間、玉椿は内裏に身を寄せていたのだが、とても居心地が良いところとは言えなかった。

　御所は、何を見ても美しく、知性に溢あふれていたが、その分、棘とげも毒もある。

『山育ちの落とし胤だねを呼び寄せるなんて』

『わたしは元々、あの陰おん陽みよう師じがうさんくさくてならないのです』

『主上は、あの陰陽師の術にかかり、たぶらかされているのでは？』

　聞こえよがしに、そう言われる。

　何の後ろ盾もない玉椿にとって、かばってくれる者は誰もいない。

　そんな自分が御所に身を寄せるということが、どういうことなのか、また、主上の寵ちよう愛あいを受けた母が、なぜ逃げるように山荘に移り住んだのかも理解できた。

　御所で過ごすのは、準備が整うまでの一時的なこと、と気にしないようにしていたが、やはり露骨な悪意は疲れるものだ。

　早く、俗世を離れた場所と言われる野宮に向かいたいと思っていた。

　そんな折のことだ。

　世話役として任命されたという左近衛大将が、玉椿の許もとを訪れたのは────。

　御み簾す越しに、彼は自己紹介をして頭を下げる。

　彼は主上の甥おいであり、玉椿の遠縁にあたる。

　線で引いたような目が柔らかく弧を描いた、ふわりとした優しげな人物であり、知性と気品が滲にじむ、まさに生まれながらの貴族という雰囲気を纏まとった青年だった。

　とはいえ、自分を疎ましく思うのは、男女問わずのこと。

　おそらく、彼もそうなのだろう。

　半ば、諦あきらめに近い気持ちで、玉椿も左近衛大将に挨あい拶さつを返す。

　最初に彼が口にしたのは、自分へのいたわりの言葉だった。

　それは、半分社交辞令も含まれていたのだろうが、『あなた方、母子に何もできずに申し訳ありません』という、彼の気持ちも伝わってくる。

　見かけだけではなく、本当に優しい人なのだ。

　自分を気遣う彼に、玉椿は心から安あん堵どした。

　彼とならば、上手うまくやっていけるだろう。




　そうして、迎えた出発の日。

　自分は十二単ひとえを纏い、輿こしに乗って運ばれる。

　玉椿を目にするたびに揶や揄ゆしていた御所の女たちも、正装した彼女の気品漂う様子に、驚いたようにしていた。

　だが、決して褒めるわけではなく、

『まぁ、母はどうあれ、半分は先帝の血が流れておりますしね』

　そんな風に言って、玉椿を送り出す。

『短い間ですが、お世話になりました。心より感謝申し上げます』

　どんなに嫌味を言われても、最初から最後まで人のことを悪く言わず、感謝の言葉を口にして御所を去った玉椿の姿は、辛しん辣らつな悪口を言って立ち去るよりも、関わった者たちの心に痛みを与えた。

『本当に高貴な者とは、どのような者なのか』

　玉椿の与あずかり知らぬところで、彼らにそんな問いを与えて行ったのだった。




　そうして、玉椿は輿に乗り、嵯さ峨が野のにある野宮へと向かう。

　左近衛大将はそのすぐ傍らで馬に乗って、警護をしていた。

　その頃の京の町は、まだまだ荒れたところが多く、怪しげな噂が尽きることがない。

　民衆たちは三人目の斎王に期待を寄せ、目を輝かせながら一行を見守り、その想いを一身に受けた玉椿は、緊張と不安に体を強こわ張ばらせていた。

　その時のことだ。

　左近衛大将が、ぽつり、と独り言のように零した。

『幼い頃に観た、葵祭を思い出します』

　その言葉に、玉椿は少し緊張がほぐれ、笑みを返す。

『──葵祭。わたくしも一度だけ観に行ったことがあります。母がまだ御所にいた頃に……』

『わたくしは人が多いところが苦手でして、祭りはいつも敬遠してしまうのですが、幼い頃、まだわたくしの父が生きていた頃に、馬に乗せてもらい観に行ったのです』

　そう左近衛大将は話す。

　彼の父は既に亡くなっていることが分かった。

『輿に乗って運ばれていく斎王がとても美しく、その警護を務める青年たちに憧あこがれを抱きまして』

　斎王に憧れを抱く女子はいるだろうが、警護を務める青年たちに憧れを抱く少年がいるなんて、と玉椿は頰を緩ませる。

『玉椿姫、今日はその夢が叶かなった心持ちです。ありがとうございます』

　嬉うれしそうに微笑んで頭を下げる彼に、玉椿は恥ずかしくなり、俯うつむいた。

『こちらこそ、ありがとうございます』と頭を下げる。

　おそらく自分の緊張を感じ取って、解ほぐしてくれたのだろう。

　彼は本当に、心配りのできる優しい人だ。




　やがて、一行は野宮に着いた。

　大きな門が、ぎぃぃ、と開かれ、輿は美しい竹林の間を進んでいく。

『社殿』と『母屋』と『離れ』等、いくつかの建物が見える。

　まず、社殿に通され、一通りの挨拶に説明、そして儀式をし、それらが終わる頃、玉椿はぐったりして、最後に案内された『離れ』の小部屋に入るなり、はぁ、と畳に手をついた。

『離れ』は、斎王が一人で過ごしたい時や、神託を受ける時に過ごす部屋とのことだった。

　その為か、襖ふすまが開け放たれているが、人の気配はまるでしない。

　見えるのは、手入れの整った美しい庭。

　その向こうには竹林が広がっている。

　気が付くと陽が落ちていて、りんりんと鈴虫が鳴いていた。

　行あん灯どんの明かりが、部屋を柔らかく照らしている。

　外から流れてくる風が冷たさを帯びてきていた。

　本当に、自分にやれるのだろうか。

　神の声など、聞くことができるのだろうか。

　自分ができなくて失脚するのは構わない。

　だが、見送ってくれた方々や、卜ぼく定じようしてくれた陰陽師の期待にまったく応こたえられなかったならば、それはとても申し訳のないこと。

　そして、自分自身、誰かの役に立てるならば、立ちたいと思う。

　そう思うも、不安と緊張から冷たくなっていく指先を擦り合わせていると、りん、と鈴の音がどこからか響いた。

　どこから聞こえるのだろう？

　不思議に思い、顔を上げると、くすくすと愉たのしげな笑い声が耳に届いた。

　──あなたからは、とても懐かしい薫りがします。

　青年の声だ。だが、どこから聞こえてくるのか分からない。

　玉椿は困惑して、きょろきょろと周囲を見回す。

　──あなたは、嵯さ峨が山やまから来られたのですね。

『わ、わたくしのいた山は、昔は嵯峨山と呼ばれていたそうですが、今はおたぎ山と呼ばれています』

　何者か分からぬままに、玉椿はそう答える。

　──そうですか。その山の滝に、わたしの友人がいるのです。あなたからは、友の懐かしい薫りがします。

『薫りが？』

　──あなたは、新たな斎いつきの宮みやですか？

『わたくしは、玉椿と申します。伊勢に行く斎宮ではないのですが……』

　──ああ、分かりました。少しここを離れていたので、現世の事情に疎くて申し訳ありません。今は、あなたの薫りに誘われてきたのです。

　ふわり、と柔らかな風が舞い上がり、玉椿の髪と袂たもとがそよぐ。

『───っ』

　この時、人ならざる『特別な存在』に話しかけられているのを感じ、玉椿は目を見開き、言葉を詰まらせる。

　──あなたは今、自分に務まるのかと、とても不安に思っておられるのですね？

　今も声は聞こえているが、その声が耳から入ってきているのではなく、自分の内側に届いているのが分かった。

　恐怖はないが、それでも、膝ひざが震えて畳に膝をついた。

　その時、部屋の中心に風の螺ら旋せんが生まれ、青年が姿を現した。

　漆黒の艶つややかな長い髪、烏え帽ぼ子し、白と紫の水干を纏まとった、それは息を吞のむほどに美しい面差しの青年だった。

『……大丈夫ですよ、わたくしがついております──玉椿姫』

　玉椿の手を取り、優しい微笑みを見せる。

『──宮様』

　玉椿は、彼のことを自然と『宮様』と呼んでいた。

　斎王とは神に奉仕する者。自分はこれから、この方に仕えるのだ。

　玉椿の胸の内は、この上なく誇らしく、幸せな気持ちに満ち溢あふれていた────。
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『──ああ、どうやら、これがわたしを呼んだようですね。懐かしい友の薫りは、この石からします』

　玉椿が野宮に身を寄せて、しばらくのこと。

　ふと、訪れた『宮様』こと龍りゆう神じんの驪龍は、玉椿が持っていた水晶玉を眺めながら、ふふふ、と愉しげに口角を上げた。

『これは、父にもらったものなんです』

『先帝ですか』

　それはそれは、と驪龍は頷うなずき、

『しかし、なんと眩まぶしい石でしょうか。それに、ここから嵯峨山の滝の音が聞こえるようです』

　水晶を見下ろして、その形の良い目を弓なりに細める。

『その水晶をおたぎ山の滝に持って行ったことがあるんです。その時に、主様が来てくださって、光を集めてくださったんです』

　驪龍は、ほぉ、と相あい槌づちをうつ。

『なるほど、姫もわたしの友と親しくしていたのですね』

『宮様のご友人と、わたくしが？』

『姫、滝で出会った主とやらは、人ではありませんよ。我々と同じ神の一柱。白はく龍りゆうです』

『──そ、そうだったのですか？』

　心底驚いたように瞬く玉椿に、驪龍は扇で口くち許もとを隠し、くすくすと笑う。

『姫は、霊力の強い山で育ち、ご家族以外の人たちとあまり関わりになっていないが故に気付いていないことも多いのでしょう。あなたは、知らぬうちにたくさんの神々や精霊と会話をしていたのですよ』

　そう言う驪龍に、玉椿は呆ぼう然ぜんとした。

　山の中で、時々知り合った人たちがいる。

　彼らを人だと信じていたけれど、もしかしたら皆、人ではなかったのかもしれない。

『まったく気付いておりませんでした』

『そうでしょうね。どうやらあなたは人の子でありながら、人よりも神や精霊と触れ合うことの方が多い環境に育ったようです。それも森羅万象の計らいなのでしょう。すべてにおいて意味があるのですから』

　そう話す驪龍を、玉椿は黙って見詰めていた。

　彼はいつもこうして、様々なことを教えてくれるのだ。

『そんなあなたが、わずかな間とはいえ、欲望渦巻く御所に身を寄せることとなり、斎王に任命されることになったわけですから、非常に苦しいことだったと思います。甘えられる者が側にいない中、決して弱音を吐かず、誰かのことを悪く言うわけでもなく、本当によくがんばられましたね』

　そう言って驪龍は、大きな手で玉椿の頭を撫なでた。

『宮様……』

　玉椿の目にじわりと涙が浮かんだが、慌ててそれを拭ぬぐう。

『ああ、これはいけません。泣きたい時は泣くと良いのです。水はすべてを浄化に導くのです。人の体から出る水も同じですよ。我慢は良くありません』

　優しく、ぽんぽん、と背中を叩たたく。

『宮様っ』

　玉椿は驪龍の着物にしがみつくようにして、涙を流す。

『そうです。たくさん泣いて、すべてを流しましょう。ちゃんと我々は見ているのですよ』

『────っ』

　驪龍にしがみつき、しばし涙を流していた玉椿だが、やがて泣き疲れ、そのまま、眠りに落ちていた。

　力尽きるように、驪龍の膝に寄り添ったまま。

　驪龍は、そんな玉椿を見下ろして、柔らかく微笑む。

『──まこと、人の子とは、このように愛らしいものか。古き友に感謝をしなくてはなりませんね』

　驪龍は、眠りにつく玉椿の頭を愛いとしそうに撫でた。
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　そうして少女だった玉椿は瞬く間に大人へと成長していき、驪龍に想いを寄せるようになったのは、ごく自然な流れだった。

　世の妻が夫に仕えるように、自分は龍神に仕える。

　玉椿にとって、それは得難い幸せだと信じていた。

　やがてこの身が土に還かえるまで、あの方に仕えることができたら……。

　そんな風に思っていた玉椿だったが、そんな想いは、あの運命の夜に終わることとなる。

　──そう、管弦祭の夜、『一晩中晴れる』と言った驪龍の言葉の約束は守られることなく、豪雨となり、玉椿は斎王の座を追われることになった。

　この件に関して、玉椿は何度も何度も自問自答した。

　なぜ、驪龍が晴れると言ったのに、土砂降りになったのか。

　すべてに意味があるならば、どういう意図でこのようなことが起こったのか。

　考えても、考えても、分からない。

　そういう時は、考えずに流れに身を任せた方が良い、ということも教わっていたので、玉椿は苦しい自問自答をやめることにした。

　思惑はどうあれ、結果として、自分は斎王の座を追われることとなったのだ。

　それは、もしかしたらこの地での経験を終え、次の地へ移る時が来たということなのかもしれない。

　玉椿は、かつて過ごした古い山荘での生活を思い返す。

　凍いてつく冬に、都から離れた生活。

　母や祖母、側仕えの者たちは嘆いていたが、自分には楽しい記憶もたくさん残っている。

　おたぎ山に帰る時が来たのかもしれない。

　それも悪くはない、と玉椿は考え始めていた。

　だが、そうはいかないのが、祖母たちだった。

　もう二度とあの山荘には戻りたくない、と嘆き悲んだ。

　なんとか玉椿に良縁を、と祖母たちは奮闘していたが、あのような問題を起こした曰いわくつきの斎王を妻にしても良いという者が出てくるはずもない。

　結婚などしたくない玉椿にとっては、求婚者が現われないのはありがたいことだった。

　しかし、おたぎ山に帰る日が、間近となったある日のこと。

　祖母を通して、左近衛大将から結婚を申し込まれたことが分かった。

　玉椿が衝撃を受ける傍ら、祖母も側仕えの者たちも、涙を流して喜んだ。

　これで自分たちは救われる、と。

『私は今も神に仕える身。結婚などしたくありません』

　そう伝えても、聞き入れてはもらえない。

　切に訴えると、祖母に泣かれてしまう。

　左近衛大将のことは、嫌いではない。

　人として好意を抱いていた。

　だが、この時ばかりは恨めしく思った。

　こんな時に求婚するなんて、と。

　まるで、弱みに付け込まれたような気さえしていた。

　繰り返される周囲の者たちの泣き落としに圧おされて、強引に結婚の話は進んでいく。

　逃げ出すことも考えたが、祖母のことを思うとそれもはばかられる。

　だが、こうも思っていた。

　この話は、きっと土壇場で破談になるだろう。

　おそらく、誰も傷つかない、とても良い形でこの話はなくなるに違いない。

　そう信じ、玉椿ははじめて自分から首を縦に振ったのだった。
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　そうして迎えた、婚姻の日。

　あの日の左近衛大将の顔を、忘れることができない。

　彼はいつも笑顔の人だったが、屋敷を訪れた自分を前に、今まで見せたことがないような、喜びに満ちた笑顔を向けてきたのだ。

　それはあまりの眩まぶしさに、直視できないほど。

『玉椿姫。わたしはとても嬉うれしいです。実は、あなたに初めてお会いした時から、お慕いしておりました』

　ほんのり紅潮した頰で、玉椿の手を取る。

　彼の体から、甘い梅花の薫りが漂う。

　その薫りと共に、彼の純粋な想いも強く届き、ずきん、と胸が痛み、玉椿は目を伏せた。

　──なぜ、自分はここにいるのだろうか？

　そんな戸惑いが払ふつ拭しよくされぬままに、玉椿は彼との初夜を迎えた。

　それは、すべてが衝撃的な出来事だった。

　これまで人里離れた山荘に育ち、その後は俗世を離れた野宮に身を寄せていた玉椿には、男女の契りに関する深い知識がなかった。

　あまりの衝撃に、玉椿は寝所で抵抗することなく人形のように固まったまま、気が付くと、すべてを終えていた。

『……姫』

　嬉しそうに愛いとしそうに自分を抱き寄せる彼を前に、ただ涙が止まらない。

　心身に残った痛みと共に、自分が穢けがれてしまったという苦しさが襲う。

『──姫、どうしたのですか？　あなたは本当は、わたくしの妻にはなりたくなかったのですか？』

　一晩中泣き続ける玉椿の背を、左近衛大将は眠ることなく撫なで続けていた。




　その日を境に、玉椿は神通力を失うこととなる。




　それから約一年間は、左近衛大将を嫌悪していた。

　人の弱みに付け込むように結婚を申し込み、何も知らない自分を手て籠ごめにして契りを結び、大切なものをすべて奪った男……と、そう思うようになっていた。

　だが、彼は、どんなに嫌な態度を取っても笑顔を絶やさず、優しく接してくれる。

　嫌悪していても、いつも自分を前にするなり、とても嬉しそうに微笑むその姿には、胸が痛んだ。

　彼は祖母や側仕えの者たちに、とても良くしてくれる。

　こんなことがあった。

　一度、祖母が病気になった時、夜中にもかかわらず馬を飛ばして医官を連れてきてくれたのだ。

　その甲か斐いあって、祖母も大事には至らず、これが山荘だったらと思うと、玉椿は背筋が寒くなった。

　また、管弦祭以降、玉椿は、異常に雷を怖がってしまうようになったのだが、そのことを知った左近衛大将は、どんな場所にいても、雷が鳴ると駆け付けてくれるようになった。

　そんな彼の献身を受け、結婚して一年も経つ頃には、ようやく彼に対して、感謝の気持ちが湧いてきた。

　思えば、内側でどんなことを思っていようと、この結婚の話に対して、最終的に首を縦に振ったのは、自分なのだ。

　それなのに、左近衛大将を憎く思っていた。

　すべては自分の逆恨みであり、八つ当たりだったということも、気付くことができた。

　だが、自分の心は、今も驪龍にある。

　再び、神み子こに戻りたい気持ちは変わらない。

　身の潔斎をしたい。

　出家したい、と玉椿は考えるようになった。

　これ以上、彼を傷付けないよう、これまで通り素っ気ない態度を貫き、彼に嫌われた上で離縁されるかたちで出家しよう、と玉椿は心に誓った。
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　それから、さらにもう一年。

　玉椿は意図的に、彼に冷たい態度を取り続けた。

　だが、彼は態度を変えずに、優しいままでいる。

　そうされるたびに、胸が痛く、まるで針の筵むしろのようだった。

　だが、冬も本番となった頃から、急に左近衛大将が会いに来なくなった。

　ようやく、自分を嫌ってくれたのだろう。

　そう思ったが、やって来たのは嬉しさではなかった。

　馬の蹄ひづめの音が聞こえると、思わず立ち上がりそうになる。

　しかし、遠ざかっていく足音に、違った、と息をつく。

　あんなに頻繁に顔を出してくれていたのが、噓のようだ。

　良かったではないか。

　これで、もう一度、あの方に会えるかもしれない。

　目を瞑つぶり、美しい驪龍の姿を思い浮かべようとするのに、浮かんでくるのは左近衛大将の優しげな笑顔だけ。

『……どうして？』

　玉椿は、ぽつり、と零こぼす。

　──姫、と、左近衛大将が手を伸ばして、優しく抱き寄せる。

　同時に梅の薫りに包まれる。

　その薫りに縛られてしまうように、自分はどうしてか、いつも抗あらがえない。

　彼の行為に身を委ねてしまうのだ。

　雷になるとどんなに嵐でも駆け付けて、抱きしめてくれる。

　それに心地よさを感じてしまうことも……。

　そんな自分が嫌で、苦しくてたまらなかった。

　焦りを覚えるのだ。

　もう、あの頃の自分に戻れないのではないか、と。

　すぐにでも身を清めて、神み子こに戻りたいと思っていた。

　だから、早く彼に嫌われたかった。

『それなのに、どうして……』

　彼が訪れないことが、こんなにも苦しいのか……。

　玉椿は震える手で、以前彼からもらった文に手を伸ばす。

　一度も、返事を書いたことがないというのに、送り続けてくれていた文。

　それも、今や届かなくなってしまっていた。

　涙が出そうになって、それを必死で堪こらえる。

　これでいい。

　これが、頃合いなのだろう。

　次に会った時、出家したいと申し出よう。

　玉椿は決意を胸に、強く頷うなずいた。




　そんな頃だった。

　左近衛大将がずっと病に臥ふしていたことを知ったのは────。
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　ある日のこと、左近衛大将の乳母めのとであり、菊きくという名の女房が、玉椿を訪ねてきた。

『──玉椿様、どうかこれからわたくしと一緒に殿の屋敷に来ていただけないでしょうか』

　額が畳に着くほどに頭を下げる菊を前に、玉椿は戸惑った。

『わたくしが、あの方のお屋敷に？』

『はい。今すぐに』

『今すぐに？　何か大事な催しでもあるのでしょうか？』

　それまで貴族の催しなどがあっても、自分が呼ばれることはなかった。

　それは、左近衛大将の気遣いだと感じていた。

　実際、もし呼ばれても、自分は体調が悪いと断っていたに違いない。

『いいえ、殿はご病気なのです』

　頭を下げたまま、低い声で告げた菊に、玉椿は眉まゆ根ねを寄せる。

『左近衛大将殿がご病気に？』

　驚きの声を上げる玉椿に、菊は苦々しい表情を浮かべた。

『玉椿様、殿はもう〝左近衛大将〟ではございません』

『ご出世を？』

『いいえ、今は〝近衛大将〟に……』

　菊は言い難にくそうにそう告げる。

　それは出世とは、真逆。降格を意味していた。

『……どうしてでしょうか？』

　玉椿が呆ぼう然ぜんと洩もらしたその瞬間、菊は堪えきれない様子で顔を上げた。

『すべては、あなた様を救うためです！』

　その勢いに、玉椿は息を吞のむ。

『わたくしを？』

『ええ、そうです。あなたの神託で管弦祭が台無しになったことで、一部の者たちが、あなたには悪神が憑ついていると騒ぎ立てました。これまで災害を予見してきたのは、主上おかみの信用を得て利用するためであり、これから世を乱す恐ろしい存在だと、処分を……処刑するべきだという話になったのです』

　拳こぶしを震わせながら話す菊に、玉椿は何も言えぬまま、次の言葉を待った。

『それは安倍氏を面白く思っていない貴族たちの政治的思惑もあってのことでしょう。あなたを処刑か島流しにするかという話になった際、殿はあなたを救うべく懸命に立ち回りました。そして主上に〝彼女はわたくしの妻になる人なのです。どうかご慈悲を〟と頭を下げられたのです。殿は、主上の覚えのめでたいお方。なんとかしてやりたいが、咎とがめもなく了承はできぬと、近衛大将に降格となったのです。順風満帆な殿の人生、はじめての失脚でございます』

　はじめて聞く真実に、玉椿は言葉が出なかった。

『周囲の者は皆、あなたとの結婚を反対しました。ですが、殿はそんなことを気に留めず、とても嬉うれしそうにされていたんです。ずっと想っていた方を妻に迎えることができると、本当に喜んでおられまして……』

　菊はそう告げて、目に涙を浮かべる。

　玉椿は目眩めまいを感じながらも、震えるように口を開いた。

『それで……それで、殿は今、ご病気に？』

『もう寝込んで二か月になります。どうやら今夜が峠だと。ですが殿はあなたには決して伝えるな、と何度も……』

　彼女が言い終わる前に、

『──分かりました、向かいましょう』

　玉椿は、立ち上がっていた。

　思えば先日、椿つばき餅もちと共に届いた文の彼の字が、とても弱々しかったのを思い出す。

　病に冒されながらも、そんな状態で彼は自分に椿餅を送る手配をし、文を書いてくれていたのかと思うと、胸が痛い。

　そして、自分はその返事すら書いていなかったのだ。

　ばくばく、と心臓が嫌な音を立てる中、玉椿は菊と共に駕籠かごに乗って殿の屋敷へと急ぐ。

　町は賑にぎやかな様子を見せていたが、その景色は目に入らなかった。

　御所東側に、近衛大将の屋敷はあった。

『こちらです』

　菊に案内されるまま、玉椿は長い通路を歩く。

　何も考えられず、頭は真っ白なまま。

　突き当りの部屋に、彼はいた。

　今日はぽかぽかと暖かいためか、襖ふすまが開け放たれている。

　彼は真っ白い布団に横たわり、青白い顔をしているのが見えた。

『わたくしはここにいます。どうぞ、会ってさしあげてください』

　菊は、部屋の一歩手前で足を止めてそう告げる。

　玉椿は何も言えないまま、ただ頷き、そっと部屋に入った。

『──失礼いたします』

　静かにそう言うと、彼は弱々しく顔を向け、玉椿の姿を確認するなり、大きく目を見開いた。

『……姫、ですか？』

『……はい』

　ご病気とは知らず、お見舞いが遅くなって申し訳ありません。

　そう言いたいと思いながらも、思った以上に衰弱している彼の姿に動揺し、言葉が続かなかった。

『お菊ですね。本当に申し訳ありません、ご迷惑だったでしょう』

　彼は苦笑してそう言う。

『い、いえ、迷惑だなんて』

　玉椿は、膝しつ行こうして布団の側に寄り、彼を見下ろした。

　部屋に飾った梅の枝から、甘酸っぱい薫りがしている。

『……良い薫りですね』

　思わずそう零こぼすと、彼はにこりと微笑む。

『姫は前に梅の薫りが好きだと仰おつしやっていましたよね。それから、わたしも梅の薫りがとても好きになりました。あなたにお会いする前に、梅花の香を焚たきしめていたのですよ』

　力なくそう告げて微笑む彼に、玉椿は胸を詰まらせた。

　自分が梅の薫りを好きだと、彼に伝えたこともよく覚えていなかった。

『わざわざお越しいただいて、申し訳なくも思うのですが……最期にあなたにお会いできて良かったです。お伝えしたいことがありました』

『なんでしょうか？』

　彼は力なく笑って、徐おもむろに手を伸ばした。

　玉椿は戸惑いながらも、その手を優しく握る。

　すると、彼はとても嬉しそうに目を細めた。

『こうして手を取ってもらえるとは思いませんでした。臨終の役得でしょうか』

　そう言って微笑む彼に、玉椿は『そんな』と首を振る。

『わたくしが亡くなったあとも、あなた方が心安らかに過ごせるよう計らっております。どうかこれまで通りお過ごしください。そして、あなたが出家したいと思っておられることも耳に届いております。もし、わたくし亡き後もその気持ちが変わらないようでしたら、お菊に言ってください。良い寺を探してくれるでしょう』

『……そんな』

　玉椿は、何を言ってよいのか分からず、目を泳がせる。

『姫……本当に、申し訳ございませんでした』

　えっ？　と玉椿が、声にならない声を上げると、

『わたくしのせいで、あなたにはつらい想いをさせてしまいました』

　彼はそこまで言って、ごほっ、と咳せき込む。

『あなたにはとても大切な存在がいたというのに、わたしはあなたに焦がれ、まるで立場を利用するように、あなたを手に入れてしまいました。それも最初は自分があなたを救ったとばかりに思っていたのです。本当に申し訳なく思っております』

　そこまで言って彼はつないだ手に力をこめて、目から涙を零す。

『玉椿姫……これだけは信じてください。わたくしは、あなたを苦しめたいなどと、一度も思ったことはないのです』

　涙を流したまま、彼は切にそう言う。

『それなのに、わたしはあなたから何もかも奪ってしまった。いけないと思いつつ、あなたを求め続け、手放すことが出来なかった。本当に申し訳ございません』

　そんな彼を前に、玉椿は何も言えず、動くことすらできずに、ただ見下ろしていた。

〝玉椿姫──あなたを好きになった自分を、どうか赦ゆるしてください〟

　その時、はっきりと、そんな彼の想いが、胸に届いた。

　ぽたり、と涙の雫しずくが、彼の頰に落ちる。

　今、彼の頰を伝っているのは、誰の涙なのだろうか……。




〝ちはやぶる 賀茂の社の 木綿ゆふ襷だすき 一ひと日ひも君を かけぬ日はなし──〟




　彼が胸の内で詠んだ歌に、玉椿は思わずその手を取り、ぎゅっと握り返す。

　彼は一瞬驚いたように目を開いたかと思うと、『ああ、そうだ……』と息も絶え絶えに、口を開いた。

『……今日は、あなたが生まれた日ですね』

　静かにそう告げる。

　玉椿は、はい、と声にならないまま頷うなずいた。

　本当は、今日が自分の誕生日だということなど、すっかり忘れてしまっていた。

『すみません。本当は……あなたをおたぎ山に……』

　そこまで言って、ごほごほとむせる。

　こんな状態だというのに、自分のことを気にかけてくれているなんて……。

『お、お体に触ります。もうお話は……』

　玉椿は震えるように、そう告げる。

『ですが、これだけ……伝えさせてください。姫、おめでとう、ございます』

　ありがとうございます、と玉椿は掠かすれ声で返す。

『──良かった』

　えっ？　と玉椿は目を開いた。

『あなたの生まれた日を祝えて、とても嬉うれしいです』

　彼はそっと手を伸ばし、玉椿の頰を指先で触れて、愛いとしそうに撫なでる。

　指先が輪郭をなぞり、彼は微笑んだかと思うと、そのまま瞼まぶたを閉じた。

　同時に、彼の手から力が抜けて、するりと手が畳に落ちる。

『──殿っ！』

　背後で様子を窺うかがっていた菊が悲鳴のような声を上げた。

『殿が！』と、あちこちから、足音が響く。




　──そう。

　彼は、帰らぬ人となってしまった。




　屋敷が騒然とする中、玉椿は放心した状態で、ふらふらと庭へと歩き出した。

　庭の中心で、梅の木が花を散らしている。

　思えば以前、庭に梅の木がある、と彼は話してくれていた。

　枝を持って来てくれたこともある。

　その時に、自分は梅の薫りが好きだと話したのだろう。

　そして、これが、その庭の梅の木だったのだ。

　神々しいほどに、とても大きく立派だった。

　その梅花が、ひとつひらひらと散り、頰にぴたりと張り付いた。

　どうして、頰から離れないのか。

　指で頰を確認すると、涙で濡ぬれていることが分かった。

　自分はもうずっと、泣いていたようだ。

　そのことを自覚するなり、何かが決壊したかのように涙が溢あふれ出る。

『────っ』




〝自分という水晶を曇らせることのないよう、ゆめゆめお忘れにならぬように〟




　頭の中に、滝の主の言葉が蘇よみがえる。

　この時、初めて気付いた。

　自分は、ずっと自分自身を曇らせ続けてきたのだ。

　とっくに彼に心を開いていたというのに、幼い初恋への執着、そして初夜の衝撃から頑かたくなになり、意固地になっていた。

　嫌悪していたのは、最初だけ。

　いつしか彼の懸命な献身と、優しさと誠実さに触れて、心は変わっていたのだ。

　だが、本心を認めるのが、怖かった。

　夫婦として日々を重ねる毎ごとに、優しくしてもらうたびに、彼に惹ひかれていくことで、自分が変わっていくのが怖かったのだ。

　自分にとって、斎さい王おうとして神に仕えていたことが、人生唯一の誇りだった。

　心まで彼の妻となってしまえば、そのすべてが消えてしまい、誇りすらも失う気がして怖くてたまらなかったのだ。

　神み子こから、ただの女になるのが嫌だった。

　それはつまり、過去の栄光にすがっていたのだ。

　なんて──なんて、くだらない意地だったのだろう。

　そんなことで、自分は彼を傷付け続けたのだ。

　彼はいつもどんな時も、優しく包んでくれていたというのに……。

　自分がどんな態度を取ろうとも、笑顔で気遣ってくれた。

　彼は最期まで、自分のことを考えてくれていた。

　どうして、自分は素直になれなかったのだろう。

　どうして、何も話せなかったのだろう。

　せめて、お礼を伝えたかった。

　最期まで、自分は彼に優しい言葉のひとつもかけられないまま……。

　ずっと傷付け続けたのだ。

『……っ！』

　玉椿は、うっ、と嗚お咽えつを洩もらす。

　ごめんなさい。

　ごめんなさい。

　ごめんなさい。

　思いやりがなく、浅はかな娘で、ごめんなさい。

　野宮で学んだすべてを忘れてしまい、過去に執着し、大切なものが見えなくなり、取り返しのつかないことになってしまった。

　川の上の木の葉は、以前見た景色を忘れられず、次に進もうともせずに流れに逆らおうしていた。

　心の中にある水晶を曇らせてしまっていたのだ。

『────っ』

　お願いです。

　どうか神様、半はん刻ときで良いのです。

　時を戻してください。

　謝りたいのです。

　あの方に、お礼を伝えたいのです。

　そして、自分の気持ちを伝えたいのです。




　これまで、ずっとありがとうございます。

　私もあなたが好きです。お慕いしております、と──。




　玉椿はその場に蹲うずくまって泣き続ける。

　そんな彼女を労いたわるように、梅の薫りが庭を包んでいた。





三






「────っ」

　小春はとても長い夢から目覚めたように、瞼を開く。

　部屋の中は、オレンジ色の光に包まれていて、月も見えている。

　時計を見ると、六時。

「……六時？」

　朝の六時なんだろうか、夕方の六時なんだろうか？

　小春は、寝ね惚ぼけた頭で首を捻ひねる。

　午後に昼寝をして、太陽が西にあるから、夕方の六時なのだろう。

「一体、どれだけ寝たっていうの」

　布団を掛けずに眠っていたことで、体がとても冷えている。

　頰が涙で濡れていて、ひんやりと冷たい。

「……また、前世の夢で泣いてた」

　小春は苦笑しながら、袖そでで涙を拭ぬぐう。

　今も、前世に身を置いているように、胸が痛い。

　彼を失った後悔と喪失感が残っているようだった。

　これで、すべて思い出したのだろう。

「そういうことだったんだ」

　小春は、ふぅ、と息をついて額に手を当てた。

　ふと、ベッドサイドを見ると、スマホのランプが点滅している。

　メッセージが入っていた。

『突然ですが、明日あした、言っていた映画に行きませんか？』

　和人からのメッセージだ。

　明日は何曜日だろう、と一瞬考えるも、そうだ連休中だった、と苦笑する。

「…………」

　小春はしばしスマホを眺め、

『大丈夫です』

　そう返信して、もう一度ベッドに横たわった。








第五章　神のみぞ知る午後。













一






　澪人は一人、上賀茂の賀茂邸に詰めていた。

　テーブルに広げた地図にチェックを入れては、両手を合わせて印を組む。

　そうして、どこの結界の地点の緊急性が高いかを占い、再びペンを取り、番号を入れていく。

　ある程度の作業を終えて、ふぅ、と息をついた。

　地図に記した五ご芒ぼう星せいを眺め、小春や由里子、朔也に愛衣が自分の仲間──チームになることを快諾してくれた安あん堵どが、胸の中に広がり、頰を緩ませる。

　それと同時に、小春が微笑んで言った言葉が頭を過よぎる。

『はい。一見まるで違うようだけど、よく似てますよ。特に笑顔とかそっくり。和人さんも素敵な人ですよね』

　自分と兄・和人が似ていると言われることは、皆無に等しい。

　だが、ただ一人だけ、『あんたたちは本当にそっくり』と言う人物がいる。

　それは、姉の杏奈だ。

『和人と澪人は、本当にそっくりな顔してるんだから』

『姉さん、自分は、澪人みたいな美形じゃないし』

『だけど、なんだかそっくりよ。笑った顔とか』

　姉は、パッと見だけではない、何かを見て判断しているのだろう。

　自分は兄と似ていると言われると、いつも不思議と嬉うれしい気持ちになった。

　自分のこの外見が、まるではりぼての作り物のように感じていたからなのかもしれない。

　幼い頃から、外見で褒められることは多かった。

　女性にちやほやされることも多かった。

　だが、どうしても嬉しい気持ちにならなかった。

　外見だけを見て女の子に騒がれるたびに、ひどく冷めた気持ちになったものだ。

　自分がどうしてそんな風に思うのか、それは前世の記憶が蘇よみがえると同時に理解した。

　自分は心のどこかで、『外見がもっと美しければ、あの人に愛されたかもしれないのに』と不毛なことを考えていたのだ。

　それが、先ほどの小春の言葉で、何かが払ふつ拭しよくされた。

　彼女は、外見だけで人を見ているわけではないのだろう。

「僕は、どこまでもあほやな」

　玉椿姫も『宮様』の外見を好きになったわけではないだろうに。

　前世の自分がとても美しかったとしても、何かが変わっていたとは思えない。

「ほんま、面倒くさい男やし」

　横たわったまま、息をついていると、

「澪人」と、和人が顔を出した。

「兄さん、来てたんですか」

　澪人はゆっくりと体を起こす。

「うん、さっきね。ちょっと母さんの調子が悪くて、一人でいたいみたいでさ」

「……そうですか」

「すぐ、『もう良くなった』って、薬を飲むのを自己判断でやめちゃうんだよね。心の病は、血圧と一緒で長く付き合って行かなきゃならないのにさ」

　和人は畳に胡坐あぐらをかいて座り、ふぅ、と息をつく。

「でも、因果なものだよね。世の中には心の病になったら、祈き禱とうに行く人も少なくないってのにね」

　自じ嘲ちよう気味に笑う和人に、澪人は目を伏せた。

「かんにん、兄さん」

　澪人は苦しそうに洩もらす。

「なにが？」

「……母さんが情緒不安定になって、ほんで心を患ったのは、僕のせいやし」

　目には見えないものが見え、時に泣き叫んで暴れる息子にストレスを募らせ、母は一時、心療内科に入院する事態までになった。

　今は、季節の変わり目などに症状が重くなることもあるが、薬を飲んで整えている。

　母が病気になった時、一族はありとあらゆる祈禱を行ったのだが、効くことはなかった。

　その病気は、憑ひよう依いで起こっているのではなく、自分の内側の問題だったからだ。

「……また、そんなことを言う」と和人は肩をすくめ、「それよりさ」と話題を変えるように顔を上げた。

「明日、小春さんと映画を観に行くことになった」

　そう言う和人に、澪人は「そうですか」と頷うなずく。

「そらええね。楽しんで来てくださいね」

「止めるなら、今の内だけど」

「またそないなことを……」と澪人は失笑する。

「フェアじゃないのは嫌だからさ、こうして伝えているんだよ。本当にいいんだよね？」

「前にも言うた通り、兄さんが小春ちゃんのことを本気で想うてるなら、ええと思います。二人はお似合いやって、ほんまに思うし」

　和人は、ふぅん、と相あい槌づちをうち、

「それが、どういうことか、ちゃんと分かってるんだよね？」と睨にらむように見た。

「分かってますし」

「本当に？　たとえば、僕と小春さんが付き合うことになったとしたらだよ。僕はあの子を家に連れてくることだってある」

「そら、そやね」

「僕は彼女を自分の部屋に呼んで、二人きりになったりすることもあるんだ」

「…………」

「彼女は今はまだ十七だけど、あと一年もしたら十八だよ。キスをしたり、それ以上のことをすることだって……」

「兄さん、僕はそういう色恋の話は苦手やし」

　澪人は笑みを湛たたえながらも、遮るように声を上げる。

「いや、これはちゃんと聞いてほしい。いいんだよね、いずれ僕が彼女を抱いても」

　そう言って詰め寄る和人に、

「いい加減にしてくれへん？」

　ダンッ、と拳こぶしで畳を叩たたきつけ、澪人は荒い息を吐いた。

　その迫力に和人は一瞬たじろぐも、すぐに歪ゆがんだような笑みを見せた。

「いい加減にしてほしいのはこっちだよ」

　温和な兄の、今まで見せたこともないような表情に、今度は澪人が気け圧おされた。

「──えっ？」

「覚えてるかな？　昔、澪人は、お祖母ばあちゃん子でさ、お祖母ちゃんが大事にしていた翡ひ翠すいの龍りゆうの置物をいつも興味深そうに眺めていたよね。お祖母ちゃんが亡くなる前に、『あの翡翠の龍を澪人にあげる』と言ったらさ、『僕ではなく、兄さんにあげて』って言ったじゃない？　覚えてる？」

　それは、江戸時代の彫り師が将軍家に献上したものが、回りまわって賀茂家にきたという逸品だった。

　その翡翠は緑というよりも、水色に近く、それはとても美しいもので、澪人のみならず、和人も夢中になって見ていたものだ。

「……ええ、覚えてます」

「どうして、あんなことを言ったの？　お祖母ちゃんは澪人にあげるって言ったのに」

「兄さんも欲しそうにしてたし、僕は見てるだけで良かったし」

「そう、それだよ。いつだってそうだよ。そんなことばかりだ。何より澪人はどうして医大に進まなかったの？　僕より成績も良くて、医学に興味を持っていたのに」

「どう、って兄さんは分かってるはずや！　あの頃、僕には長く生きられへん事情があったし」

「でも、今こうして生きてるだろ。ちゃんと二十歳を迎えられた。事情は変わることだってある。だから澪人は大学に進学したんだよね？」

　和人はそう言って、畳を強く叩いた。

「大学には進学しておきながら、あえて行ける医大に進まなかったのは、それも僕に『譲った』んだよね？」

　静かにそう続ける和人に、澪人は目をそらす。

「何もかも弟に譲られ続ける兄の気持ち、澪人には分かるかな？　その上、好きな女まで譲ろうってわけ？　それも『兄さんが欲しそうにしてたし』って言うんだ？」

　詰め寄る和人に、澪人は、ぐっ、と言葉を詰まらせる。

「そやけど、兄さんかて僕の気持ち、分からへんやろ……」

　震えるように言うと、和人はやりきれないような表情を見せた。

「何言ってんだよ、分かってるよ！」

「！」

「僕は、澪人のことをすぐ側で、ずっと見てきたんだ！　澪人がどれほどつらい思いをして、自分を責めて、押し殺して我慢して育ってきたか、よく分かってるよ！」

「…………」

「僕は親よりも姉よりも、もしかしたら、澪人自身よりも澪人のことを分かってると思うよ。澪人は昔から、『自分さえ我慢すればいい』とか、いつもそんなことばっかり考えて、自分を殺して遠慮してさ。そんなんで周りが幸せになるとか本気で思ってる大馬鹿だよね。大体、母さんの病気が自分のせい？　そんなの被害妄想もいいところだよ。母さんが病気になったのは、母さん自身の問題なんだ。澪人のせいでも、他の誰のせいでもない」

　澪人は何も言わずに、和人を見詰め返す。

「いいかい、澪人。自分で自分の首を絞めるということはね、同時に君を愛する人たちの首をも絞めてるんだよ。澪人が苦しんで我慢している姿を見て、僕や姉さんも苦しかったし、澪人を傷付けてしまった父さんや母さんも苦しかったんだ。そんな中、澪人の心からの笑顔が見られるだけで、僕らはどれだけ嬉うれしい気持ちになっていたか、まるで分かってないよね。そんなのも分からない澪人は本当に馬鹿だ」

　強い口調で目に涙を浮かべながら言う和人に、

「……兄さん」

　澪人も、涙を滲にじませた。

「もう一度聞くよ、いいんだね、小春さんに本気でぶつかっていっても。『兄さんが欲しそうにしてる』んだから、もらっていいんだよね？　そしていつか僕が彼女を抱くことになってもいいんだよね」

　胸倉をつかむ勢いで問う和人に、

「────嫌やっ」

　澪人は、絞り出すように声を上げた。

「嫌や。そんなん嫌や。そんなん言わんといてください。考えへんようにしてんのや。兄さんが、小春ちゃんを抱くて……想像しただけで、どうにかなりそうや！」

　そう言って、顔を歪ませ、拳を強く握る。

「……ようやく、本音を出してくれたね」

　和人は涙目で、笑みを見せた。

「そやけど、さっきも言うたように、好きな気持ちは自由や。兄さんが小春ちゃんを本気で好きなら、ぶつかったらええ。僕に邪魔する権利はあらへん」

　俯うつむいたままそうつぶやく澪人に、和人は「うん」と頷いた。

「同じ言葉を澪人に返すよ。好きな気持ちは自由だよ。澪人も僕に遠慮することなんてない。好きにしたらいい。その結果、小春さんがどんな結論を出そうと、僕は受け入れるし。何より、こんなことまで『兄さんに譲ってやった』なんて、絶対にごめんだよ」

　和人はそこまで言って、

「だから絶対、澪人と同じ人を好きになりたくなんてなかったんだけどな。だけど、こんな澪人を見られたんだからいいか」

　と、独り言のように洩もらして肩をすくめる。

　澪人は目を伏せたまま、顔を上げようとしなかった。

「僕は明日あした、小春さんとのデートを……彼女はデートと思ってないかもだけど、楽しんでくるよ。だからさ、澪人も遠慮せずに、どんどん持ち前のあざとい手を使って、彼女を落としにかかっていいから。一度くらい引き下がったり手を抜いたりせずに、思い切り戦おうよ」

　和人は澪人の肩に手を乗せ「それじゃあ」と、そのまま部屋を出ていった。

　廊下では屋敷を管理している松原が、弱ったような表情を浮かべていた。

「松原さん、聞いてたんだ？　趣味が悪いなぁ」

　肩をすくめながら、廊下を歩く。

「聞こえてきたんですよ。あれはすべて本心ですか？」

「なんていうか、かませ犬になるってのも、なかなか大変だね」

「それじゃあ、今のはすべてわざと？」

「そうじゃないよ。あの言葉は全部本心。小春さんのことは好きだし。けど、澪人にここで引き下がられたくない。まぁ、結局、僕は弟が大好きだからね。でも、負けるつもりもないけど」

　和人は、澪人がいる部屋の方を振り返り、柔らかく微笑んだ。





二






　翌日。

　小春は出かける前に、姿見の前に立ち、うーん、と唸うなっていた。

　先日の誕生日、両親から届いたプレゼントは、新しいワンピースとそれに合わせた靴、そして参考書。

　服は母からであり、参考書は父からだ。

　女心を分かっている母には感謝だが、贈られたワンピースは、薄ピンクの可愛らしいデザイン。

　そのワンピースを着た状態で、小春は弱ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「可愛いけど、可愛すぎて、なんだか、ものすごく気合が入っているみたいに見えて、和人さんを引かせちゃうかな」

　とはいえ、いざ、お出掛けとなると、適した服が出て来ない。

『ほんの少し可愛いラフな普段着』ならばたくさんあるのだけど、あらためてお出掛け着となると、難しいものだ。

「これでいいか」

　映画を観に行くなんて、久しぶりだ。

　このくらいお洒落しやれをしてもいいだろう、と小春は首に澪人からもらったネックレスをかける。

　小さなショルダーバッグを肩から下げて、足早に一階へと下りる。

「それじゃあ、行ってきます」

　店に顔を出して言うと、吉乃は、にこり、と笑った。

「行ってらっしゃい。ゆっくりしてきてええよ」

「うん、でも、夕食時までには戻るから」

　そう言って玄関に行き、このワンピースと一緒に送られてきた新しい靴を履く。

　和人とは十一時に、四し条じよう大おお橋はし横の交番前で待ち合わせをしていた。

　ランチを食べてから映画に行こう、と提案をされたためだ。

　本当にデートみたいだな、と小春はほんの少し肩をすくめる。

　しかし、今日はデートでも良い、と小春は思っていた。

　晴天だが暑すぎない気候に、小春は心地よさを感じながら足取り軽く町を歩く。

　四条通を西へと歩き、四条大橋からきらきらと陽の光を反射している鴨川を望む。

　橋を渡り切ったところに交番があり、その前に和人が現われるのが見えた。

　丁度、彼も今来たところのようだ。

　Ｔシャツの重ね着に、ジーンズというラフなスタイルで、いつものように優しい笑みを浮かべている。

「小春さん」

「こんにちは、和人さん」

　小走りで駆け寄ると、

「わあ、可愛いですね」

　和人は嬉しそうに目を細めた。

「ありがとうございます。誕生日にお母さんに買ってもらったワンピースで」

「あっ、小春さん、誕生日だったんだ？」

　和人は驚いたように目を大きく開く。

「はい、先月の十三日が誕生日でした」

「しまった、知ってたら、プレゼント用意してきたのになぁ」

「いえいえ」

　気を遣わせてしまった、と小春は慌てて首を振り、

「観たかった映画なので、誕生日プレゼントをいただける気分です」

　そう言って、にこりと微笑む。

「小春さんって、本当に良い子だねぇ」

　和人は、しみじみ呟つぶやいて、嬉うれしそうに頷うなずく。

「そ、そんな、普通です」

　和人は、「普通かぁ」と笑い、「それじゃあ、行きましょうか、こっちです」と歩き出し、「はい」と小春はその後に続いた。




「小春さんは、お母さんに会ってますか？」

　歩きながら尋ねる和人に、小春は「いえ」と首を振った。

「お正月以来会ってないですね。本当はこの連休に里帰りするべきなのかもしれないんですが、両親ともに働いていて忙しくて」

「ゴールデンウィークもですか？」

「基本的には休みなんですけど、二人とも仕事が好きみたいで、よく休日出勤してるんですよ」

「寂しくなかったですか？」

「寂しくないと言えば噓になりますが、それが当たり前になってました」

　小さい頃は、保育園で過ごし、小学校の放課後は学童教室。

　大きくなったら塾に通っていた。

　夕食も、いつもバタバタしていた気がする。

　思えば、この祇園に来てからなのかもしれない。

　ちゃぶ台を囲んで笑い合う。

　そんな温かさを知ったのは──。

「ああ、お店はこっちなんです。ここのハンバーグがイチ押しで、美味おいしいんですよ」

　和人はそう言って裏通りに入り、趣のある洋食店を指した。

「ハンバーグ好きなので、楽しみです」

　小春は笑顔で手を合わせた。




　そうして二人はその洋食店でランチを摂とり、その後に三さん条じようの映画館に向かっていた。

　和人と談笑しながら、まるで緊張しない、と改めて実感する。

　待ち合わせで会った時、褒められても、照れることも動揺することもなく、『ありがとうございます』と返せていた。

　もし、同じことを澪人に言われたならば、自分はきっと耳まで真っ赤になってしまうだろう。

「僕、映画館は、一番後ろの真ん中の席が好きなんですよ。ここでいいですか？」

　チケットを買う時にそう尋ねた彼に、小春は、はい、と頷いた。

　以前、下鴨の屋敷や円まる山やま公園に誘ってくれた時もそうだったが、彼はほんわかした雰囲気でありながら、ぐいぐいと引っ張ってくれるところがある。

　それは、きっと男らしさなのだろう。

　館内に入り、席に着く。

　やがて、映画が始まった。





三






　一方、澪人は、京都は白しら川かわ。

　比ひ叡えい山の麓ふもとを訪れていた。

　そこに、陰おん陽みよう寮の本部長の屋敷があり、五ご芒ぼう星せいの結界を補強すること、そして三角形の結界のひとつひとつを修復していきたい旨を伝えた。

「そら、よろしいね」

　本部長は報告書を眺めながら、大きく相あい槌づちをうつ。

「おおきにありがとうございます」

　二人がいるのは、屋敷の和室であり、窓の向こうには比叡山の緑が広がっているが、近すぎて頂を見ることはできない。

「そやけど、おもろいチームやね」

　本部長は、『櫻井小春、安倍由里子、三善朔也、水原愛衣、狐神コウメ』の名を見下ろして、頰を緩ませた。

「そうですね、安倍家に三善家といますし」

　澪人が頷きかけると、本部長は「ちゃうねん」と首を振った。

「力の属性が上手うまいことばらけてるて」

　そう言う彼に、澪人は、たしかに、と頷く。

「この、水原愛衣て子は、情報とスピードを司つかさどる『水星』の加護を受けてはる。この子はちゃきちゃきした子やな。三善朔也は物事を一気に破壊して再生を促す『冥めい王おう星せい』の力を持ってはる。この子はイラチやろ。ほんで、安倍由里子は革命に導ける『天王星』の加護を受けてはる。普段大人しいけど、怒ったら怖いで。ほんで澪人くんは、物事を安定に導く『土星』の強い力を持ってはる。麗しい外見とは裏腹、くそがつく真面目さやな。ほんで、この櫻井小春──幸運の星て言われる『木星』の加護を受けてはる。この子は、穏やかで優しい子やなぁ」

　名前を眺めながら、うんうん、と頷く彼に、「さすがやね」と澪人は独り言のように洩もらした。

「ほんで、澪人くん」

「はい」

「五芒星の祈き禱とうやけど、この水原愛衣という子、勘は強うても祈禱の力は弱そうやな。狐神様に同行してもらうとええわ」

　本部長はそう言って、愛衣の名を指す。

「はい、僕もそのつもりです」

　澪人は頷いて、『銀閣寺[image: →]愛衣・コウメ』と書いた。

「澪人くんが、上賀茂神社。愛衣さんとコウメ様が銀閣寺、小春さんが八坂神社、これは氏神様やしちょうどええな。ほんで、三善くんが松尾大社。松尾さんはお酒の神様やさかい、家が酒蔵の三善君はピッタリやな。ほんで、安倍さんが金閣寺。こら、ええ配置やね。セミプロ集団とは思えへんエネルギーや」

　本部長は心底感心したように頷く。

「おおきに」

「……五芒星の結界地点にはありがたいことに、既に立派な社寺が建ってる。そやけど、問題は三角形の結界の地点やね。あのお方は、三角形の結界地点に、人の目には見えない社やしろを建てはったんや」

　彼の言葉に、澪人は深く頷いた。

　その社が崩れたが故に、その地を護まもっていた精霊の巫女みこたちが祟たたり神のように徘はい徊かいする事態となったのだ。

「ええ。祈禱で、その社を修復せなあきまへん」

　三角形の方、こっちはこっちで厄介やなぁ、と本部長は零こぼす。

「そうですね」

「もしかしたら、五芒星の結界より厄介なことになるかもしれへん」

「五芒星の結界よりも、ですか？」

　身を乗り出す澪人に、本部長は「まあまあ」と笑う。

「……とりあえず、澪人くんの報告を『上』に伝えるし、君はまず、五芒星の計画に向けて動いてほしいんや。連休明けは丁度ええ頃合いや。たくさんの人たちの参拝で、社寺にパワーが増してるし。……君もそれを狙ったんやろ？」

「はい」

「できる男は、気持ちがええな」

　ふふっ、と微笑む彼に、澪人は苦笑する。

「それは買い被かぶりです」

「そうやろか」

「──ええ。僕はほんまに、ただの頭でっかちやし」

　そう言って、澪人は笑みを見せる。

　最近、気付いたのだ。

　三位一体や森羅万象のからくり、神々に関すること。

　それらは、陰陽家に生まれて学んだことではあるが、そのほとんどが物心ついた時から、なぜか『知っている』ことであり、生まれつき身に着いていた知識だった。

　だが、それらはすべて、前世で玉椿から教わったものだったのだ。

　当時彼女は、龍りゆう神じんに教わったことだと話していたため、間接的に自分は神の言葉を賜ったと言えるのだろう。

　そうして今世、自分はかつて玉椿から教わったことを生まれ変わった小春に伝え、知識を返していくことで、恩返しをしているのかもしれない。

　自分の中にある知識は、すべて彼女からの受け売りだったのだ。それが故に、『知っている』だけで、しっかりと身についてはおらず、いざ自分のこととなると、行動が伴わないのだろう。

　ほんまに頭でっかちや、と澪人はまた微かすかに笑う。

「ほんで、澪人くんは、まだ内側に問題を抱えてるんや？」

　澪人は、「いえ」と首を振る。

「もう、内側の方はすっきりしました」

「ほな、後は、行動あるのみやな。上手くいくやろ」

　どうでしょう、と澪人は首を傾げ、

「……ほんまに、『神のみぞ知る』です」

　窓の外に目を向け、空を仰いだ。





四






　映画の上映を終えて、小春と和人は、いそいそと劇場を後にした。

　もふもふした動物たちに焦点を当てたドキュメンタリー映画は、映像も音楽も素晴らしく、

「とても、可愛かったですね」

　映画館を出るなり、小春は熱い息をつく。

「そうだね、映像がとても綺き麗れいで、皇帝ペンギンの赤ちゃんとか可愛かったよね」

　和人は歩きながら、うんうん、と頷うなずく。

「ええ、あと、アザラシとか、シマエナガがたまらなかったです」

　シマエナガは、綿毛のような白い鳥であり、頰が緩んで仕方なくなる可愛さだ。

「本当に癒いやされましたねぇ」

「うん。だけど、おかげで、途中、眠りそうになって」

　和人はいたずらっぽく笑い、眉み間けんをつまんだ。

「和人さん、少し寝てましたよね。寝息が聞こえてました」

「あ、バレてしまいましたか、すみません」

　ばつが悪そうに頭をかく和人に、小春はくすくすと笑う。

「いえいえ。この映画に友達を誘った時に、『絶対寝ちゃうから』って、断られたくらいで。和人さんが気持ちよく眠っている姿にも癒されました」

「小春さんは優しいなぁ」

　和人は、嬉うれしそうに微笑む。

　その後、そのアーケード内のゲームセンターや雑貨屋などに入り、

「少し散歩しましょうか」

　と、二人はそのまま鴨川まで散歩した。

　川のほとりには、カップルと思われる男女が等間隔で座っている。

　この光景も、京都の名物のひとつらしい。

　二人はコーヒーショップでアイスカフェラテとアイスミルクティーを買い、彼らと同じように河川敷に座ってお喋しやべりをしようということになった。

「ああ、もう、納涼床が出ているんだね、早いなぁ」

　と、和人は先ぽん斗と町ちようの飲食店を眺めながらつぶやく。

『川かわ床どこ』という人もいるが、京都においては鴨川沿いに並ぶ床は『納涼床』と呼ばれ、貴き船ぶねや高たか雄おの床を『川床』と呼んでいる。

「ええ、納涼床は、五月からですよね」

　京の夏の風物詩である『納涼床』は、五月から九月末までだ。

『納涼』とは名ばかりで、真夏は暑い。

　今の時期や、もしくは九月の下旬が一番利用しやすいのかもしれない。

「小春さん、行きました？」

　小春は、はい、と頷いた。

「もう、行ったんだ。さすが、祇園に住んでいると違うんだね」

「いえいえ、祇園に住んでいる人は、逆に滅多にいかないそうですよ。床が始まった日に、宗次朗さんが知り合いの店に連れて行ってくれたんです」

「へぇ、宗次朗さんの知り合いの店かぁ……」

　宗次朗と親しくしている芸げい舞まい妓こが、『一度、姪めいっこさんにお会いしたい』と言ったことから、連れて行ってもらえることになった。

　美味おいしい食事に、美しい芸舞妓の舞いに琴に三味線と、まさに別世界であり、究極の雅みやびを堪たん能のうすることができた。

「私はそれきりなんですけど、宗次朗さんは、あちこちの店に何度か行ってるみたいです」

「一人で？」

「一人の時もあるし、祇園の友達を引き連れていったり……宗次朗さん、この界かい隈わいに知り合いがすごく多くて」

「さすが、宗次朗さんだ」

　和人は、へぇ、と声を上げる。

「そうですね。同じ兄弟でも、うちの父とはまるで違います」

　小春は冷たいミルクティーを口に運ぶ。

　小春の父・宗そう一いちは、決して社交的なタイプではない。

「ああ、宗一さんか。あまり話したことがないけど、たしかに宗次朗さんとは真逆のタイプだよね」

　和人も、父のことを知っていたんだ、と意外に思いながら、小春は相あい槌づちをうつ。

「そうなんです。父はずっと宗次朗さんのことをよく言ってなかったんですが、最近変わってきてくれて、良かったです」

　そう、長い間、『あいつはなってない』と宗次朗のことを蔑べつ視ししていた。

　和菓子職人になったことも『お遊びのお菓子作り』という言い方をしていた。

　だが、小春が両親としっかり話し合い、本格的に祇園に身を寄せるようになったことがきっかけで、父も宗次朗の作った和菓子を食べる機会が増えた。

　小春が、新作の和菓子ができるたびに、両親に送っているためだ。

　そうしていくうちに、父は宗次朗のことをどんどん見直し、今や新作和菓子が届くのを二人ともとても楽しみにしているようだ。

　それは小春にとっても喜ばしいことだった。

「……小春さんのお父さんは、とても素直な人なんですね」

「素直？」

「きっと、弟の宗次朗さんに憧あこがれていて、その存在が眩まぶしくて受け止めきれずに拒否していたんじゃないかなと思います。それって子どものように素直なことなんじゃないかなと思うんだ」

　その言葉には、とても重みがあり、小春は返事に詰まって口を閉じる。

「……小春さんは、うちの父が弟にしたことをご存じですか？」

　静かに問うた彼に、小春は頷いた。

　彼らの父親は、賀茂家に生まれながらも特別な力がなく、その上、自分の子どもたち──杏奈や和人にも特別な力が継承されていなかったことを憂いて、妻が澪人を身み籠ごもった時に、特別な力が授かるよう、賀茂家の陰おん陽みよう師じに依頼をしたというものだ。

　このことは、杏奈は知らない様子だったが、どうやら和人はその事情を知っているようだ。

「父には、兄弟がいなかったんですよ。一人っ子だったんです。なので周囲の期待を一身に背負っていたんですよね。結婚も、お見合いの話を断って、東京出身の母を選んだんです」

　由緒があり、なおかつ特殊な賀茂家に東京出身の女性が嫁いだ、と小春が知った時、少し意外に思ったため、そういうことだったんだ、と納得した。

「そうしたこともあって、責任を感じていたんでしょうね。何より父は、自分の父親……僕らにとっては祖父ですが、祖父に強い憧れを抱いていたんです。その憧れが強すぎてコンプレックスも強かった。そうしたものをすべてこじらせてしまった末のことなんです」

　小春は胸が痛くなるような思いで、相槌をうつ。

「僕はそんな父を理解できる部分があって、責められなかったんですよね。僕も、優秀で人にはない特別な力を持っていて、なおかつ美しい弟に憧れとコンプレックスを持っているので……」

「和人さん」

「そんな澪人は何かと僕に遠慮をして、なんでも僕に譲ってきました。あの子だって本当は医学を学びたかったのに、僕に譲って医大に進まなかったんです。そういうのを知ると、やりきれなさを覚えたこともありまして……」

　小春は、分かる気がします、と微かすかに頷うなずく。

「だけど、大学に進学してから、僕自身も本当に医学が好きだと気が付いたんです。大学生活も楽しくて、とても充実した毎日を送れた時に、澪人への憧れと、こじらせている部分を素直に認めることができました。羨うらやましさとか、悔しさとか、誇らしさとか、そういうのも全部ひっくるめて、兄弟って愛いとしいものなんだ、って思えたっていうか」

　晴れ晴れとした表情で言う和人に、小春の心も明るくなる。

　自分の弱さを知る。

　嫉しつ妬とや羨せん望ぼうを受け止めて、相手を思いやることができる。

　それは、大きな強さと優しさであり、素直に、彼は素敵な人だと思えた。

「和人さんって、強い人なんですね」

「いやいや、そんなことは」

　和人は気恥ずかしそうに頭をかき、こほんと、咳せき払ばらいをした。

「ええとですね、それで、ここからが本題なんですが……」

　言い難にくそうに、話し始める。

　小春は「はい」と視線を合わせた。

「僕は、小春さんが、澪人のことを想っているのを知っています」

「っ！」

　思いもしなかった言葉に小春は動揺して、耳まで真っ赤になる。

「その上で、そういうのを全部分かった上で伝えます」

「…………」

　一体何を言われるのだろう、と小春は思わず身構えた。

　もしかしたら、『澪人に近付かないでほしい』と言われるのかもしれない。

「──小春さん」

「は、はい」

「僕は、あなたのことが好きになりました」

「……えっ？」

　小春は一瞬何を言われたのか分からず、ただ目を見開く。

　告白されたと気付いたのは、少し間を置いてからだ。

　和人から映画に誘われて、『もしかして、これはデートの誘い？』とは思った。

　だが、まさか、こんなふうにストレートな告白を受けるなんて、想像もしていなかったことだ。

　頭の中が真っ白になり、何を言っていいのか分からない。

　ただ、ばくばくと鼓動が早鐘を打つ。

「……それで、もし良かったら、僕と付き合ってもらえませんか？」

　一拍置いてそう続けた彼に、小春はおろおろと目を泳がせる。

「あ、その、私……」

　どうしよう、と混乱していると、和人は、「ああ」と遮るように手をかざした。

「今は何も返事をしないでください」

「えっ？」

「少し考えてみてください。いくらでも待ちますので」

　和人はそう言って、にこりと微笑む。

　小春はそのまま頷きかけたものの、動きを止めた。

　いえ、と顔を上げ、もう、迷ってはいけないんだ、と拳こぶしを握る。

「今、お返事をさせてください」

　小春は、しっかりと顔を上げて、和人を見詰めた。

「……小春さん」

　和人は驚いたように、目を瞬かせる。

「──和人さん、私……」

　小春が言葉を発したのと同時に、鷺さぎが水音を立てて空に向かって羽ばたいていく。

　鴨川の水面みなもは夕陽に反射して、きらきらと輝いていた。
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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